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月 文 、

本資料は近和 3 4年尽からﾡ: し たに「林栄ﾡ の地式ﾡ造に ﾡす 

る所ﾡ( ﾡ家林楽ド 京すろ研究) の-ﾡYLて取り Yめたもの 

であっ て ・ 研売春体の 町ﾡ何理 と目的としている. Lたべって、 

水来ろ悪リ・ 既佐の利用しっるテータを分杵の末材とLて、 その全 

盗をﾡらかにするててKﾡめた。 ヌな※村は. 昭ﾡ5$年5戸商 

予ﾡの 「世系林糸公業」におけるﾡ題の一っである 「小私有林栄に 

戻する特味ﾡﾡ」K対する準備※と c て取り まとめられたこのて 

ある・ ﾡ名や内各において、 日本のこの分野の紹介的ﾡ分があるの 

は、 その点めてある.

マの※村は. 小憎切長・ 原科長、 大内所ﾡ室長の指等の下に、 そ 

営新ﾡﾡ林業研倉及び. ﾡの号ﾡ府修生の共によって行ったこ 

のである. 全の調整は紙野が当っ た が. 研売論対でなく ※料でぁ 

るために、 故免に 統物 は行はなかった・ した な て、 文ﾡとﾡらか 

Kする ﾡ味で靴ﾡか担とぁす。

府 文 欲 野 (株ﾡ王営ﾡ )

番 約 鉱 野 〃

ﾡ / 年 野

※z条 級 野 〃

ﾡ 3年 み 野

ﾡ4年

ﾡ / 帝 紙 バ

2ﾡ 佐 爺 (福島※ﾡ地林務領 )

ﾡ 3 怖 ス 町 (林営そきﾡ)

新4高 卜 香 ソ

•8陣 き 沢 〃

ﾡ 4 商 佳 田 (ﾡ乏路ﾡ林ﾡ初 )

住 田

-7-
論 Z、

論3.
ﾡ4章

ノゥ40年

督 (林恭王啓w)
早 ﾡ ( な島塚林ﾡﾡ )

野

2月 ノo百
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季 約

日本における 小ﾡ方 林そ 白上 の 畑 起

/) 日本の王済において. 林栄からそたらさ々ﾡﾡ所将はﾡか3 

。現であるから・ その地は 表面約KにはルナLそ高いとはるえ 

ない. しかL. ごの三ヒは. 森林の日本人の活にとって全く取 

るに又リ ないﾡ左でめ々 zいカ= とを示すそ のでは/い。 所 

4までふく め て批すは. 林べは回氏側のノス%にて年Lて 

いる正零野は艦築と指安しているし.山缶回である日本では. A町 

主の4 ク%は歩林で, ォー番目の土地到河ﾡ占めている。 x. 百 

本では $世ﾡに/ゼﾡのﾡ合で未林とﾡ有にている. 二iLら 

多くの日本人にLて、林林は 平a ※材 セ咲給し、 Af4派とL 

て, ﾡ星と して. ペﾡの由活をよ りきかするなごいろいろ依に 

立っていろ・ スこの外区く災ﾡﾡ備、水源通求、「クレーシ ノ - 

ン専々画氏を済に責向ﾡ函ﾡしている= とはﾡうa でこない.

森林は日本においては. 他の多くの国マと同じ<. 国をや公共 

団体とヒて ド私人2も所有さ れ ・ そ宅されて いる . 百本では ヒ< に 

ヘ 規内有が特終で 2。んん下の卜有ﾡ 公ホ林有 % のo 

?ア%を占めていろ- 彼音の 所r有 面 ﾡ は全 休本で全ス有林の 約 7 

%に差していろ。使すの多< はﾡ泰で・ その 大あ 分 か. / ん ス に 名 

大たばい地とそきしてい々小ﾡであ。. かく て日本のヘﾡ海株 

のそきを方ﾡにす る希合. 林地区で #地をもか くめた、 そ営のA 

所有判という 性ﾡを 長そ基本的な事ﾡとL てﾡ日せね はなら なr(. 

何放ばらは・-日本の声氏盤は、 二のよゥな土 効 少性の不利をヒ 

のようにﾡアすべさかの市題に、 ﾡにべ的にせよ塚条減的にせ 

よ 迫られて お り、 りしめられているからである。

)日本でば全ﾡ林商ﾡのヲ。に良がﾡﾡ林や、ﾡ大なﾡ有林の 

そき専、その 裁 こそ 少い か. 牀 来史 座 に おけみ 大 ﾡ様林煮そ散 の 

ェイ ト かかなり高い. ごの点日本のﾡ米ﾡ々が八ﾡの 家 そ 営

-- 9-- 
ヒ し て一ﾡにぬり っぶされるのに対して. 林 条で は 用 ら かに 生涯 

の二皇横造がみられる ・ 今ﾡの日太林政は、 ごちらかヒ いえ は・ 

ﾡ政ﾡにE点がﾡ向されて さため、 こか< 町有林や大媛※ 株 ※ 

そ劣にﾡ尽をお会ﾡであった・ ト規様林業が. ﾡﾡのN得やﾡﾡ 

武の向上と目して. 林業政系の対なに上って未たのは添の< 

Yである。

ヒでろて・ 株ﾡ至営べおける小規様性は. 日本においては、 林 

ﾡ生ﾡKに対して、 次のごと ﾡ迷太的性将と与える。

c/) 林※そきととて 社合的、 そﾡそ清的独立性が全しい=と.

すなわち. 日本では. 多くはﾡきそき( aL Bwaru2dd ) の 

一主ﾡ町内( ノP一o.ctuctc。 ・t ).ヒooわﾡ表林茶 ( チaスえ

Fo2eoイす ) の恐ﾡをとっ ていな= こ.

(z)・林業そきのﾡ去が大そごの湯合とり、 森/嘗穫か圣営增 造 

の 本礎 を形夜 しなく なる向 がある=こ。

(3) 実 に は林地の車利F・C - tユイい a がみとめら 

る2と・ 以下るﾡ目Iについて両ﾡに虫べょう。

3 )山林所有為の中でﾡなの占める判合は. 山林ﾡﾡﾡ規様が小 

さ< なるほと高< なる優向セ示していろ。 ノ ラよ«甲のﾡ林ﾡ 

のWﾡによろと・ フス。Aa以下の林野所有面事ﾡﾡでは、渡ﾡ

的フ。 %セ日めているから ヘ前有着の大キはぶ表すなわちﾡ 

※とる業ヒして 営んでいる世ﾡであるとる える.

ﾡXKにとっ て林他を竹有L そﾡすゃてとは. いろいろな 目 的や 

動以があけられろが、 そのォーは・ﾡ業町"生活岡のﾡ事おなg 

らﾡ得するてとにあろ. /ワ←○与のﾡ株各のﾡきによると ﾡ 

ほが林野撃、 そだ. さ炭ならびに女地にLて 林野の 

ﾡ地や・ 林池の利問と行う 比 はホだかなり高いことと示 してい 

2L. 小ﾡ様になるほさ 自ごの山林から生ﾡした木材文ﾡま坐 

来※材ヒして 用い々ツ合も高いさ と公町さらかにされている.

復 栄生 涯 か•宛達 し. ■海 関料の 音 反 役が、逵むにっ れて、料地の光 

力 ﾡ注持※ としての林地 の ﾡ平性はﾡ※ﾡれて 米 (い% か は * な だ
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百本のﾡをにおける林野の自向利同は永代ごれて いないの が 

状である ・

Lかしな から ・他面において. ﾡ家における坂ﾡ町の木材やﾡ 

炭のﾡむ海次ﾡ達しつ ・ ある . 百本の※次おける本業的士地 

利 問ﾡﾡ は. ス、ヒ, キ等針ﾡと中じヒする 雨材 生歴Y. 
ナラﾡ、 カシ ※専 なﾡ場を中じとする桁炭材生証ヒに大さ れろ. 

前為は人工ﾡに基ﾡをかく ﾡ系であり、 をﾡは商ひを利部( 

だ天恋興新に基礎とおく ﾡ業である - 最の一 依的 傾向と Lて、 

不林価格 の 新決 ﾡ歌の停ﾡ その他の ﾡ古により、甲材林そ ﾡ 

が活 ﾡ化し. 新炭林専の甲ﾡ林化がかなりんでいる。 ざらにス、 

な 業 樹材 のパL7仕ﾡが可ﾡKにばったのて・ このう面へのそ営の 

転ﾡむ みられる-

ところで小規様林のﾡﾡ向生ﾡはそﾡ規ﾡのぼ細性から. 94- 
t3- ceu&wu (保ﾡ産ﾡ業) とLてのﾡ性そべくから. ﾡ 

場の-あ分として、ﾡﾡそのの生ﾡﾡ業Yのﾡﾡにおいてはじ 

めて夜立のﾡﾡが号えられる=ヒになるのである。 そのm合ﾡる 

のそ済上 に林業生ﾡﾡ内が役立つのは・ 長いﾡﾡrに わ たっ てめ 

たと三ろの個刈そ済のキ 来的 発 肢 であって、 日太の合票休的)z 
は、ﾡ業ﾡﾡの不又を補演するヒか.、恐略ﾡ条、 ﾡ柄ﾡﾡ考ﾡ時 

的支域に支向けるYか スは歳崇ﾡ枚ﾡや新都のﾡへﾡ経ﾡの 

本的支ぁにあて る ヒ いっ た合が多いのである ・ かかる堀すセ 

不断から事立てておくこヒは. 日本の小ﾡにとっては基ホ固ﾡな 

こYでみ々,ﾡるの林栄生ﾡは. このよ>な巨的セこ→て他にﾡ 

利ば利甲※のないﾡ斜地とを、 みﾡ労めのﾡを利用して細ﾡ 

されていろこのか多いのである. そこド・ 林米における保ﾡﾡ 

そきヒはちがっ たそせのﾡ仕 ﾡ表セス ヒめるてと がでさ るのであ 

ろ ・

ﾡいﾡ次とﾡい人口ﾡ灰を込っH本のﾡ山村におけろﾡ表rにと 

っては. 土地はすでに町号としてな在し、 その面事をﾡがするコ 

とはﾡ易でないし.ス、ﾡﾡそ啓の※木か乙ﾡいから、 多くの力

合・ 条族矛が支利用する位-0れCe2/心oretてﾡがﾡ総 

され. いわる ﾡ族送がそ送 としての 姓将セこ っている ので あ る 

が、その合、 極大所得をﾡ得すろ号べとして労集約的 --- 

土 .事田施約的な枝ﾡと必状する ﾡﾡセ基本的に示Lている . 

百本ﾡﾡが水ﾡを主ﾡ』回として. ﾡﾡな※多ﾡの 案ﾡ 意業 Kに 
感悔しているのは. そせの= の与件ドに ﾡしている坂にほかなら 

ない。 長の長業技と 歳業生産の発迷に伴って . 造千、労めﾡ 

約的一--ﾡ本条約的・ 本本化の才高にみっゝあるか 未ボ日 

本際ほをと ッa < →ﾡ的なﾡは ・ 上のそき体ﾡと基本的に 

・えているヒはいえない・ ﾡ家林米の同ﾡすなわち、小規模林荣の

大部分の 阡懸 は い か かるﾡ米をﾡゃﾡ表の体制ヒﾡ座ホけて 為宗 

Lなけれはならはい向版であり、 日本ではﾡ局. 般※の付やﾡ 

ﾡ に ﾡする 嵌 業 ﾡﾡ の一分好こ形下する= こにるので、ある、

y)上ﾡの 商Tﾡ領塚 とはﾡに、林業そ き向選ヒ L ての日本 の小ﾡﾡ 

林媒は 米特殊なﾡ題を桜けかけ ている、ヘ 規状林紫の茂立活ﾡを 

遊く大雑把にみれば. 殻 業生建 の 未異 莖な日本の 単 建 時底 ( &

～ /7世紀項〕においては. 意氏圭は林野とﾡに自給的に利用 

L ていたにす ざなかっ た が、ﾡ次料 がﾡ品 化されるよっ kなり、 

米の ﾡ#浜 としてな大 な単刈 ﾡな建係せ られるよっ にばっ た。 

商しててれらのﾡ確では、林野の系的ﾡ有は、一終に*ﾡ立さ 

れていなかった・ ノラ世の初医、 日本がﾡ本主ﾡそﾡのﾡに 

入るにおよび、 ヤに木材や木泳のﾡがむことこに. 株米 

生ﾡの埼 が族氏ﾡKに号 えられたのである・ ﾡ氏による 林栄生 ﾡは. 

誠Kに存在してい為 ﾡ株 ※源をM発L刈用する木炭や*ﾡのﾡﾡと 

林行為ヒにの二っに大別される, 本野の永的 m神 はヒ < 下ﾡﾡに 

いて ザ確化す る傾向セこち・ その純果、ﾡ次至ﾡのﾡﾡが立

さY2に至った。 かくて・ ﾡ氏による林業王きのﾡのアロセス 

は 日本における大凝ﾡ林栄そせの ﾡ型 であみ回有林ﾡ 色とﾡる、 

ﾡﾡ林そ営では. 阪下に生立しているﾡ本ﾡﾡにﾡ日Lてそ客が組 

され、 この畜ﾡﾡ本の維とそのﾡ力と高めるにめに、 ﾡ



と塩林 (林地からの e-tレンこoオ Rで林地への必uイ ) が規別 

22a-v&ct2 さn%. =のﾡ合. そ当のﾡﾡﾡ造は林地と材木ﾡ 

森である・てれ対して. 八規ﾡそ送においては. 末す虫林 (林 

ﾡへのウれー ハオ )によってﾡ等のそきのﾡ成である林か産

され、同時に. 木材・ 木炭 のﾡ品 に が ・wズ - t 一形 夜す る. 

大そきの基政ﾡと形肉した林木ﾡ素は。 二のﾡ合はら-/れズ 

ヒ メ - /tt の差撃ンL て単に林也の上に次滅さ れにてのにす 

ざない e Lたがってそれはそ送ﾡ本というよ りそむしろ ﾡ産 ヒ 

受るべさこの であ ろっ。 ・

夜立のﾡﾡからみた小 ﾡポ 林業のそ営ﾡ生上の特色は. mの 

小ﾡﾡﾡそのむのから甘木するそき的特に耐加されて、 日本K 
おけ つヘ規ﾡ林ﾡそき の特殊株ﾡﾡをみ声L ていな.

ヒ<rに ・ ヘ規撲林米の仕複において、林地 への シ-/レt ヒ 林地 

からの ○t才- /レをのに株人るﾡﾡ木といっ林ﾡそ営の挙協 

がち在しいことは. ﾡ町/下業そとるとはいえ、 そ党の中にそき※ 

本を継持し、 その生産力を言める林業枝ﾡ6合ﾡ性が失はれるA 
向を持ってとになる・ ごゝにヘ ﾡﾡ林ﾡ生ﾡ のそﾡﾡ発及を可T 
ならしめる、 そﾡ技ﾡとそ宮そ済の 研の ル専性がみヒめられ 

% ・

一っのﾡ条が、ﾡそ営の云ﾡﾡ、平定的ﾡﾡに桜能するﾡ※ 

林栄のﾡ撃KにNLてなされ (uる。<れは. ﾡﾡ林米の生 隆 

動に肉するそのであって、 浜いﾡﾡにﾡ生する 家族ﾡ友の 気 化や 

ﾡ業生産の発展なご桜表生活の女勤に対処す る 目的を領せ られた 

林楽 計里 がそ_の内ﾡセLている。この計ﾡ守ﾡは. 大 境模 株 業 

のそ きﾡと は ・ かな ッ ﾡ着 工受 がみ ヒめられる。

その他数多のﾡ紫がごの特殊なそ営にしてなされね は・/F ら な 

い が. ホ ド= の分』の ﾡツ は不た今 で、あ る。後 の4>で取上 小 

為べさ 主呼ﾡ係成のみにふれる .

- 13- 
今)小ﾡ炭入経ﾡのﾡ本における特住の考家につゞいて,小ﾡ有

の林地利用のﾡ状つっいて商単に述べよう, 最ﾡ/。 ヵ向の 

店林面ﾡ の総野面ﾡに対す る比を支ろと、 太の 試ﾡ林(な有 

か+私有林) はﾡ為林り2 ～ 3点め故密にはっている。又,版 

杯面ﾡを同株Y対止すば, やは・/s～ 2.。倍になって\ 

る. この2そから ,林地の本ﾡ的刊ﾡの中ﾡであろﾡとﾡﾡに 

おいて, 派Xはすっと氏ﾡ林の方 か利 用ﾡか高い乙い う 2 こ かみ 

とめられる、 しかし2 め願向は、 たゞボ'。 カF ve ﾡらす, 

さらCﾡってもめるっ こかでさる. っ ざ. 民ﾡ林わうち>。 
・・ゴ 

メ下 の小私有林 とそ れ以上の大私有林こ の利甲点 を引のﾡ計 

=よッ対比すれは. ﾡ林面ﾡにおいて, 小私ﾡ林は大有本の 

2 ～ 3店にでし ている. 代係面ﾡにはﾡ料の都合上パらかてな

か, 面ﾡ規秩と成系ナ数このﾡ係から世ﾡして、 つゝでひ大私 

月より あい土 地利〕戸度をしている2とがうかゞわれる。ﾡうろc. 
小規ﾡ妹はﾡずやぜ妖ﾡとの内成から、 球野ﾡ, 芝茶3の副産 

切の利用がある- そクような市い土ﾡ利ﾡの結. 現在の決林ﾡ 

ﾡを対比すは・画有 林が 平 &a 当 /3◇ ウu3てあるの2対し 

て . 区有林ではその羊キにもしない $?ク3になっていあ めて・ある.

ュれら のﾡﾡﾡ領応Yよ ってﾡに頃らかであろように .頁ﾡ林 

Y<小私ﾡ本ては, 国有林などつ比し旅ﾡの利用度が高く, 林 

※技約約には 林地 のﾡ空利甲ケみとめられるのてある.すなち 

林 世 の 母 変 り 利用 の 結果 : ﾡﾡに形旅さる小私有林の本水首 

ﾡはﾡし, 岐杯令は感下L、 能 力は戒足して, 諸々のﾡ底すべ 

さ向ﾡが米 してまているのである. ﾡ也利甲の芸本胸京百 か: 

当初なべた ごとさﾡﾡの 小有制にもとめら .その ﾡ本白ﾡ沢

は、 社会・ 経ﾡ政ﾡ全体このﾡ理にちいて打ちたて られねはな 

らないか-, そﾡが受ぶする2め士ﾡﾡﾡの構能を、 妹ﾡ生産抜 

仲にもﾡ区奈向にもむﾡされるじ要性かある. 2れか, 上ボの 

2と さ ポ殊内を いろいろ巨放して ろ 耳本の 小、私ム有 の実部 

な ﾡ てある.
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6) 対処すべさ政須阿加ﾡにはニスワカ内か一区列される. 河ﾡ日狼 

ﾡ空方ﾡと 云 ラへ さ乙のであって. かゝるﾡﾡ土 地利 雨 にも 耐 

え うるごと さ土地利用表分を発見ずる ことであ, 株地の合型 

9利用を進 す ろ 二と さ各種動み •階泊政琛 のあら る-公※ 

a. 万対に・消極ﾡ河ﾡ2込云うさ込のてあって. か、るﾡ空 

土地利甲を直止するよっ作甲する遠政坂---- m 特効票の着大 

を期ャ る ヤーケン ティン ア告 か-ある. しかLて, これらりﾡ政求 

物出ﾡに共通して云える2zは, 上ボのそき休ﾡとそきﾡ法-基 

本に 南ﾡさせに は- ならないてuう 二 こてある . 下 商- 

わさう・

恩畜マﾡに 高定出赤る ざとさ 林 密的 士 池和 雨技術 こしては, 箱き 

為印には 生産ﾡ向のい 地力持的ﾡ番 ほび話ﾡの 遠用 可継世 

を更出すことてある. 云 わは平ﾡ者衣ﾡﾡ のﾡ所を灰進するこ 

とてあ'. 小、戒林京の場合. 占本のﾡあは-ﾡつかなりの労ャ 

ﾡ約点を建めう ろ可ﾡ性そしっているから, ﾡfか物快>、グー. 充 

余な票を産むるならは, すわち. ﾡ表cて って 河r得 大g 
にﾡしうる状系主き技であるれ ら は. 才 か取 ・入+れうる基 猛 

をもっ < いろ礼りとスらる. 各源の新しい書ﾡ*話犯めえﾡ 

的なﾡ計か目下なされつ、あるえん っゝ cちる。

か、るあえのが等的土地利田ﾡてなくてゝ, すなわち, 収氷 

半 の 林系救術 Iに わいても. ハなり 渐更 利用 に 対処出米 る 地度g 
く存任している. 前し た用枚化傾行 uその一ってあ, 樹種 

改同、 林確安保,ﾡ紫約々化なごか2のﾡﾡに入る- 2っい 

たび文ﾡﾡに肉しては, ぎ氏にﾡﾡし, 合理的な技紡を牧之ろ 

普及州ﾡか非み:相効である、 巨本においては , クィラ年以 

ﾡ二の 制ﾡかﾡ当せ ら れ ・ 日木 回ﾡ府 と 行政所 との 共口 でﾡ 

ﾡにケためらて\、る. さらにヌ, ぎ下ﾡにま林をす、め 

る 港林ﾡ助判任の 票 れ大さい. 日本てはをﾡな ﾡ式ﾡ 指林 

を除いて - は. 2○～4o のﾡ林ﾡ助会か敬政 支法さ九て

( ろ .

- 15-
林地め 弓な生書7 を寒 するょっ なﾡﾡ土地利 をﾡ止す 

ろ レニ 用 ・ ﾡだの者及ﾡﾡは大いにﾡﾡをﾡﾡすろこちかいな 

い. と<に つクﾡの行為かﾡ氏め よ っていろ ﾡ合はﾡ及 

平券の永ﾡ明票は大会い・ しかし二れの、ﾡ※ﾡ*哀sが 

付のそ門行為の純票 ておるならは・, かゝ る基本ﾡ尿田に対処 

するごとさ ﾡ表 てて 家効ヶあからい ここはいうま 

ない. つゝr ﾡ祭向ﾡに F理 するス雑さかひそん ていろ.

株産新の クtペ&eそど2みは消怪ﾡではあるい, この都面にお 

ﾡすろこつろは大さい。日本か小速板林家でば. 林産将りﾡﾡ 

べ砕にしか超さす, 数置のﾡyで、 呂ﾡ示怪が不ﾡでちろこ\ 

った 既ﾡそﾡ的ス て不利はうﾡに立たされている。ス、 日木 

てa 直木発即か一一級旳て あるのて. *業 符 か来 さち立木 

地史 をでヒ 欧す ろ 戌 火コスト 接ﾡ会れ は ら 6い: こ5 
はﾡれも林ﾡ生在め得効をめろ※こなる .2 めようた

1に対 するため, 一ﾡの地城にちいて は林箱合 やそのﾡ合 

体パﾡ合賃にべって ・ パメよ*ﾡﾡのﾡ程を拒当していろこころ

あるか・ その灰求は表た十分ては云いﾡい. このﾡ攻におい

<. てくにア' 上けるへさ ﾡﾡは次ク三ﾡに委約されよ ゥ

c) 市 ,カキ ャック•とイ ンフォ - メ イション 体州。 ﾡﾡ

・フ 出ﾡに対するﾡ技先的, ﾡ組敬内舗控 s)形ﾡ. 

話ﾡ片ﾡﾡの 向上音及

そ め4日本- あい て a . 店断 ナろ小ﾡﾡ の m«-ヲ ・ て 

油正な課をする ため 税新処ﾡ上や列の配ﾡ、をした E 
そﾡと し て 林鹿賀家を継危培養 す ろ要か ら . 技抓や き#を* 

wtL, 賀源の受ボそ申 ら のに3み 赤払計ﾡ制Sのﾡ行さる 

る ・

ﾡﾡに. 卜私、有林新ﾡﾡ-対1 c点Iにﾡしコハれi: 、 

めﾡを指内 しておニラ.* は、今後の ﾡ 求至あハ差 、ヽ, 

近する 娘家林策 の測堂である. 認明すれ,平山ヵ日サ= 

至啓 か-を面し て いる 渾般 の ウキ.,ﾡぎ北w も 点



1 も
ﾡのﾡﾡゲ, そ喜狙ﾡの形ﾡを及え. したハって, その徒ﾡとu 

て. 林地のﾡﾡ的刑用T位を友える-至る合にガける対処のは 

思である ・ こノ」うな , 乙ちらかと云 えは予刑ﾡ雄な寺結に対 し 

てﾡ叫から処理しうるつとは、 ﾡﾡ的には、 悪がﾡ感ﾡなﾡい 

林野利用 の*ﾡから. まり高い林券ﾡへめﾡ長をる 成ボの課 

ﾡによって ﾡ決 さようか.その 向至 る 道程 cして の商老同の 

ﾡはﾡﾡ域著ない内であろ- 日本=おけろ小み有ﾡは.ﾡ 

終のに は 林の自搭向所か らﾡ策産へと父ﾡし てwく のて 

はある か, その同二のよう な発ﾡケ地式社会になけかけ る感容を 

浜複する ことはでかない, 相求良託相*のﾡ茶甲生用ﾡ枚の 

自給か一效存して いる限リ. -的ヲな林ﾡ生産ﾡ発ﾡは, 山か前角 

番 と 非所ﾡ者の社会的軌献の内爆を流生 するにち かいないL,て 

ﾡセ利ﾡT懸クか、るﾡﾡは地が会 のボ田やべの革 cカっ 

てあらわれよっ. 前のﾡﾡ政ﾡ的論ﾡの, ケ、るﾡ、をよ& 

して行われゝ は. それだけ不才 県 かﾡ大す る ちかい な(.

オ/章 日本林ﾡに あけ る小私有ﾡめ ﾡ位

7・ﾡ 説

H本の 林手画ﾡは約 2«百万で合国士面ﾡの47 %を占め 

ている. そのんどすべてが山ﾡ林で. 海さのわり<顧斜かさっ 

く. そﾡﾡに利用する上ではﾡまれてはいにいか, 売発更度は 

43%にもﾡして\ る- 2 のこては目なにおける み生産物が国 

試そﾡのギでかなリ ﾡ要な 殺例 をﾡしているこ こを示して いる必 

のである ・すなわち ・ 株株 左物は古末から の日本 の柱程が料で 

あるﾡ※校を供給するほか, 本火や新 ・ < だなごのﾡ料,ﾡび長 

血てくに産ﾡ加の著しい紙 ・バルプ製話ての原料を供鈴し て 

いる、 さら2, 交限*地形上. 株株は戸土ﾡ支上の効ﾡ**気源 

ハ 利用 同 発 ミ らに は 囲 民保健 上 更 要 な 役創を 栗 してu るも のでぁ 

る. 削者の産業としての林菜の生座浜 口 . /クタク においては 

/クク・ク (十慮円) とaッ. 同平の日本そﾡにおける産国KT 

例のつ.4 に違している. しかも,か系 の画下そ済に おいて占 

める地ばは平々室く なってい る候 rかある. (*/表)

日本の固士は地等が急厳で平地か少カく . ﾡ水ﾡか多くく/oo。 

〜32oomマ内外) ・ 気ﾡﾡからみれ ば大 部 か 少温 ﾡに ﾡするか, 

亜ﾡ帯から亜ズﾡに せ で受ぶﾡ係上本林 の樹ﾡ かさわめて 受い. 

一般に日本の森林帝は. 暇帝林,温静林, X林に大ﾡされて 

いろ. ﾡ術は日本のﾡ央都からﾡ都にかけて分市して いる森林で 

カシﾡシィﾡぜ界広な挙樹を主てする表ﾡ, コナラ. クヌギ, ン 

テ類 な ど茗狭 な 叢 樹 を 主 とす ろ 秋 林, 及ひアカマソ. クロマノな 

とを 定 てーする 針奈樹施 など が•みられる. 2の地北域ては スギ, ヒ 

ノキ・ クロマ, アカマ. クヌギ, タケ容か牀喫、点林の対•ア 

となっている. 猛がは本けの中部から 北都及。 北場着の 商部に 

かりてかしていろな林てある。 主愛樹稽はブナ, ミッナラ、 シ 

ナノキの芝教な茶材で,場mによ って スギ, ヒノキ, アカマ
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ね 乙の条樹をﾡ生し ている。この地以 でもスキ, ヒ/キ・ カラ 

マ, アカマッ , フヌギ, ヤキなごがﾡ林上主吸樹建とし て取 

われている。 系後に束ﾡﾡは北ﾡﾡの 中北都ならつに本州 

各地のﾡ山地以に分布している赤ﾡで, トドマノ, エノマノの 

針放樹杯 の第純 かが 多い. Lハし. シラカバやハンノキ, トロノ 

キ 考な※樹の#ク改かい されたと 2ろに会くﾡ入 している ・ 

(/函)

ノ タタ ラ ﾡの金によは全林ﾡ面殺め 夕。 %が財林地で 占め 

られ, 岩地 め 林相は , 十泉樹炊 ラ2% な ※ﾡ休 ケ/, 混次 

本/7%となっており, なﾡﾡの多い のゲ旨立って いろ ・ 針糸 

劇か は?。 4かYIに人工林てしてﾡﾡさていろ, 一方 玄象 酎 

林やﾡ矢かの人工林比率はそれ*れ3, フ%<ﾡし く&い. 

(ﾡ2表) 人工ﾡ裁の対条とたるﾡ穫はスギ, t/キ ・アカマ 

. フラマ考て /2 ク平〒は百 本全国て 3$2,クク a か 

ﾡﾡさた. /4aの請木座載本数は 本位のﾡ合か多く 

立地や必賀ﾡ件 よって一していたいゲ, ヲ○後のスギは 

Aa 当約 2o。 *程度 に 成技 する. 多くのﾡ兼樹々確は木cし 

てﾡ系用ﾡ,ﾡか、ﾡその他にはやけられろか, アカマッ エ 

ゾマ . トドマツ など•は 装 迫 とくに バレ 7用 に付けられる比年 

が高く はって茶た木の全球量は43百万ウ3 と ,療られてい 

る(オ3 去).なﾡの主要用逸は木炭・ﾡの生ﾡ用で, 市引力 

を利用した示ズ更新作業去がこラれている. 本炭・新の ッ*7
の生産ﾡはそれぞれ フ/4P 十ト ン, / タノ 女。. < で あ そか、 

ﾡ百 の燃料消費の構底か よ リ効年的なガスや尼ﾡ 二 恐行 しつゝ 

あるのて, 将系の汚要攻がﾡ込まれる. 太次や折の産は山向 

地技のﾡなの主ﾡ右ﾡ金前料ﾡを形就し ているのて, 山村そﾡは 

今後のﾡ給勤向に 多大 の 肉 心 を高せられていを。 ニめようなﾡ何 

に対して、日本 におい て%. な 祭な材の ベ ル プ仕向ゲ ﾡ次 ﾡ加 L 
つゝあろ.

要約す る- ゴな。 赤 林は 会体にﾡ系のﾡしい日本の そ河 Iに と

って 黄 堂 な 存 任で あ ソ ・かなり の 得 と雇用をしたらしている. 

しかして. M後のお探は色ﾡに増大し、 系林ﾡ源の選気かさけ 

ばれてい る. そのためc ﾡ紙的にはﾡかその他ネ本の生ﾡか を塔 

入するﾡﾡ氷が打たれているてこもに. 木桜の利用を高ﾡ化する 

なご. ず源利用の効率化を計る方。真創に検討さている. 日 

本におけるよ私有ﾡの向ﾡも、かゝ ろ未 本生ﾡか 普大 のための- 

最とし て平り 上 げ られる向馬でもある.

2.小 あ 拓林の 起米

日木 の株野を有別にﾡると、会林野面積に対してﾡﾡﾡが 

3○%・ 都ﾡ府県 有・市区 町村有 ・ ﾡﾡ区有対公有林か 2。を 

占めている ・ 残会が私有林で ・ *のﾡあはﾡ人 有林が会 体のよo 
4, 社寺 有林 /4, 会社有林 。, ﾡでその他右林夕% となaっ て 

いろくオ火表) ・ すなわち, 為主体刑にみると国有林や公相株 

のも フ比 ﾡは大さい か. そ れて込 私用林は全林野折君の 半は上 

を占めている2とか云されている. また, 永有の大半かゴ人有 

林が占めているのてあろか, これらかどのような人女のごのよう 

な職炎の人産によツ 所有さ れ, そ営されているかという2とは」 

全役てして は明らか ではな い,今 禮 料的には 占 く . 点求点も&い 

か, /テル 7 耳～查の統計r2 a れ オ, /。 ルO乂 下 の 必めザ加 務 老 奴 

でク/%, $。 イス ゝメ下のるのては?/. 2o.。名α 以下の» 

りては 実に クク% とな 殆ん ご全都の 林野所相 者は っoメa 以下 

◇相ﾡアであることが示されている. しかして彼せく z。% 

以下 ) の 林野所有 面科は ﾡ査 時次者時の下ﾡ林面ﾡ o &ク て, 

木 有若/人当り に すると 度 か /44a-------※もﾡﾡなﾡﾡ 

である。$ 名a以下のﾡジについてみれば,ﾡか&sノス /コ 

はっていろ。---- に す ざない (*衣) . かくて小 営所有切 

ヒハラ 妹ﾡ遊は 日本 の 秋 有 林 栄 を 見る 像暖 な 源 版 ¥ なっ こい

しかしなから一方, 日本の林求は有 者 ニ そ『て も



-20-
面務的には半は以メ上を与めていっ 2o 4 以上江有者ラの赤示 

そゼ*国有林業、 公有林ﾡとネグレクトするここはは示ない. 3 
n ら め台形悠は社会部2 も,そ済ﾡにる ﾡ立 の休求至等として 

お在すろものもるく見受けられ, 巨っそ休としてめ独告性をﾡ 

奇する可ﾡ性をも→ て い るものめ夕い.

つれらの林京そきに対して、 の 2oAa 以メ下の林野所有そ 

営は. 日本においては多くはﾡ業そ区の- 生産部 サガ、 求系の 

重としてぼ分せられ, 運用 せtらているものであって, 独立の 

業そ営とし て 存し ているものは少い. 百本の林栄産ﾡ産にお 

ウ るかゝ るニﾡﾡは 百本の林求生を向類を取振う 場合絶えす配 

ほ しな wはス らない 内ﾡで あ る .

以下 2 、 て分析 し ようしている対象は 2o&a 下 の小、私有 

林類のそきである z< 2o#ス という竹相ﾡ求に本ﾡ的なﾡ 

ﾡ的送要かあるわけではない- 2 の数字はﾡ括ﾡ区分を示 し て\ 

るにすさず、区かの主題なるﾡ向なﾡ※は預規ﾡに影ﾡさ 

て立して いる林地利用やな※るせのﾡ法的迫緊 -ある.

補論」 小森抜前ﾡ者の衣急をめぐって. 尿ﾡの赤林組合ﾡ 

ﾡ研ﾡ会において ﾡ尿氏は小森林所有着とい ラ危のか斜に 

注目さ 各論者 方継 急坂殻を安型された. (担合由 ・研 ﾡ

o フ /マテ.フ >

・/ 比較的量的な意味を与之ていろもの.

(a) /町ﾡく=/イス )以x下の有店ﾡを主ﾡするしの

( ﾡせﾡ 土 )

(b) 今町歩以下のﾡアを主系するしのく川床氏. 百 果 敢 投)

cz) t救ﾡﾡ的な意味を与えているひの

(a) ﾡ巨(的)林索 ..... 商井氏,市野氏. ﾡ氏才数央

(b) ﾡ家ﾡ業   ―野氏,林長 , 山氏

cc) 地主に対する小、有着乙いう問表をすろもの

(d) 大督ホ. 大地主に対して中地主の性将をとら之, こ九

に対し て小有を向話とする ----  f越式

(e) 小そ送く 家族 を後>2こ のでさるﾡﾡ-----ﾡ村6 )
(3) にﾡ的ﾡ的む規定をしていろもの

⑺ 一代収阳者 以外の あ の  署島氏

(3) 然本 M 技 盖 に 対 週 され 方も の   倉 沢 氏

⑻ そ送稿ﾡに ※目 せるもの

ん) そ営 から外れる もの ---- 島氏, ディ テリ・ヒ

cむ) り、混硬林 業 と して点家の にﾡ都円て あり, 商話主ﾡの 

にめの商前委せ , ﾡ物そ営をきむもの ..  フランセ

(ん) 小ﾡ根向町索. a系. 次こそ送か太ﾡ、ﾡﾡ

欧炉時長 -----  大内氏

(6) 継税ﾡ林ﾡに対する向断収益林茶 ---- 半田氏

() 大山枸 U 対する 百姓林 —— 志村氏 . x祭致接

メ上のようニ. 小私相休を内題の取' 上げ方何に よって, 

いろいろとちかったﾡﾡのL かた を して い るめ か知ら h る。 

: ほ と 小恐月 向ﾡは 日本弾* 手 茨向退に こって 帳さ 

れるざﾡヶ安い二と かるのである、 さでは, 林 家 の 村 利 丕 

営の 内ﾡと して 小私有林同題を明ら かに しようてしているめて 

あるから・ そ六ﾡ概急規定と夫に. 技ﾡﾡﾡかはりの理度 

ﾡ入していろこてになる.

尚・ ﾡ約々転国さ同ﾡする上て, ﾡ林内超部務用の作業 

(林斌松島板宮の試原)かある (*&歩) . こnは, 妹ﾡ王ﾡ 

として 名 4e万円 c2は在の日太におナ ろﾡ系特の略 

平均的な水準である) と横得でさる乗小面務児ﾡを、 ﾡ実の 

※ メ 刑の枚術をもてにし < 試q Lた いり<あって, 

ヲシ.ぶ 名a まで のひらさかあろ. しかし 1 ha 決 正 tな 。い 

Aだか池さ"地利のﾡを米初し <出茶上っ たし のこし<,帝 

で あろから ・ 平ﾡにはかなの初ﾡをしなれはなら っ 

う 本森で甲いていろ重砲ﾡ定も, 旅盗なずさﾡ “ 対 を ・ 

生れた 必 ので、 ほ なく ,作求区として, tつの n s「 て
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助 な消文が みろう と 直案 したひのにすさなu.

3 ﾡ利用て本業主産り西絶

林系産々 野利 用ウ上iの 二ﾡの帝ﾡ列めﾡﾡﾡ※ とﾡ浜 

に示す 利用 可能 の デー タはナt. x < に生ﾡにおけるずホの 消ﾡ, 

主産力及び木株にあけ るそ れそれの地価 といっ た装本9デ 

突に次めるため, 充かな炭酎をなし行ない. 二、では一うめ委 

当予悠の代表Y して 町有林孫をと ・) ・ そのデーツにもとっき, 他 

う わそこしてな有そぎのﾡア別ﾡ村にいと づいて 受次のみ を 

対たするこて1-しさう・

日本の日有林は面ﾡﾡは >e%を日めるにすさないか, 表林 

ﾡﾡに至ってはタクにし盗し, ﾡ有に対して. 買 深 の 筌 窗 で 

あるここを誘っていろくオク表)。 当にﾡﾡすると画有林 

の ごﾡは /3oウてあるクに対し. 氏ﾡかり千ﾡもﾡは よ?wで 

*の半 はに もﾡしaい. Cオフ表, オ表 ) ヨた, 理平な長頭 

・権計上のﾡﾡはかなりあろよ うだの, / イ 当戸有状の ・7 
ク3に対して ,ﾡ有林は/?と低くなっている ・ したゲって, 

ﾡ有形ﾡか正な林ﾡﾡ験給を 推持す るためには. 相対的 iに 田 

お求のウェイ ト 高 < なっわけであろ か, 現冢の 供給寮 を みるこ 

頁相林ﾡは /?*ク耳における日本の立ホ 探ﾡ稿 めク%そ

乙占めてちり, /んス当りにすれは、回ﾡ林り2・?ス3くウ民 

に対し /.ク) にし頁有林のうク3 (ﾡﾡ置に対し3.2 
) 心依以 し ているこ xc なって い っ: く才/○さ) Kﾡ朴の 

ﾡ承及び炭給事情が面ﾡ規ﾡ時ア列に はﾡらか てはいか, 小、 

有林はﾡしてぼ山に位型して\るので, 土ﾡの産力に対して 渦 

室にﾡ給上 の ﾡﾡかかけらているとﾡ係するにく な\.

このような翼示利用のﾡﾡに対し. ﾡ源杯銃のなﾡはごめよう 

二な→ て いるであろっか. /タケ«ﾡ書のﾡよれば"、減 

----------------------- -------- 一---------------:--- =------1- 
(注) ニニ で用いて いる 諸統甘 は, その正ﾡだ二は若千向ﾡを残し

ていつ ようてあろ か一, に 利 ﾡすべ会税料かﾡられいので.そかまゝ分がしに.

--23 ——
/7年向における2o他α x下の小歌有林の波林契親は有林野 

面獨 の 才/淫 度 で ある か、 円の国有林の行った起状面ﾡの画有 

林殺面ﾡに対するは 2.$とな っており . その テo% にすざな 

い. (才 / 表, オ/2表 ) 小み有林つおけろっれら林 

めは ど2がﾡ者及びそのぶ浜の労けで行りれていろケ、 有

-おいては言うまてもなく すべて ﾡ入 けである. くヤ/3表) 

2のように 林地利用 の受友 や労ﾡのﾡに おい てはかなり め迫 関か 

みとめられるてあるか。 一ﾡ体的なﾡﾡ ----  今の場合 

ﾡﾡ表備----- におい ては ・相なこ 小私 為な と は 大連 なく, スキ 

ヒノ キの人工ﾡ林ﾡか主に c ・上げら , そ のﾡ林技術に 受合っ 

たﾡ林ﾡ有やﾡ理がﾡ行せられていろのてある, しヒって. 小、 

私有林の 系刊ﾡの ﾡ宣費Yに こえるべさ 林地利用の枝め休ﾡゲ 

ホだ要 っていな い 2こ出められるのてある.

そ営ﾡ型のﾡﾡに対しては. 西台な差ﾡケある,ﾡ有林,管理 

は朝 な 県林 省林身方 -/夕 s赤常 ― 33パ ご署を通じ、約2 
万人 の野向依的忘争こ ・7人にﾡすろ導助転負に っ て林ずそき 

ハ大行されろの, 一方小私ﾡは桜そ営のﾡキ向)に. 所相老及

そのほ茨でﾡﾡさろしのの大半てある- 多くのﾡ支において 

は山出ずは老人のﾡﾡ仕ﾡにﾡ当てらゝ・ 番とし回有林ク比て 

はない. しかL・ もくからホﾡかﾡ象の屯ﾡなべ示とってい 

る2 乙e林業地ﾡでは, 小ﾡ様m 有者のか栄そ送に対すろ は 

高く ・ ﾡに国ﾡP及ひ込 っかはいﾡ京の鉄なそ送を行っ て 

るしの% あっ. 同形ﾡ 2 も産のの東ﾡ形式は立ホの W、 を却 

する 方式 か 多く, そな 内= おいて赤産aで セ する合は 比 

戦的ない呉については共夫ﾡしているか, 小私旬林の場合. 自本 

甲なご非吸ﾡ求産物ハウエイトゲﾡく、 2.れかヌ・ 小授徴球の生 

産目標を国有かのそれとﾡ要する受因と力っている. 2の面の 

aについて はオ引部においてﾡれろ.

上とﾡﾡして 林野利 用形地のぼついても応べてちか ね 

ならない. E有林は日本林ﾡのﾡ向な立にあ' . 巨つタ分
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二公共ﾡ格をしっていろ. Lかし, そのそ送は森か係統り駅 

町に し cすさ、 合理的<運号 さる〜く 方向 フロ ら れ ていろ . 

団有林 o そﾡホにおいてはﾡ※と して の林奈のそせかが立し, 

発ﾡして來ていろ. 2九に対して, 小私相林においては. 

後述 する 二 とく, 林系生 ﾡ以前 ク林野ﾡ 物 の自己刊 用 の 順命 と 

脱し切っ ていい場合か 多い. そは一つ-は商ﾡﾡ林雇 

の 未名 ﾡといラことに元し っ ることもに, 小 弘泰 林。か 林：t V 

官てしてヾなく, 他の津平系とくにﾡ求そ芝このﾡぎxはそ 

そ の-郡命と し て行わ れて い ろからにオ な らない. 承泰ゲ林野 

生産切を自ご利用するし のでは いろいろ あろが, 自永崇用. 

意可数新, ﾡ料求料 mお しての下ﾡ,ﾡ妖,及ひ自る 

消ﾡ甲媒料 ctてのrそだ」・ 「まさ」のある。 二れらの 

向ど受ﾡは 小授様所有 者にこってはかりのﾡﾡてあ". 自こ 

め 山 か らのみて ﾡ で芸 ない窓源も支い, そして, 2の非阪 

え* ﾡ w り利 用 か.小、私有ﾡの 圣名を産 まと し ての林家の方 , 

どは古っ たう何に出ﾡける7とし <用して いろ,

このﾡでは芝申をﾡにするため. 林ﾡにおけろ三 客ﾡ 産 の 

e hn の ※型 ととり上 け.,対パパりに夕法 してすた・ 日ネ株 

祭の生ﾡがﾡこしては, さら 中ﾡ的て . ﾡ ャ ば. ﾡゅ隊ﾡ 

cある公有ﾡ(高区町『村ﾡ林, 都営点ﾡ有赤, 及 ひ部窓’角林) 

か-あ る. しかし2れらa 「小私存向翌」と 上げろ上Iに 

おいて, 非常にﾡ受な意ヨをウしているのてあろか. 今まで 

は叙 の 奈ﾡ化 を防ぐため. 数意に ﾡﾡし * ・

以x上を受物すると, 戸本2わける小私ﾡみﾡは ※産の 

非帯-空裂な初分であるご炎に, 林ダﾡﾡYLて. に小現ﾡ 

性Yいう数的ﾡ成にとゝまら o、 的な差ﾡをし っていや 

2とかﾡロせられろ. 2れらはﾡ応のごと "形てあっ 

画ﾡ林て対 しっゝ ﾡﾡをﾡらかに し たので あるの・ さらIに, 

内るPに 小払有 株 育体のる芝 ﾡ歳を把幡さ れ客 要かあ る ・ ン 

下灰ﾡにおいてか希→する こ こに しよ う。

ダ2章 小私有林業ぶ立

/ 林野の私的所有の沿革

小私右林媒の王替にか野の小所有ﾡビぐう、厂 史的專 実の 中に成 

立工基整のつをもとるでこがそさるわウあるが、 残命ながら研 

先 は 一観的等 実 を明 らかす る 段商に まて至つてい点い. 日本の封 

ﾡ隣 で ある 江ナ時代 で は . 田畑は 一桜に農氏の 所持が認め ら nれ . 

領主 に 対し一足の 貢ﾡ及び諸役をﾡ担し ていた. ごのように度氏の 

ﾡみと所ﾡの枚利は ・ 領主 の 施行 する 検知によ ○て共文された. し 

かしながら • ﾡ民の林野所有においてはﾡﾡな向ﾡが残され ている 

ようでカリ・ 有の形式ス利、 義務のﾡ係は一ﾡしてひﾡい.何 

荻をり ば、 マねはオーに銀主 の林及- 本野制友 —— の相賢によっ 

<規定 されよう し . ス林産物を利用する当時の地スﾡ済の飛震の桜 

路によっても相果しているからである. 面川営介氏の 整理 によるこ 

8封ﾡ叙主において確立した林野利友を大別するて次の三つの想型 

べみこめっれる. オーはの 法令 で 百姓持 山 が 全くを定され . 会部 

の林野を 添有 と 規た している 局合で ある・ <れはﾡ受ﾡの木ぜ谷 

や 大領 り ﾡ弾地方 が入る. ォニに 部分約に留山 留太制友を東

決令上マ のき分の林登にﾡ氏の攻益を否定ない し制ﾡ した場 

合である. 藩主 がて のような制度を 実施 する意図 は、ﾡ始する弥※ 

政上のおﾡ( ﾡによ る利基を億保する ため)から出だもの 外に 

冷山治水や領主 の事猟場確係 こいラ 数代があ ったようくある しか

Cの型に爲する ﾡ域 て。ﾡ主の 林制 的 施液おきび しくな く、 

ハ? 甘林に好 海 な 所 口 . 氏商 の林業さぎきが盛に々り. ﾡ氏の林野 

河有及はもっともﾡﾡした. 砂例にスギ林ﾡで有名点営野, 面川・ 

ﾡﾡ * " の 先進林業比が あ け” らる. *三の類型は一の規型が途 

有林野の形成と そ営にﾡ所し <ゆ< o に対 し 主の宿ﾡ又はﾡ岡 

によって. 着有林野にﾡ 氏のきに ? てﾡ救さ nた部分木が炭立し 

ているものである これbに州や東北のﾡ途でみとめられ. マの
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政がﾡ氏の自由な攻益を目的ビ している点 林野所有 に次する 

頬型こな りうるものである

(注) 面川老介着 林野有の形炭と村のﾡ道 方年

次上の初く. 締政時べの日本においては. ﾡ主の行する林側の 

り り ヶが意氏の林野 に対す る 図係を基本的 に規た しているものくあ 

るが. 夫々の類型においてるﾡ氏の林野所有ﾡが芽生え. 発展して 
(注 

D く契ボとなっ たものは. 終民のによ る有用ﾡﾡの旭救で あった。 

したが?て. 当時慶氏に森林所有 を今えたものは. か、る ﾡ林灯爲 

をそ海的口皮り立たしめるそﾡ社会のﾡ震似ﾡて力り. か2マのょ 

う点地域であ○たのである- 日本の代表的株米地域は. 古くから市 

現と密ﾡにﾡ係をもちっ 、 ﾡ震 して未たが. これりが皮立したのは 

ノ4世祀初ﾡから ノクせ紀にかけて、封建刻の体ﾡが終ﾡさ れてか 

りてあった.

(法) 動都部 林茶政系 上ﾡ A./52
しかしながら.他のほとんど 0地域は林好 ○私的所有はﾡ立せす 

着主や社寺のそ営に工 る林好次介はﾡ氏壁のかな り 自由なﾡ問軟益 

になねりれていたものてある. でnbは 村落共岡体の物的ﾡ礎 で あ 

る初落有林野 . ある公は入会林野なのである。 Cの共 同体的林男の 

ﾡ為は 明治推河後. 土文制夏や比ふ行政組常の確立 ・ ﾡ業生産* 

林米生産の希展によ? <危激に分離し. 〜部はﾡ京員の進林為に 

もとづいて かﾡ化→私有化の方ﾡをたどる 乙共に. 化は地方行政団 

体の所有 →公有化に向 う,さb に後老に向っ た林野の ヤには. 未だ' 

共同体的利用の 媒有 しているものは. 財産区有となっているものも 

ある-ﾡれにしても、かゝる部落有 林野 のか解の 過程 において林野 

の私的所有が形及され たものが引い-

林野所有叔のぬにﾡする以上=ﾡの道程は. そ※史的な流れの 

中に行政ﾡ的委因が入 るcYよって. 一見相ﾡ るもの>ごとく見 

られるけれどし、 本恩 的には同一の ﾡ象 こみるべさるあろう・ しか 

して両者に共ヨしている °こは. 尚業的林業の炭立が林野のみ的所 

有の成立Y乙ﾡなに肉ﾡしあってるという°Yである. しからば商
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業的林米はどのようにして庶立して末たか,項を改めて道ベよう-

2 林野利用形能の変遷

ﾡ米 産のﾡ産を規緑の林野利用2 の関ﾡで述べるのべ<・ての 

目的である.しかし点がら、 普項でﾡれたざとく.旅ボの発展は日 

本においては奇-的に行われたのては与くて、制度的': 行政的 . 圣 

済的. 自然的諸 条件 に 支配されて. 地域的にﾡ着な差異を示してい 

るのてあるかり、 個別的ﾡ料を もこにそ済史的にﾡ及のあYをたづ 

Aけナ』ならず マ れ 自体大 き な研課題に 点る にちがいな ひ’.’ で ・ で 

は

(注) ごのか野のすぐれたﾡこ し て . ﾡ谷. 合沢. ﾡ田氏若「株 

※売ﾡの域的構進」( 日本林業技他校公). 京都大券本業口 

懸研ﾡ会ﾡ r 林業地帯」なごをもっている.

こして時代を唄ﾡ中期X降に際定し. ﾡ業的な農米や林業のX開 

が 利用-叔剥の次係が不明確であ?た林野. Yくに部落有林野の 

利用をどのよ う にﾡえて行ったかを商単にたづねる Sこにしたい- 

レかしてC の<こは次の三つ の側面か らの考潔が受てある と隠わ 

秋 る ・

① ﾡ業的漠業のﾡ属Y林野利用

① ﾡ業的都産のﾡﾡど妹野利用

① 林業のﾡ属Yﾡ野利用()

(注) この基理は古ﾡ教延ﾡ「日本林野判ﾡの研究」 東大出K
/ ?による・

① ﾡ業的農求のﾡ震く»野消用

自鈴登済時代において は. 林野は系灰及び村落共同体がマの生 

ﾡ神のためめ番ヒする営戦資林次迫核消ﾡﾡ材を供ﾡするために 

有権した. 明お維ﾡに点って、 日本の貫本主殺がﾡ氏するに?れ 

ﾡ求生産も着しくそﾡし. 対地はﾡ聖され 深ﾡの野達はﾡ大レ 

ていった. <れらの 変化 はすベて共 同体的利 用がなされてぐる領落 

有林野に向けられて○たのである . 新計 数値 の 正 確ﾡ には向題はあ
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るが・ 明治/4年( /タタ3年) を基※2 した日本の料地面ﾡは . 

函和/3年(/ク3夕年)には倍辺«留加を示している. (古高編 

前属番 P227) でのブくは部新有林野のﾡ型によつてなされだも 

のてカリ ・ 共周的所有が私有化に向つて行つたのてある ・ しかし 

て一ﾡ教く々っ た部ﾡ有燃野に.耕地ﾡ大に伴って一層利用量べ夢 

くなっ て未た わけマある. あ山利用々持か利 同こい○た形で. この 

林野の共同利 用形去がくづれて素る大さな尿因べ<、Kもとゆられ 

る, しかし てこ の傾向べ最もﾡ着 にあらわれてくるのは. こくにﾡ 

品化率の高 小 果樹你龙帝 や芸蚕地 #である.

と<ろでこのような月用 -所査感造 の 愛化 は. さ ら に歳米校織 の 

死及によっく候進されてゆくのである・ ﾡ米的ﾡXのﾡ展に林野利 

用に迷従をおく自 紛肥料か り化学肥のﾡ問へと変化を起し. ﾡ単 

林野へ の依存度を低め て 、、 っ た.すなわち 歳米生産の発及につれ 

て 師有林野はﾡに相対的にﾡ則化する傾向になり. 耕地生産か 

り分 寓して . でれ自休こレての土地利用をﾡいう る 条件 が与えられ 

て太たのでめる ・オ②表は化学肥の号入によるぷ単事ﾡの変化を 

ﾡ型的に示したものてある ・ ( 古各綿前ﾡ書 e 22/) 統計 賀料に 

もこづいたか研は後で行うべ。ﾡ在のみくの 日本ﾡ* は上表のI〜 

Iのﾡ階にある ようマある.

とに角瀬文示用化したぶ輩地=部ﾡ有林野は. 他に横ﾡ的な利用 

法がﾡれ段り. 水資される<こになり . <nは日本の風土条件 

の下マ は林ル化印ち 主Y立し て継木林す る<とに点るわけである。 

でのﾡ合 他の主受な土ﾡ利用求特であるﾡ産は日本におい てはビ 

うであ。ただろうか.

① ﾡ米的ﾡ産○老属Yか野利用

明治初4降用和期に入るまで. 日本の蓄産の 大京 は牛と馬と で 

あった •牛馬飼育顕数仍受進をみる と. 牛Y弱Yで逆の傾向をゐっ 

てぐる,明治 ノ6 年牛飼育 頭我 /4五頭に対して.ﾡはノ4$万 

顕や あったか. マの後辱はﾡ滅し、 昭和30年には/。。るﾡ台を 

割るようになった. →方牛は ﾡ増 し、 昭和 よ年( ノヲ32年) o
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ﾡを天ﾡしてﾡY次替し. 戦后こく に乳牛の伸びにより.「町和o 
年( /アよよ年)には3。0万銀にﾡしてひる.

このよう a-ﾡ的ﾡ長須向はあ? エ ・ ・ 純商的に云えばﾡﾡ求は 

解放された部落有林ﾡの利 問を十分にほうには至らなかったのてあ 

る- 否むしろ. 例を和牛生産を主Yしている中国1ﾡ○山ﾡ部にと 

れば. マさで は規家そ済べ. ネ堀水. 和牛生産: ﾡ求生産の三っの 

柱に支えらているのであるべ、 ハ、る 圣営 組織 下 交 の御育和牛 の 

ﾡ震はﾡ料ﾡ造をﾡ早依号 ( ﾡ落有林野の粗波利用 ) ハらﾡﾡ副起 

物依ﾡにﾡえ て行s マれ 口 放牧(部落 共有地)の処締→合ﾡの延 

長Yいった地の傾向をたどっているのがみられるのてある. さらに 

ヌ. 城後急潔に形属して未たﾡﾡも. 次賓に飼料源を新求における 

飼料作物 の 栽措 や 畑比 の 牧草期化 や. さらには料ﾡ副産物にもYめ 

8ように々り. かえっ <深季地依号ハ りり解液にむようにﾡって 

いる, ハくて生産なの低公災階でのも産は 日本にガ し、 エ は広大な 

御落相ﾡ野を基礎に武してじたけれども、 穫ﾡ業と日様、 そo 
経ﾡ的楽ﾡはそしろ、ﾡﾡ有林野の利げをﾡ放するヒじう触白. 町 

ち. ・山化っ畑人有化、 スはﾡ地化といっ フ0ロ セスさ示して じるの 

そある。

① 林求の発及と林野利用

上述 の ごとく、農繁 や 苗涯 的利 用から 解次さ れ た部落相林野は ビ 

○よ2点形ﾡをこリクつ、林業的利 用は及ﾡ していつたであろうか 

前域した画り太利用のま>林野を天ﾡに次置すれば. 日本において 

は多くの 場合雑木1に転化す る- したがっ<. オー次的に'るﾡ 

ホ山1を利用する 林米 . 即 ち ﾡ炭 の商品 化が成 立する覚要が力る、つ 

・ い て 用ﾡ の立木ﾡ値べﾡ生す るようになって. 造林がﾡ属 して来 

8. <のプロセスに土地と立木との所有ﾡ係、林ﾡ物 o 流通水ﾡ、 

共同休的利 用償行 、 及 び社会そ済の発震似時等がお りなして. 株々 

た林策発段 の旭域性 を 示す. しかして. 一ﾡ的に.ﾡ条にとって育 

林*べ普立化しはじめたのはさして古いでこてはなく 、林米の危ボ 

が叫ば"ハ 出 した鞍中 か ら鞍活 のでとである. 太林価価の ﾡﾡ . ﾡ出
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本ﾡの代化 ごくに須祭集林 トラック城Hの普及なビに終ﾡに 

ﾡ係し てい る殊野の林米的利用の西能性 を高り. 且つ放大して行っ 

た・ ネ林緑化隠ﾡの啓銀 ﾡ補助会の交付. 及び林業良ﾡ与事 

米などのﾡ2の 旅求政ﾡ上の効果も < の 場合大い に依用し た<Y a 
いうまでもない.

上述の如き客体的糸件の整備に対レて • 染野利用をﾡ当する農衣 

自休の 主体的条件の変化もみらnれる ・日本においてはﾡ村氏主化Y 
自作ﾡ創炭のため. ﾡ桜ﾡ比解水が知ﾡされたのてあるが マのﾡ 

果 営家におりる質業生産力の飛長 は頭着 なものがみごめられる. 

日本人の主食である米の生産ﾡは増大し. ヌ. 支定してﾡているし 

マの結緊農米生産のお炭化. ﾡﾡ化の資震 も目ざましいか、る劇 

象生活 の 安定的 向上 が. 休平へﾡ極的急以資起欲Yなってあ らpn 
はじめているでとる孝支てある。 さらにヌ.次のざYさ情も歩え 

りる.先事 の歳地解枚に おいて 主こして耕地をﾡ次したﾡ地圭 

意は: 日本の場合. 多くはかたりの規ﾡの山林所有ﾡ層でもあった. 

彼 ら は所有対地の 解水によって. ハつて彼わの主 な攻入浜 てあった 

小作料を失う ことに なっ たかり. マまでは減ﾡに山林を伐ﾡする 

め愛べなか2たのに 生計維村のため. その後はﾡ々 伐凝 をしaけ 

れ ば点 り点く々った。 すなわち. 長京の旅米*入ベXが部 まって 

米ているのてある. マのお果. 自乙の個別そﾡにマッすした策約a 
林様そ営へ の 図" 起まってポている. か、る傾向は 上並のざ2 
ぎ 旧 把王層のタ总り：r. ﾡ燈的にﾡ求そ営の匹代化 を計っているﾡ 

歩的蔑次ほみ3さ とべ虫未る. す方わち彼は. 耕ﾡ木や乳牛a 
ビ ク 号入受令 に林米牧入 -- とくに 用屑 林收入 - を起当する ポ会 

が非常Kにく なってぐる のてある.

aの*う な農家に おり 6林茱牧入 依存度の為ま ク が、林野利用が 

農家林業 に 究度 す る 直遊的契水 こ点○たCごは更愛である. さpに 

ス ﾡ家の生 活水準の 何上ペ 生活合理化 の刻系が 生活資ﾡこして 

のまさ マだ零の旧未いらの林野生涯物の 自ﾡ依存友を相対的Kに弱 

めるか. またはﾡめつ、ある傾向がみとめられる2と も相堀 してお
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かRばなわない。この 条件 変化 点. 前述の条件K比し消ﾡ的ではあ 

るが. ネグレクトする<このさない項目であろうと見られる.

3 ﾡ家におりる林野の自裕的利用横

上巡の通り小私有林業中ﾡ象ホ業は、従求の本野利 用の上に旅 

立して来たこ云える ・ ﾡ型的に才けば才2図の通りである.

I一Vは炭条におりる 株業の発震ﾡ階を示す.・ ▼に至って林業生 

ﾡは農米とﾡ全にか郎するてこになるわサであるべ、か、る般商に 

お いて林米生産が般家そ済の 中の独立の生査部内として位置する の 

は 所調校業化の相利牲が個刻そ済の中でﾡﾡされ るからKほかる 

りない・ これ に 対して. ・着の未か南点 Iの段商におい て林ﾡ私用 

が 農家圣済の中 に 他道 するのん、呉家そ済の 自給構進、 すaわち自 

給の有利性べマ<にめられるからにほかA らない. 日本の皮系に 

おりる旅労利用と林業生産は. <れらのやA. すなpちI〜ﾡの商 

にある・ 本師で は 統計獨 査 の 資料を利 用 して ﾡ択におり る株野o 
自約的利用の災階をﾡかめよ うこしている. 次解 に おく、こ、 求生 

産 の桜ﾡ を分ﾡす る・岡 本師て主Yして利用しているのは/$。 

4林省が実ﾡした「林野の利用求況調査」てある .

① ﾡ家のな単と林野

歳家のう ち孫幸す る ひのは林野率 ク %以上の山向部 マアクる 

旅射年$2 〜ク ダの途山向地ﾡては『2夕%. マ して林野ギルカ 

メ下の 平ﾡ地滞て はクア、3みビなっており. 地域によっく大をはな 

< ・ ﾡんご大ﾡ分の系べ木点承撃を来ﾡしている2ごが明らかで 

力る・ (尚、火下: 山商部、山山商部長び平ﾡ初ご邸称するでとに 

する, 叉• ﾡ示す ② 資には北湖道を除い ている. 何数な p ば北 

海 は子営生書 ○ﾡ車においても.そ営ﾡ送 においても日本の他の 

ﾡﾡと巻しく相異レているからてある.) (*バま>

?ざに源ﾡをしている場所をみるこ.山向平ﾡの地埼を向わす 

ﾡ町がそれぞれ$。夕※上をとめていて最もﾡ番 なぷ単地Y点 っ て 

いる・ かって の室器々杯地であ ○た山林尿野は3。～ x. のシ
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エイ トを占めている. さらに細初に入○てﾡﾡ地の 有 肉係をみれ 

は. 半&次上べ自らのそ営ﾡのみかりﾡﾡしているが. 一部には催 

か/。赤満てにあるが. 専り他へのそ営地のみから しているﾡ 

系も思ちへる . 残余べ台かのそ営地と他人の そ営地とのﾡかりﾡ 

ﾡレている<乙になるわりてある。 したがって全体こして る地域Y 
も他への そ営地に依有 している農家がダ。% 内外ﾡ任す る<こにな 

る,レかもそれらには、 かつてのﾡﾡ地てあ○た入会地による場合は 

少く . 所有ﾡの明白な官公有地か私有地が主てある ・ <のことから 

も 妖草地と しての林野の利用がﾡﾡ的 に趣義 をそしく しっ、ある傾 

向がﾡ取せられる- (*ノ表) しかし然草送家のラ ち

強のも のべがﾡﾡの不足を えてぐる°とからして、 日本のﾡ求生 

産に,革の醒性は 末だ、火. わ れていない<と がﾡ然 される. <れは利 

用 罔係 の 調整を配慮 す るぱ琴べあるで*を及える。 因みにな島県下 

の調査によると、 草はﾡﾡに最も多く使用されてぐる・

①) ※ﾡの利用

にﾡ素の深取を みよう. 調査ﾡ新Kに対す る 若 索旗取農 家 の ナ教 

比年は 3o 〜ダ%で. ﾡよりも利用ﾡﾡの比率は低くなっている 

が. 山林の 相対的 に少なぐ平ﾡ部の 万 が杯取ﾡ系平 が高くなっ < い 

る2こは注意しなければなら点ぐ. しかし<れは平ﾡ地ほど 落祭利 

用幸がﾡい老ﾡ形式をとつているごは迫ちに締論でミをいの であ? 

< ﾡ業の利 用が平ﾡ加に進む ほどﾡ肥よ り も ﾡ料に更点が向け ら 

れているでとかり. 後3想される資料消貴のﾡ道の愛化は この 

統引のﾡﾡをかなり ○程ﾡえて ゆくものと判断される. ﾡ媒は他 

人の山林か ら杯取さ n る 場合が何れの地城 も4e%を超え. 最もg 
<. 落菜利 用 り 次経凄の高いﾡ米ﾡ -— たば< ・ 大旅手エ芸物 

栽方地滅 —— ではﾡ取をめくる社会的な向ﾡが妖取般祭と 山林所有 

ﾡとの向で起さている. しかし <の場合もかっくの共同休的な 

利用を行っ ていた入会地からの ぷ東辛 はク〜$%で、 着しく低く 

ﾡ取対象地Y してのﾡ要性を全く失いかけている ・ ﾡは大半が燃 

料用に—— y<に平ﾡﾡては、マキ. ソダの入手が山向都よリ困ﾡ
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におるのマ 煤斜消 賀 の 比率 が'商 くなってぐる. ―— ﾡりべ※都の&

期间 の 致料の 後、ﾡアﾡに用い られる. な< 一 邪 が温床材斜 士 a る. 

(力<表

① ソ ダ. マ キ. 炭琴の利用

ﾡ家の ﾡ消責のﾡ皮を みるこ. ッダ. マキ が左ﾡ的に ラ く .

み夕〜 ?く%も占めている ・ つごいて木ﾡが3%ﾡ、 平退部で は前 

述 o ﾡ受び水施 の 型ﾡ物で あるモミがラがでnれぞれ3%、 こ※を 

とめている. 日本内地の 平均的便ﾡ ではでのようてあるが、暖地こ

地Yて口ﾡ料消項の絶対ﾡにおいて も. 燃料構成 におく、 て も . か 

なり 顕著な差異於 み りれe, (オノク表)

ッダのーアき4向平均 消 賞量 は. ノタ。〜ノが。求マキはz。。

2eﾡ・ 木 はJ5〜メ。* マ. 何れも山向地域にむに ご絶対 

登はﾡくﾡってぐる ・ソダ"・ マペは自色のそき地のみの攻ﾡて自裕 

出未るﾡ家はメ° ～$e ※位、 ¥教※上は他人 の登営地から有徴 

知催に よって入きしてぐる ごの場合でも入公地からの 殺得歩合は 

低い. ( 7〜タ% ) 木※の後得は一桜にﾡ入又はﾡ表かみい。自 

家で地いている右は山 向地ボにお いても 全調査米系の 2$%にす ざ 

ない •但し比方 によって ほ 自家用 木 炭の み をめ野にﾡじて生ﾡす る 

ﾡ条もある・ (*/今表

Cの調査時夫において は石 油コンロ・ プロパンがズ"の班代的燃 

耕か' 末 だ/く 普及 し て おらず'. 且 カマ ド欧ﾡの普受ﾡも低か 2 た 

。 モ ・ ﾡ在時ﾡでのﾡ料消責常塔Y はかなりﾡってる°込 べ椎ﾡ 

される. ^

① 自家用理緊等誌賀材の利用

自ての山旅か ら自ﾡ岡に系木を代ﾡし たﾡは林ﾡ所有農条の

7〜8メ%に産し. マの利用度はかなり超いでンが示されている, 

(4 ノヌ表) 又. 別々調査によると. (函和2?年 < ノンよ*年) 

友契施私得林そ 営調査) ノカ年ﾡ甲林林をべﾡした山林所有着の っ 

ち ﾡ家用のため に代深 し た件数 は . 全用 物 林栈席併 酸の 3 / ～
/4%Yなり、所有面ﾡが小さく点るほど、販売用で右<自ﾡ用に
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自この林を似ﾡ利用す る 劇合が ﾡくさっている. (。表) 

2れら自家問似妖のみの目的はﾡ細に判明し ないが 自ﾡ建ﾡ補修 

材の表によるものが大半てあり. マ ○他ﾡ求考業ﾡ用材が値か a 
べら有在している. (*2/表) 自家用々林のノ件当りの代潔石 

数は 3o ～よ。 名程友で . 枚ﾡ的には僅かで力る べ. 有面ﾡがふ 

さくをって も伐ﾡ石数はﾡ少し てい点い, < れは野教置が/ア当 

比戦的硬ﾡ約 であるかりてあろう. (*22表)

その他日本の ﾡ家の営ﾡ上 又び生活上利用さ れ るﾡ林 に竹材が 

ある・竹材はき春 支柱、建察材料等々 ・ 日常生活上非常に問路の 

ないもので. ﾡ条にそ営林野面ﾡの z〜/%を"「旅ビして仕立て、 

いる。く*23表> ヌ. 自系用 Kﾡ承す る 数差 も /2〜3o 来位 

になっている. 竹T林は代期がﾡか いo<農条の 主受現金攻入派 と し 

て利用さてる所も見られる ・

① 波攻Yしての利用

日本の暫産はﾡ潔による 小ﾡ殺飼々 育ゲー桜的であるのて. 枚 

牧は特殊な地域を除いて .マほ と更要で Hない. u 向部 ほ ど放牧 

尸数 べ 劈くな6 が. *れて も系ﾡ例ア*の e%にもﾡたないﾡ 

ﾡである. しかして放牧戸数のうち、 3○～メ。※が林向ﾡ牧を4 
?ており. マの比ﾡは1向部ほご高くをってぐる ・ (オスメ表)

*上本野が旧未から の主な利用形能であった営農上、 生活上の自 

総的利用についく. 潮翌買料 を基礎にし て 間単に述べて 来た. 本岡 

の当初にAれ たざYく. 3 のﾡの林野利 ﾡ形能はそ済のﾡ属こ*も 

に林ﾡ自体のそ済的利用彩能にﾡ移す a ものときえる Sとが出求る 

が・ 現在 の 製階に おい ては、かなりの 義 嬖性の 残存 し ている利用オ 

法マあると柿論出求よう,マでに. 主ごしてﾡ承によつて営れる 

小私有林米のそ済的ﾡ属が.I旧未の林野利用Y のNﾡにおいてそ済 

的 k、社会的 に調整され る 以ﾡ性が存在 してひるのである .
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(補 論i) ﾡ用林のﾡ栄生ﾡにわけりる活装

- とくに世カ 雑持のボﾡに肉し て ―—

本師 の 考 祭は、昭和2よ年く/フ$2年 実ﾡの林野利 用求沼調 

査の結ﾡに もとづいたため. 部分的 に右りす ごた さらぐ があ るのて 

若干 補足して お こ う,費米生産にお公て林野が空ﾡされるのは、以 

下述んとするﾡ光の地か維持の体系の一ﾡこしてである. ヨ-ロッ 

バ の 畑作農米に おいては. はじめは地の地か対法こして地日ﾡ 

探を行う代田式又は梨ﾡ式終表(長期の休向ヌはﾡ地Y料Yの交 

替)がこられ、 さらに土地の締少性が高くもるにっれて.ﾡ地畑 

地Y べ永久的K分ﾡ し、畑世 は 専 らﾡﾡﾡﾡや業約使料作物り救ﾡ 

の行pれる主殺式家いはﾡ式賞法にラクり、ﾡ才維村法は短期の 

計画的休ﾡスはﾡ目次省がﾡわれるようになる ・ しかもくの地ヵ維 

対的土地利用に 日本と奨って牛ﾡ専の勤ﾡ倒ﾡが介入してぐるで 

Yをもれては点りたぐ"

(注) プリンクマン・ 永友次、 終そ営ふ式の原理 (A3z〜とzゝ

日 本の場合. みく○力に おいて水田水稲ﾡ米べ早越し ていた, 

2の作物は. 地を永田として畑地と渓った形能こして 継持す る & 

要があるここもに. 遅依が可能であるが. こくに赦ﾡ行程において」 

永がﾡ受似劇を采している ・デ中. 永はオ2$表に示した如く、 

少く の 肥料分、こくにﾡ酸をみ量に天総供裕するから. 肥料そ済上 

有利に作用レている, <のよ2 な尉風 —— まだま だ会ﾡおえ りnる 

が、 <2ではとく にﾡ要 るもののみ を指摘 した - が. ヨーロッパ 

2緊って、 日本で は水 田 - 水稲作 のモノ カルチャ ーが現したのて 

»る. しだが?て、※田の地か維おのためr は、水よ る天然供給 

○不ア分だけが、 水田外かb供場さればよく. しかもでれは姿 

条分を主ヒして補裕ナればよい2とこなる。 化学ﾡ料 出現まてのﾡ 

家生産の赤ﾡ依存 はCのよう方目的をもっていた.
(戦Fオと/.つた ゝ

林ﾡ 一氏の神示川ﾡの調査/によると、 水稲 は 稲 景 や 千 ミ が 

ラべﾡ料次包ﾡ材料での他こ して土地から対ち 去らハないなbば 

で a 自体で有代ﾡ昭料分が不足す る2ごはお ぐと試 してぐる(*
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2 氏の 試項 によれは. ¥< に有ボ物の循最ﾡ程でバラ ン ス 

f欠けるのは. 大豆 ﾡユ専のﾡ殺 . ﾡ報.スびナ ス. トマト、白茶 

なごのﾡﾡﾡであるXされて心る. したが?て、 2れらの物の救 

ﾡ比率の高ぐﾡ米ﾡ帯 -— 主こして 畑作蔑繁率ﾡ地ﾡ —— において 

は 水田一水編農業地滞と異つた林野依友を示し. でマの林 

※※展に ちがっ た様相をあたえ ているのである.

※.小私有旅0登承

ﾡ栄従ﾡ的スR漠家0自 裕横場 の一乗Yしての林野利用 はﾡ次担 

番性を失? て. ﾡ条にェ る 小 理模 林栄生 産.が展 囲 しっ?ある- マの 

ようなﾡ間にたどらしめる主系々因については」 ﾡ半々がりﾡ討し 

た・ ゝてはビの程ﾡそ0よう&公向がみヒのらハるかを統計盗料 

にもとづぐて明らかにしよう. しハる後 <のような 小規ﾡ林米 0 
生産が社会的なそ済判位であみ農条そ済のﾡ逆の中でごのよ ラ a位 

置づけがなされるかこいうCとを条を改めて地べる.

小規桜林求生産の形能は. 日本の場合. 林求求特的K児て ① 用 

本林至営 .① 新次林そ営.① 特用ﾡそ営の=つに区かされる .

用材林そ営こは. 主こして針ﾡﾡ々ﾡを植ﾡしﾡ育して、 ﾡ築用 

材をはじめ. パルプ材での 他各ﾡ用材 を 生涯 するものマあ?て. 伐 

期長く( j。〜。 年震友 ) • したがって 小規模林策 の 場合. 收便 

は間前的Y々るが. 一時にまビまった金ﾡを殺得するごンがさる. 

しかも 官理そ 営 の食は比教的少 くてアむ・ 日本においては販た用 

素材を所有ﾡが己生産す る場合よ り も . 立木のま ・ マﾡ却する場 

合0方が引い. <に対して、新炭林 そ営に主として天が受新( ぼ 

うベ受新)により・ ﾡ太殺 を思 背す 8 もので. 最四はﾡり新次生 

産ﾡ材こして利用されていたものであるが、 の4パL プ材 にﾡ千 

ﾡ仕向りられるようになつた, でのそ営は似期べ低いのて.( /。年 

～2。年 内外 ) 比較的小面旗ノ も牧義 を継続す る 可能性が生 れ る が 

牧入頼は使少てうる. 林木育成の堀程に おける労長の桜入は少い が 
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これに木次生産 場程 くオ/次ﾡ 工場起 )を併当すれば. かふりの労 

物を派加す る<こが出系. 若千所有着の所得水遂加丁 a, しかし木 

炭ﾡの 帝加 は侍沸的 マある0こ. 用村旅そ芝の有測性がレて 

米ているので、最 では用林 林そ 営の転ﾡがかな り行われている. 

最後に. ﾡ用棚登老であるが、 ごれには地方によりﾡしく特性べあ 

る ・代表的 なものこレて、 キリ. タケ( ﾡ特を利用 するもの). 

クり. クルミ. ハゼ( 樹実 を利用するもの)、 アベマキ・ タケ及. 

シュロ( ﾡ及 を利用するもの) • ウルシ. マッヤニ(樹次を利用す 

るもの) .マッタケ. シィタケ(ﾡﾡ規を利用するもの)琴々があ 

る. <れらはいづもﾡ期向に枚ﾡが出未. 集ﾡ々表方可ﾡ性をも 

っ もの 於 夢 く、 小規炭林 こしてﾡ 条件 を具えてぐるが、自 べ的求 

ﾡﾡ性の "がﾡく ・ 且市場べ次小で今万のﾡ署べ模核的に伸び う る 

ものは段されている, したべって小 規炭林 ※のそ営方式としての 

ﾡ立性には欠ウ 3面べある ・

上i。 よう5 情かわす na*. 小規ﾡ林米の震ﾡを後ﾡﾡ的に 

担当するものは. 用材林そ営でうろうと刈ﾡされる.でマ小規属 

ﾡボ生産者 <ある ﾡ条が ・ﾡ林ﾡ的 2林野利 用をごの ラ に 進めて 

未たかをたづるでどにしよう, C、マは. 育林菜進展の/指標と し 

て人工林面ﾡをこッ. 日本の青林茶のﾡ属のヤマ小ﾡ林所有考骨べ 

どのようなﾡを果しているかを検まする ・

昭和和年X降、然年中 及びそ の石 の 実状同 期 を 除い て、日本の堂 

林面ﾡに年こ共にﾡ加してぐる. マの伸びに昭和5年(

/アJ4年)を 。。 こすれば、 ﾡ和32年 ( /タク年) は *2夕 

2 い う退検に aっている . しかもこ の増加似何 の 中で私有林の 年 向 

A工堂林面ﾡのﾡ合は増加の途をたど?ている. すなわち 町和 

初4く /フ3。年限) で はﾡ有林の4向並林宿ﾡに ・ 全遊林画ﾡの 

$ メ程度 であったものが. 昭和 ・ン4(/タ年) ではクみ% 

Yなっている ・ での2そから、私有林で年间の人工葉林の笑面 履 加’ 

の何 に 増加している かが間単 に理解するこ*がてさる・ (オ2ク表) 

このよう 点私有林米りﾡ阿ﾡﾡの 中 で、小ﾡ林ﾡがごよ う な
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終的を受し示たハを兄るために 年ﾡ 逢林 笑行為橫 を 所 ﾡ N ﾡ 別 

に&分すは 。町歩以メ上の大所有ﾡﾡに ﾡ辺 どヶ年同を通じ 

紀えず2 2内外の夕面 橘比キ を示し. のCり0夕。%は 广® 

下の中小規求 有ﾡべﾡ行した<とになっている・ﾡえた 面店 o 
総面ﾡに対ナ る ﾡを算ﾡす n は. 所有税滅ゲ小 さく点 nば単に 大 

ど方リ、 $22&メ上の中大 所相 に対して 2一3倍の 教値 となって 

ぐる. (オィ/表) <のここからでも孤何に小私有旅の育林求 

への展ﾡべ目ざしいものあるかゞﾡられる. <れらの担い手の 

大初分は 後章天 装 上明りかにするざYく.ﾡ家マある. こ、に 

求条にガりる林文生産ﾡきすn a-. 終 家林業 の 日 本み ※ﾡ属 に お 

けるﾡ仰のﾡ逐性べみとウらiれるのてあ ダ中

(注) 2。町少メ下の小松有みのみの達林文横続べもこめらn4 
か?だたので やかなく 广4%〃 以下 の 中小燈炭 を一おした.個 

利的事例研ﾡによれば. -メ&X下のみに油出すれは、 上端の 

傾向がさ ら にﾡ落に示る n る ・

ヌ S○<は 炭条林*のみ に段た し こ 農条所相 に おりるか 

策加得の 史| 合 を みて も. 文4落しく仲びてﾡている ・ 印ち明ミク 

年(/タ52年) マ はポ条所信 中 の旅米所得べクパタでろつたるの 

が 間和う2今( ハク ク年 )マは o2ダこ々っており 、マの農 

条林業所得 の内容をみれ : 用材及 びﾡ次ﾡ木のを却による 所得が 

他に比べてﾡしく伸びてﾡている でとからも判断さnれる の ある . 

す合"う そのかた'け 展 象至済 ほ 用材林至営匸対す る依有定 を点» 

たことになり、 こ"ような林地か»の攻承条件の相買が、 前量ウご 

と ミ 株地 へ の 横極的 な 道林桜 賀行為 立方ってあらわれているY理岡 

すると べA未 みのてある. (オタタ～z表)

しからば 累に方つて吸若にあらわれて未たでの実隆を、 小ﾡ 

杯所有者の個別そ済の中で. ごのよう に位ﾡづウらハるか,メ下章 

を改ウよう.

第三章 炭家林業の至営構造 

/ 渡家における本野が有の番造

世界 の多く○国々に見られるごヒく、 日本においても、な 野 

有看の多くは農原一戻業を家業としてそんでいるじﾡ- でゐ 

る. とくに 山林折南規模が小さく なれほ’なる だ’け、 全折有者に対 

する戻家所有 君 の 比 は高くなる ( 私統計 Ps)。A 向が、日本 

に おい てはみ られる (オ3)。長ﾡ名のﾡ士調ﾡに よるとその 

数ﾡば sヘク? %雇気 となっているから、 小私石林問廻ほ 天 半 

は展家にたげるﾡ栄問題と 読みか え て し大ﾡはない ようにﾡわれ 

る。 ヌ日本の長業は米作そ主受作目とする写細規ﾡ系候ﾡ制 とい 

う極道の上に 立って いる のであるか、その 腰米ﾡﾡのﾡ硬が その 

ま、、 日本にける小ひ有林栄、 概述そ凝定していると更てし 

支えがないてあろう。 そこて影家における林※生差のﾡ造を、 長 

区 の展業更怪ヤ家計将設 ﾡ々 擬家至※ と の岡型で 今研 し てみ ょう.

上の」う に林野所ﾡにやけるﾡ駅の位は、 日本の帰合、非 

に高かっRのてあるか、 しかし、 日本のﾡ家欠すべて林野所有 

と ﾡ係がら る と いろわけ ではない。昭和 ミ/年( /?$6年)の 

私石林ﾡﾡ諾ﾡ報告によろ と、 杯野を係有 するﾡ家は全ﾡ家に対 

して 44.3% て"、かなり高 い比率は占 ゆて いるが、 すべて ゞて は 

ない。 ヌ度家そﾡの材作面ﾡの大ささに区余してﾡると、 os 
レ 以下の系ﾡ作ﾡ家ぞに約半*の / の炭察林野を保有 

しているのK対レス、 日本Kにいてはﾡ作規ﾡの大さい立入る 

xs ～又。 ha の商ﾡでは 4も の辰原が林野そ杯有 している 

=と示されている (オゞ4ﾡ、 ネ3ダ表) . 町らﾡ所石淡系 

の多くほかをり の程皮以上 のﾡそ至きして い ろ 威家でめ る わけ 

で. 9< の実せﾡ査の 結緊によ ってし、ﾡ所有 と林野済石 の図 

保に ば 正の内 かみ られる.(3 4表)
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ところ でﾡ求に おげる林野所百の ﾡ ごあうか、 前益の 昭和 

3/ (/?44ヨ)の K杯ﾡの統十によ 1*、 杯野 と保有して 

い る 殿寂の e2、4%が/Aα 未満へ 杯野 しへ係宿しておらず、ヌ 

sAa 以下そ 入れる と. 野係召度ﾡの 大半 そ占日める よめ、今なに 

し至すろ。 ヌ小ﾡでﾡ定した 20 fれA以下だ と全の み6.7%ヒ 

なり、 ﾡんどすべての野所有ﾡﾡゲ入っていろことにる- 二 

のよう Kに度坂におけ る杯野所有 のﾡ組性が ォー の特扱 と し てあげ 

ることが ごさ s。 そ座 として 社会的 に立し う る 林ﾡ西ﾡ規祝べ 

一宮神給ご のべ たごと こ ﾡ個て るるならば、 烈杯野 のみそﾡ 

統的 を営(コーインゲ、 コンサーン)の 対 として取う二とは 

函撃でか って、及ﾡの一ﾡ分と して、炭茶そのの生准事ヒの 

ﾡせrあいて Iはじゅて炭在しうるにわべいない。

次の長としてゐげっれるのは、所百のか菜性てみる。 全国的 

な統計に欠lナるべ、衣鈴ﾡにおける西互によると、 杯所有長家 

はーア当り、 夕久に分ﾡしﾡ林を所召してか、 /力所当 

リ の 平面ﾡは 2火Aa ヒいっ小、面ﾡになっている。 ス 腰求 住后か 

らのﾡしの2、km平均2sm と非体にほなれている。 この 

ことは、 材業生をを非ﾡ率的な辛ﾡにする、大きな原罔となって 

いる.

xに. 林野利用方天利 にみる と、ﾡレ多いのほﾡ次林てあって、 

給面ﾡの42、4%そらめてんリ、 又 杯野保 腰駅の大 半てあ る 

ク4みが ﾡﾡ林を所有し 至営していることになる。 こに対して 

用材林 は総面ﾡ の ク、/ % てﾡﾡ林よ ・ はか なりケくなろ ゲ、同 

*杯保育反家は全保有豪家の ク。③。て、 研火林係有長表と昭等レ 

く、 大半 の 覆家 が用神 林 と後 そ し、 至きしていることになってい 

る.••残余原麻野株車优等である. (オ:ク表) 二れかっWI断され 

ることは、 浜家係有 林のなハ では ま だま だﾡ次林が多 く、その歳 

かっし て、初第 の 林野利用的 色彩 M, かをり っていろこ とて 

あ ろ。

ざ ら に 段家 に おける 野所 育にﾡし 注ですべ こ ば、林野所ﾡゲ 

尚fに山百ﾡのみの岡思ごなくて、 準回、 ヌは平担比帯Kおい 

てし更られるﾡﾡてるることである。確ケに 山向ﾡ帯よ り 平ﾡ地 

に進む 日 ど に林野面ﾡはぶ少するけ ハ どu、林野所ﾡ長ぶﾡにそ

程に式少 していない。 香々の行っ ﾡ神系川平のﾡ査によっ て示 

せば、 平担地Kにﾡす s市炭波楽地帯ぐﾡ如ﾡ挙帯におい て も、 

林野所有ﾡﾡ率はそれぞれ 6/%. ぶび←?々そ示している。こ 

のことば、灰家林栄、 したがっ て小及有林ﾡの至営ﾡﾡはﾡに山 

同 ﾡ帯「け の百題でない ヒいろこと そﾡﾡ ってい る。

(ゞふﾡ)

2. 炭なにわける 杯業生産のﾡﾡ

本栄生ﾡのﾡ査そ 文の ごとき か ら 合広する ことにしKい。

ま す そ送ﾡﾡ の基ﾡと なrる 土ﾡ面ﾡの大ささてあるが、 日本の小 

私ﾡ林ﾡにおい < は、 兵司ﾡ営"会社そ営 は爲に しか な いて、

所下規ﾡは1ほ とんどそのま 、小ロ有林栄 至当の主地画ﾡ規ﾡ 

とﾡしいと見て挙まえない。 しRべってﾡ釣てべたﾡ有のﾡ査 

上の特ﾡは、 そのま、 そ営土のﾡ上の特勇そみらわしている 

とﾡえてしよいと思われる。 そこて、 以下こ、 ごﾡべよっとする 

ﾡ目は. か、る林地上に塔は』るおF地の林業的利甲のﾡﾡ々ﾡﾡ 

でみる。 まずそは、 林ケら太紫所得そ実ﾡするためにとら点 

る代保そ の他の 請イ先 とﾡﾡ林光に何き かナ、波然的 にIは 杯業所 

得をす る目的そもった 行為る のて"ある.が、 その前安虐と して、 

木ﾡﾡを合目的々 kにア灰 しようヒする 行ﾡ - 官林的話行ﾡ と 

いっ三ﾡの そ営行ﾡ に 分ﾡす る= とべできる. T当 そ林ﾡからの 

ewt 一 た と考えれば、 後ﾡは林への - /た と 円子 

ぶことが比束る。 その中向程に林米ﾡ特の co/Ca& ぞあそ 

あﾡ区本のﾡ炭 かめ る. そ=z わっ』れわLは 度系朱の生産株ﾡク 

叙そ ctそ- /uし , tu-/そ スび ca/イo& の
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三刈面から行う のゲそ当 していろと湾方える。 しかし 二らのそさ 

kに おけ る生星乏争は 受きに わける 桜術権束 によへて、 そ ぞ小 ら 

べっ 手営様英 そこ示す s. これらは 兵然的に は至そ巻担上 の相 

受となろう、 &立手営としてのG 立性にそ し い 腰ﾡ林求では、 

上の相 ﾡ確 にﾡ しがい。そこ で奴述、は 農 家林栄 ての 

Eﾡなﾡﾡ形銀であ。用林杯作 業 と研ﾡ林作ﾡと に &分しなパ 

ら、 上の三知面と 記こ立す る の次通当 でゐろ う か とラ 之ら』1る・ 

最初に メ -から はじ”よろ。

① 本地からの ©wt-/t におけるﾡﾡ

更ﾡ 29年( ハクs4毎) に 我林省 が 実杷 しﾡ私右林 そ営ﾡ 

百に よ ハば、昭和 2?ﾡ( /?よ4) / 岡 に自己の林野 

から 才不をイ探しﾡ こ と のあるナめべ ノ fa 以メ下 の冬細暦ては 

ノe %、 /fα～今Aaの階盾では、ク。。, ダ～ e fれa でば 

◇ク%、 /e ～ク。 先人 ご 6;、マに々っており、 このこ とか 

ら、 /んへ未ﾡ では 67に一ﾡ、 ノ～代へ では 年 に一 

皮、 そw 上 では 2ﾡスは /$年Iに/の例合び白分の山そ代 

探していろことになる- (永39表)

これ そ 用だけ Kについてみると、 その ﾡは さ ら にWに な 

り、 ノ fa 未満はﾡ石 ナ数に対して か ム%しか代探レて い 

ないのに対して . ノ。 ～ z。メ久 の搭者 でば J、 ッ。し お探 し 

ている . (ネム。ﾡ)各 r唇 テ」の比ﾡのﾡきべ主ヒ して、 ﾡ炎 

林の故株になるわけで、 教差は 王営面程の大いほど小となっ 

ている。、同じく 小私戸林といっでし、 その中てレ 寒細規 

ﾡばヨッ ﾡ択林のﾡの 度べ帝 <、 面ﾡが 大さ< なば、 

円孫べ保のウェ4 卜が塔して來ている。

次K冬向へ用ﾡ杯代探石教そみると /へ 未ﾡの案細后でし 

43石(= ノ2パJ て ノ◇～z。 へ ﾡて ノ$s石(=

s u )ヒ代探ア«比ほとのﾡではない。こ) Uは 自家同 にし 

てい、坂売用にしてし、 用材立太の代採は、ﾡる-定のﾡそか 

まとる 受べる ろから ～おろう と見らる . ﾡ炭林代ﾡは
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/く未満ﾡアてはば / 石(= 9m3 >、 z。 *つT題 

ぞば内 。。 石( =又ハ ) 寝度 てみ ろ- かくて 上 のごと 

き※番の林木収ﾡに件っ所ﾡが、水a方林*落着に 対して、 

2年ヌば 6年に- 皮位 の官商で実更されて いるので、ある。

文に、こようた 立木収ﾡ の用途そ又ると、 手ず用でば、 

販売して企ﾡ収入こﾡるﾡ合べﾡし多く、 ノ負。未満で 4N Z 
ノ～ *fへて?ノ%と次ﾡ 営式ﾡ が大 きくなるつれてﾡ臣 

化年 べ高< っている。 しかし<、反に、 規ﾡ ゲ 細 化する 

ほと自求用ゲふえスおリ ・ /責 A米涵階盾 でH 3 4 。に澄してい 

る・ これに対し< 西炉 林の代保は いずれ も自家用 に 代塚する し 

のべ ※く、く/れ。N 下 ぐは ク7%にもﾡし. ノo～z oイu 商 
酒びレ4グであるゝ ﾡ炭には、 前の自給性べへ☆り見 

られる。 (マタ/衣、 ャ42系)

尚1ﾡ炭林作業 kにいて、 林と要っ て注高 しなけ ぼなら 

ないﾡほ 上記のﾡ末反い自系用のほかに 業 ﾡ用 のェイ トゲ 

へなりゐることでる。氷務用とは、自己の至営内に木ﾡぐ新 

にm工 し< 訳す るめのべﾡ目 的そい う のて"あるが、 =れは 

/ へ 未ﾡ騒 てば 久$%の ナ※ 率になって いるの 対し、 

/o～ュ。 仙o盾ては2。%に水 んでい る。 来 山商帯 の主 

ぼ☆融業として木炊生産べめげらiている、 渋料は古い、昭 

和/4 坪浜業民ﾡﾡﾡによ Ar、 厂 全 国展 家数の xテほや 

米渡家てゐるが、 く現在はしっとふえて ◇/y。C ノ?←ク) 

に なっ てい る)そのう ち. 長半を主とする次米桜家の2ユ/ 

及び農衆 と従 とす る兼紫段家の み、zに相当する ュンマナが 

製炭 に従ﾡ している」とされている。 (注)

(溢) ﾡ表生ﾡのﾡﾡ 昭和 ・/ 年 月 総理点深歯ﾡ会 

務 ﾡ PJ3
ﾡﾡは全として ﾡ床班 であ、る 冬ﾡ に 木ﾡ生ﾡ従事 しているの 

てあるべ、その 生ﾡ置も *。 o ﾡ以下 の小規様のし のaう い。 

しハレ この 木次生ﾡﾡ事看ﾡ は、 一般 に 向ﾡ)c お り 5 低



得•省庸....し んべ っ < 林ド野所百 窿職 区余つっいて 云え ば、 類所 

有 ス ば零ﾡ所刊 間福パ 多いの ごゐる。そ ニ て的正の 栄称用杯 

のアィ統計にﾡろレ どっ てﾡ系すド、林野折首面種か零細化 

すれするﾡ、 -般に木※生ﾡに従事する率べ高< なるの 

K反して、業務用の 新友礼伐保戸 收 虫べ 減少 し ているのは、 自こ 

のL杯よ り炊示木そ 自給る賢家ペケ く、 本内部で 木深 

木のための木死ﾡハな り、一般的に行わ ているから てろ 

る-

この ことは製にﾡしてﾡ木ﾡ 登辛 ﾡの 調 査能き計 kよってみ 

ると、 自深本のみに+るもの全製ﾡﾡの久ク。となって 

いるから、残余は瞬入ﾡ木にﾡ存するナﾡヒさリ、 しかもこの 

う ち、 ﾡっ瞬入木 のxに 依 しているアﾡべ 6。し占め 

ているのて"ある。(ネ43云) こ、にﾡ泉林業とﾡ接に み 

合っている木炭生ﾡヒの至済的社会的向ﾡべ、林地所有者 = 

主要 資 株の疲供春 と 圣営者 =主としてﾡヵ提供若、 との同の 

円1惑として、 とくに山地ﾡにおいては 起っ そいるのてある- 

この向壌1昨今. 為林*の石利件べ者初化し、 用材杯化の体向 

ゲーﾡ化するとﾡに、 木ﾡ需ﾡが取になっている括ﾡ下にお 

い<、 まずます 室要ﾡそ荷びて 求くいる.

次に 方向 とかえ て, 問ﾡ生産へ及家至ﾡにﾡす 段ﾡの-端e 
代保理宙によ ってうハ、ってよろ . (ネュ/表) 二れによる 

と. 「生否ﾡﾡ給」という 勤 彼が般 b多く 4。～«。〜そ占め 

ている が"、 ﾡ育 ﾡﾡべ窓細す れ、 「自家用やが化要」とい 

う自4 勤終が 目立って 多< さリ ( / ん 以下で 約うo)上 

唇になば「ネﾡ木整理」「朱務ﾡ材」「税全う払 べ多くな 

っている・ 又 ﾡ老面ﾡ の大小 にま っ て ナ*比率の "わらせい の 

はT千ﾡの出ﾡ/代め」て (4～?ウ。) 、 二のような目的のf 
めに涙 ※べ山林そ 保有し、 そ営す る ことべみる ことそ忘h ては 

a ら ない。ﾡべ*の代浜理由 は、ﾡにﾡの タ ら明 かさ 

通り、 所ﾡﾡﾡがﾡ組んすればするﾡ、«「自烈甲のﾡの代め」
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べ今くてり. 上層に々るにって、 「生ﾡﾡﾡ給」*「自家製

木甲」等 の目的 の 重要性 が'まして来るが、 雨林に おいて 

みらハ1たごとき、 ﾡﾡ的備番的代ﾡ目的のウェ4 卜は、 若し< 

低い。

オーﾡでﾡ単にふﾡ、林ﾡﾡ阪の方支は、用村林にお 

いてば立木の、不米る"製林ﾡ毛にﾡﾡする場合べタ、 

用材そ販走しﾡア*のクよ〜み7%そ占めている。 (ネ2系)

ﾡ五では同べ#そ自ﾡべ保す る氏次"ふえて末たべ、主な e自 

系べ株する ースは珍らしい。これにはいろいろな理由 か湾え 

らs。立木は次躯期の巾がな く、 自そ野藤ﾡそしっているが 

ﾡ材K す ば早 急に ﾡ手さ も とめば ならと、 採作 業 に 

声する 農家 の資本 と授術 の 不 足といった 事項べ秀えら ハるが、 

ーオスかくのごとき生差ﾡ程にPいて、 渡泰の土*ヵﾡ本さ 

+うに生かしうるものてあるケ、 といったﾡからﾡさするとほ 

いゐろう。 とK< 長表林業の発長のためには一ﾡし☆っれﾡ 

ならさい店超でゐる。新炎林の却孔立木却ゲタい。こuは 

ヒ<K、 ロエﾡがAのﾡ妖ﾡﾡてよって行けろﾡ合か多いらて 

ある ・

杯方ﾡは ﾡ社杯業 において I t ﾡべ※ とその の力浜 ヒが 

p相ﾡしい。 (ネィイ表 )そのの去の中には肩が主ぼ京 

目 あろっ とみらs. 籍計枚画の 題向 ヒにしてはﾡらかにし得 

ないが、ﾡは 向 か? 著 し < ﾡ加 しているこヒが各ﾡの 調査か 

ら認め ○る。

立木阪べ主な商 岳化の 方法でゐるべ . 自ぷ用及び※務印 e 
ﾡ加すば、表ﾡか用神及び新欠&自次徴援る ﾡはかさ 

呼Eする。 そ二て、& 探労力の調達園保 モ、所受労クのﾡ人 

ﾡ率でみると、 問林においては自系べゞo～4。て. 

他はﾡ入ﾡになっ ているべ、 ﾡ※A作でrィが クゥ～ 

?$%そ5めている。参看のあ合 ﾡ営面程規ﾡが大き < さ 

ば"、き 千座入ィ かふえて る 、何と いっ てし自京が、
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イ探茶の主体そなしている・ こに反して、用林の探は 

ﾡ現の楼何にかゝ わらアを入ィが主体となり、 四らかに 

ﾡっ尺ﾡ造そしくいるこにみる。c ャs) しクし、何

に してレ ﾡ労へ ほ の をa ほ / 户当 り のべ採石 数がルいた め催 

少で、施用 労何 に 依存 している用料杯 22 ﾡ。居そと

ってみ てセ、 店 ノア当:。へ程度の 雇入受 にすぎず、ﾡぼの

事ﾡケらみて、この数国は 故 く 做ケ を力 のである.

浜徴に 至後 して いる林野から の林産物の ﾡ死ﾡを、昭和 / 

の私合本ﾡ(ﾡ林容を計歯置部) (P5? より作京)から

小私有ﾡﾡけそﾡ出してみると、 (ャル4系) /Aa未活の窓 

細居て” は 阪 花戸牧 の ◇zくか$万円以下であり. s～zs 丁ﾡ 

の収 入の わっ女*ﾡは j2 .Kす ぎな い。 ノ ～ sRへの 

ﾡ暦では よ～ユ$万四の収入があた ナ※ﾡべ高 く43%,つ 

いて よ万四 末活 ク, NS〜n 万 円がノ3 % の順に なっ 

ている。 ←～ノof。の 百ﾡ でしペり ケ～25万田クラスが 

最わ 多く ムフ%, zな～今。丁田ペz%でこれにつき、 $万 

円下ュ/に各っている。 小 私有 本の最六所石 階居 である 

/。 ～ 2o A でレナ比きの高いのは ぐ〜 コ«万町? ラ スで 

3←%, っぎに2s〜←。万ロて24, さらk $o～ノoo 

テﾡで /s%となつている。上からみると、 ダ領規 概に女 / 

はよ万四 未ﾡ の 林業収入 そ実翼して いるにす き"な いべ、体 地坂 

ﾡも$a M上 に丸なハば、 ←テ～2$万 H程度の 收 入が ﾡ 

されていろし 、 さらに ノ。 fa 以上 ぞはよ。〜/22ロの収 

入しﾡ更さている。林業R入は本ﾡのﾡ銀でべRごとく、 

毎ﾡ領 し さい ご丸、長※ Kとって、 $o万四以上しのは 

とまっ た金ﾡの収入 そ可ﾡなら しめろこ とは渡ﾡ生ﾡの文的 

発長よ 大いにﾡ立っているに ろがいな い。 (西み Kﾡ額所ﾡ 層 

てある /負a 未通にいて し、 $o丁四 以上の林*夕入 &実ﾡ 

しスいる育毛が /ッもいる/)

炭家が件に やける林栄所録の地位に っい てほ、 次ﾡで詳談す 

る .

① 林比への - Puたにおけるﾡﾡ

本比への - Pい大 の主受内容は造杯に「係する協意日 

てあろが、こ ゝ て"Iaとくに人双ﾡ体業のﾡ村勃行とﾡ計浜料2 

中に正べる ・

話和2? 気〔 /? «グ年) の私ﾡ 林そ彦部ﾡにょ るとﾡし 

た 广 終は統戸巻 に讨 して. /ヘ 未満の寒細居にあいては、

/夕%にすざﾡ客いゲ・ /〜今へ ではムク%、 〜 /。 Aへ盾 

ごは2/%, ノo～ス。んへﾡて69。となっている。零細 ﾡ 

そ味い <、石 和 マクﾡよちいては 大体2ナ <ノナ のW合ご狼林 

していろことにケリ、 花卒ﾡは 林所商愛 宗 の ﾡ署を 務の 

一っになりつ ある- C ャノノﾡ) ところて、 ﾡ林奈 どのよう 

さ土地て行Pハて い るか そ見ば、 合r局交用科ベ地に 

行わっれた帰合が量し多く. «よ- 6o%と占めている、こ 

のよう な用才林そﾡの再生ﾡのみでなく玩炭林の供ﾡた (全体 

のジ。〜 j*% そ占 めている) や探単、ﾡ牧地に対 しても、ﾡ 

怪的 今 ﾡ林ﾡﾡ ゲっゞられている。( 全 のノ。 %卜外) 

したが? て 用 材林贫釈比の 再造林面積と 等し い 両ﾡの研坂述

林地.が・ これら2。 Aa 以下 の 小折 有君 達小 ら生itて いる、 

みち-中 ぞも とくに ﾡ細居 ホる/ へ 以下 のﾡでば、林磁中 

のﾡ合べ高 い。

しかし なべゥ ・ ノナ当リの 平ﾡﾡ付面ﾡに Kして 小ﾡ社で 

案細馬の ◇、/4 ◇～2o 。 クラスの ・クs fa 百

でゞある～ ドが、 柔営卒面ﾡに対す る昭和 マタ ﾡﾡ行のを 

林面ﾡの比ば、 / fa 系満厩の ・/。ケら o～ 2。 え。居» 

今%となり、 かなりの 比率 そ占めていることになる。 なで、 

は /f4当り s.。。。本がﾡ楽で、ﾡビ面ﾡ沢ﾡべ小、さく会
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ば、 2。%位りﾡゲみらる。次いを台がに且ﾡ約的 

に利用 しょっと するﾡ図が物ら いて いるかっ てあ うら ・ ス造林 

ﾡ確は ﾡして十季ﾡが圧倒的に 多いが、こ、て"も琴組召ては力 

乗 の歩合べ 他と比べくかなり高い2ィ%占めている。 三 

は新そ営と 条約化する「にめのクヌ ギの並林て、 注目にﾡす 

る- 用ﾡ木は森林組合を迅じてﾡ入して いるしのべﾡむ多 

い。 (ネク7〜よ2求)

日本にPl s林事楽ば依や終程底の商単 な当ﾡそ雨い、主 

としてん力によって行わる。 を林隊ﾡは、 小私石は辺的国 

有林に あい てもﾡん どぷ 用さ て いない。 人引何に よって主 

として担当さろァ合. ﾡ林ﾡ栄に入さ itるﾡ何愛そのしの 

とといに、身 切の ﾡ欠作然材に予細と あfえる っ ﾡ為弘 

は、小 ﾡ有 ﾡ特べ= と し てﾡ家体業 と し <長 と の 模合利球で 

営まているのてあるから、 そ uら 他 の 生権部TT と の m の 祭 

が林ギへの入不件2規制する=とになる。 こは、自 

系ののんkて 至ﾡ生ﾡが行わるめ合は勿論の 二 と、転衛 

ィ が取 り入れられるル合でし、 の者ぼ多く 丞在のﾡぼよ り 

雇用さるヶら、地として震その他生ﾡ楽の林麻べ、林 

※への労内授へ余件として用する。 しかレーカ、 林米は愛業 

と同 じ く 土地生差栄でか 、ﾡ物の試長に 差確そおく 石様的生 

ﾡ事崇でせみるが、東生ﾡほど季姉ﾡﾡﾡ変辱はつよ< ない 

4民- --ﾡの狙の育刊佳——そむっているから、 上の投 

入条 の制的そそど強くほけるしのてしない。 本におい 

ては一ﾡにﾡ/は意そ主とし、政にも行わハれるべ、 下Aは妥の 

戻同ﾡ、ﾡは冬の段困ﾡに行われる合ゲタい。ス多容光 

ﾡでは音生ﾡ等ﾡに雪起し べ行わる- ﾡ表不やを eo本 

とし、 あるスハ並林事ﾡのﾡ合をﾡ型的に試ﾡすると、 代ﾡ 

はﾡ程より吉干長いが、 4○として、 A。当り総内投下 

ノ・ダヘ fへ当リﾡ当り、4人と☆る。 (才$3ﾡ)因みに 

日本にちける ﾡ距作物 乙ある ﾡ そみると、 負aﾡ,ﾡ当
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リ 2。。ヘ内外とさり、同春の円に香 しい差べみる。土地刊用 

作物と して の林木の超枚性は、 ーケにおいてに戻家至後のに 

W り入ハる ﾡ合、有 刊株 こ 発ﾡする ゲ、他 ヨ り 集約化そ も と 

め る 度 求 に ヒっては、 不ﾡ分な作4 と 云 わ ね は, ならない。

労内の ﾡは ほずィーKﾡ入ﾡへ、 自系へのい にまo 
<示される。 日本のように、 ﾡ形べ絵で土ﾡ株並の雑なと 

ころて、 巨っ小田地に分れているから、 ﾡ地登好ゲミクロ的Kに 
友ってくる. 杯 栄常識的に は、 谷前の肥ヒにはスギそ、 

よ ・ 上初ほとノキそ、 峯 り にばマそ ﾡﾡす ることに☆っ 

ているが、傾斜•の 方向,地下水他の 下 , 下床ﾡ生 のﾡ受 

ﾡ々、 シク的白※茶件がこのような立配区そ夜えてけくの 

である。

二のよう な 条件と 唱々 に 配息し るがっ、そ 土地にし たﾡ 

ﾡ, 品連、 舌木の大小辞そ至状することに、 5のﾡﾡと受丁 

ろことでPリ. くの合、ぼ ﾡ労 のしかし、 千長為 の 内 

が兵も過当とされている、 代來から、 多くの日林の麦家にあい 

てば、 山仕辛は午走の目となっ ていたが、これらは、山ノ上 守 

がﾡるに おける余 り 受でなrい仕ﾡとして 位ﾡっけられて いる 

と足5よりも, 上左の ご とさ 業守何の ﾡ的なﾡ格にし とずく 

しのでのるヒ理解さ nる-

上ごとき認識の上に並杯"のに 転 る超計執他とみよ) 

ぼド に 曜付 し r=ﾡ神べﾡ用しにた、 「自家予畑 の」「を 

御力の. 「その両方」に区ケして, アの比率とE和 

マ?年の私右営ﾡﾡからﾡ出すると、 (rよイ求) 

*猫 房では ・? % まてが旨卒労であき のに 対して、 

/。 fヘ～ス。R。居では、 自ﾡ方のみはよク7に救じてい 

=に反して、 ニ orﾡでば 虐演労力 のみ と々 の画力 とい 

っ及目か、それそ/4。, ?とﾡしている-そ て し、 

粗度の底でを あれ、 卜私召村ﾡそ遍じて自不労何ケﾡ付 

orも 卓坂☆ ィ示 て 8るこ とがﾡ台ごのる .
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上益の歓ﾡそ 爽確に 菽入 した ガ番 ( ﾡ人 、 の 比架によ っ 

てﾡ出すると, -般に自系テ』ガの ェィ ト は上天よ ッ、く 

な5が、それてし ク4～ 理ﾡ の度でﾡそ しっている . 劳 

初 刀 前道方式 として、 日なの愛茶にﾡいてま地く、 血線、岡係で 

ヴイ交契(俗にコイ, マがエヒいうゝ欠イわているが、こ 

tほ株末に おい て は、 会 り 宙委てはな いう であ る. (*s sる) 

尚-ウ 当リ ○毎同 o 項付究内怪 ～ s。へで、ﾡ友イの 

全体かられは終少る秋ﾡで ある- 一般k他人イに4内して 

い c ﾡ 合。 方ヘノナ 当人貝 多く< っている.

ﾡ者には、 下A、 ※打っる切、ﾡ依ﾡﾡの区ケがあるが、 

函和 ス9/ 平直向に包このLに番へにイっポこヒのかる 亡常 

政を H 3 と、 o んへ ～z。 ﾡﾡでは 総ナ核の が2 .に量 

し、 大ﾡ余のﾡ家べ、 何らの0予入作業に従専していることが 

示さる。 (*$6表 しかし、 所百契ﾡがハ小さ <なり ノAへ 

示満層になは、 ムに下ろ. こは、 ﾡ肉だからLkイ 

かない と分、ﾡ茶 し いから 放し たとク といゥ 理由 の ほか 

に: 手 入そ受する 山か書い という理占も茶さろ。ﾡL「 

浜青の都部、 ﾡ*○実ﾡしたナ袋にする比eみ。と. 下人 

が他化 よ 6よシ くなっ ていゃ . 二tら ¥へ そしk m ﾡ 
Iて殆ん と下い」てしていること〜なる、 日本の 合、 下Aはいら 

いろな 系件 によって 一ﾡし て いない が、福付 俊よ～74, 担 

千 /～ Zﾡ実ﾡさハる のが予通で ある。 っいで多いの)3つる切 

技ャ で あリ、川リ入れ 突行者の 3。- 4。行っている. 隊供 

所べは とくに今相ﾡにほく、ﾡ行は孝は/ %にナどないが、 

/e〜 ス。fへﾡてば 。み 理度に 上子 レて いる-

擦甘作業しﾡけ作と同じく、 小ﾡ育林様においてほ、自ﾡ 

ゲディに+る場合べ多く、 戸教比ﾡてると o～←◆, 人 

緊比に率て北 s。 。eなって いる。 福付 と同ﾡ、 そ惨の立 

夜か大さ < ☆ u、 自 が デガ のウェイ ーにﾡくなマっている- 父 

ノナ当リ ○年河吉 役入ﾡ a ヶ-e メWット cある.

(ナ、 ャぷﾡ

(研求林*においてば、 クヌマなビの近のﾡ合を除いて 

( クヌギ造林 に 用いて は上ﾡの ﾡ並 ゲ 大 体五め して いる) ﾡら 

ﾡ干丁と刊用しTた天ぶ受町べ夕く . 杯ﾡkにおけs シ-Put ば 

ﾡ並としてT り上げろべそ向選いウて 省略丁 る .

① 株比に形ﾡころ浜ﾡの再ﾡ

2在の ごヒきIにす ○ゝと林公 ら の意士 の後ﾡkに. 

木の抵ﾡべるさ h < ﾡﾡに卜I る 頃衣 --  大ﾡか

がきRずﾡ ——の 形成 2. れる ・ 奈的"杯そさに わいて n、 

伝るt的 を 森林 f理等べ求え 6ごとく. 夫丁 そ修ﾡﾡ の 装礎ヒ し 

て比月 * び木 の ・求演本べ存し ・ ヘ、る休挙ﾡ委坂ﾡネ 

の 生虐店そ ﾡ院1 に高"る ﾡ そとろため. 先丁ﾡ士 XMさ 

h. っごに入べﾡ本の調そ計る「ゆにﾡさハて、 ¥送o 
4土組べ立て う。のてある =ox祝ﾡは、 と< に日本の 

帰合. おﾡ6わ杯に 対 る 進行 為そむっ てほじ ほっ てい 

る とこらから、 杯にする入と林比から ○走注。 ﾡﾡとし 

て の な 代费をと L、 ウ 乏 営の 構造モと リ. このラ合、 そﾡの基硬 

博並ししくIは林のが存する- =/よつな林 ・ﾡ番並に 

Aる、 へなり本弱的☆※要は、 体*そﾡの ーア ﾡとし< の小

有 ボ  就中 要家 杯案 そみる合、 ﾡKに 意ﾡこ れる蚣笔 

があると方える.

L こ ら でﾡ本にちける 小秋石モ。 話務本の 料五そ 介ﾡす 5 
にEる. 利問司ﾡのシークはそしい。昨. ﾡ林ﾡの改工によ 

り、 茶杯計 臣納 度 が 施行ざれ. r一番目R石へﾡル浜炭 

の調査に宝ﾡべ向せゝれたべ、 =とても、 ﾡ世主 検的 v 失 

計べなされている にず さず、ﾡ営規求ﾡ層ﾡにに四 かごは a 
い し水が?て、 こ、て。 今西 ka、 師分出々 天ﾡ顔ﾡ 

そ中九iにﾡ南するよ リ方にてい。
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ほす、 どのﾡ長の語材ﾡ産穴在るかと民有林のﾡ浜 

烈から大ﾡに定してェ う 昭和3/ﾡの 杯野方調ﾡに t s 

と、 氏有林の総 蓄積 は 942百万mてゐるのて、 =れにz。 

W A .下 の卜所有層の 所有 酒ﾡ比率47 ブ. そﾡに楽丁れ、 

約4今$百デ n3 となり. 日本の全呑杯司下 ( s。・百 Tル) 

のzs,そ占める。 hへ当 にiれば *? n". なﾡ比ﾡば

o、s : 4.F と 時業 しい, =の うっﾡ面林が面面預び 7 
%をちめ. ず余のA預に(云林の公求ﾡ. 杯的ﾡ果をﾡ番そ

るためにる令によ って 自由 a をN夜 されて いる 孫そ い 

う ) そ の となっている。格通は台法上ﾡイレ上 と盗べ 未 

ﾡとに今. ﾡ香Iにﾡ通杯公置項○フク%そ占ウ、 大部余 

ﾡ伏末ﾡの初社令林分である. 著稲の比率ほ 47 ・ *3 て 

ある- 遠ﾡ求ﾡの令初配登そみると、 面京的にﾡ場多いのほ5 

ﾡ生未酒の 幼令ﾡでﾡ伐 ネ ﾡ林分全体の J&%でやるべ. ミ 

Iに s～ /e ﾡまての令仮さ合ﾡすればよsにしﾡし、ﾡ名に 

日本っK有杯べ 呑い か て 橘 成されて いるか ゞ知られる- 以下 

◆紙べ迷ば. 当ﾡ令領べ占有 してい る 面 類 も 断 次減少 してい 

る- 番類 の 仝組 配通 を スハば針葉ﾡく 主ヒ し て 用 杯に 向けられ 

る)でほz←～J。年の令打が最多4. s*を5め. = 

に 3.。 へ $みびz。 ～2◆ぐ ﾡが つゞいていろ。 今ﾡち 

に代採ﾡとなる林ホべ多 < 在する令ﾡで ある “ハ 生以上

ゆ林余の ﾡ忍 ゲ少ないことほ、 こから のﾡ石林の 株給ガ に 若 

〒の不文そな げ ク ーるしのである。ﾡﾡﾡほ 主として 析紫神 に 

用い らい る ため に. -般々*伝く 、 s～ 2。生の令W 

ボ熊 北番現が多くなっている。 (z&)っゞいて。～/s 

ヨの公初て =。 両者 で の 池俊 未ﾡ林分のﾡﾡ高ﾡへ ←>。を 

占めて いる- 以下令帆がﾡめ ﾡ ﾡ a 急政に ボ少する- ・ 

*?ヌ) (4。系)

あベ以上の分は一ﾡに今叙べ大さいから、 平ﾡﾡﾡし多く 

なっスいる、ﾡﾡ的に抵し畜ﾡﾡの 多い人初は、 遠徴以ェ の林

今でば、 素 ﾡで 4$～o生のゥ杯余で、しなべて、 $ 

生W上 $。 午生位 て○本分のﾡﾡが»くなっている- これ

して立委存では、 ユク 耳,ュ, フ$～3。生 の令研が 

著硬ﾡし多い、 それぞ、 利用のﾡﾡそあらわしている.

以上は 氏有林全体 対す s 根、計へ ら o 理ﾡて s s . mﾡ5に 

ﾡに ﾡ細☆番孫ﾡな の ﾡﾡそ知る ため、添ﾡ県に おける 率网

e あ げェろ. (え)

(注) 不茶改資哲京事業のﾡ済的研亮

林呼六 和 z?

同上 吉田上ﾡ師怒における 山 杯衍君宿府 別 令献留置口 太
• 工エ: ・・、卜

の図解のごとくてかる。 (才3図)この図から云いうるこヒほ、
• , ・、 、.:,、・ ・1

所有ﾡ ノ。 fへとﾡヒして 都ﾡのﾡﾡに大さケ友化次みられ 

る。 すなわら、 ノoえく 以上の折有春に吉令ﾡのき票をうく 有 

しているﾡ向がめ、とめらハる。 ヌ店 / fa 当の木ﾡ 

ﾡ係科ﾡそみる と小ﾡﾡはルさく、 大双ﾡにﾡひにっスﾡ和 

す るﾡ向 ハみられる- こ、て○ 調番ﾡ票 そ 所 五ﾡ感ﾡにﾡ的す

れ ば -

大山ム十そ 皆者 (*of。以上)ては t業ﾡ. 玄乗ﾡのmﾡ比 

ﾡゲ 6e%i *○%位 のﾡ 合K なリ 、且高令ﾡの林多い 

め、 産ﾡヌ多くさっている。 さらにこo村ては、 かゝろ 理 

のド面酒わ os 負へ 程灰になり、ﾡ済的に来定し、 且つ林茶 

そ営 に 対す る喫だし高い。

中林そﾡ右( ノ。 Aa 〜$。 へ ゝでドは Je %ゲ針系宿林 

てあるべ、 そ の中にはﾡ令杯のL林がケな ッ ﾡ入し、 森不ﾡﾡ 

度し相当ゐり、林 兼圣営 の 奥べ い武近とスに高く a って 本ん . 

ﾡ地 平ﾡ ②7 % d 板生営し、 生活の交ﾡしているのしうい、

小ム株そ営看( o fa W下) ではその 山林は長同林的なも 

彩が渡く・ 商令故の杯ほケなく、 ﾡってヌ林木言R致セケを 

い・ =の てに自水学物と vって 浜商 ﾡ に良炭 ヌ は求訴に従

して いる。従って山林に対する 依 はﾡい. 浜 は 南 林



の並原に対ずる 肉心 まっくいち。

以上は振近に 所次ﾡ業と L て だﾡ しケ け て木 卜にﾡでの一 

事例てある- しべって、 休木ﾡﾡ資本の係ﾡ. てほ形京ﾡ 

の 全ﾡ そ更5には不 分 でuみるべ. ﾡ そ修 o ※.ﾡ芝よっ 

て. かなりち かっ rにﾡﾡ 差と している一班そうハがい知る こと 

べてさよう。

3. 段家委済にちける林楽所ﾡ

ﾡ飾てば林業生ﾡ。 俊府過程にﾡそ合せ< 生産。 ﾡ花を欲 

して木. 本ﾡでば、 産主てみる展不 の個別ﾡ済と ○理. 

ヒ く に炭坂所各 と度ﾡ林業所得 ヒの図係を、 主として 殿名ﾡ 

品ﾡ師へ行っている「辰家委済調負」の データー匕 山 と にして西 

らへにしてきたい。 ところで沢初にや断りしてやケぱばならな 

いば、長ぶ至済ﾡﾡほ浜業そぎそ主とす る変家の生產、消務の 

ﾡ様そ生々係そって全跡し、 条計ししのぞゐる保上、 サ 

ムプルﾡﾡほ平ﾡ地帯のﾡほにかたよ り、 但条田をﾡﾡ林業にル 

こう とする表々の 目的 から はかな り ズレルニとなる . しか し、 

張令なべ ら. 吾々ば二の 調査Iに Fる ﾡ暴林栄そ済歯ﾡをい ってい 

ないのて、 か、るﾡ計上 のカッョッ 乙 系知 しっ、利用せさる そ円 

なかっﾡ.

展 家 を 済綢覧 の 調 猛 緊 となって いる約 ss。 ・ ナ の長家のっ 

ち、 昭和3。昇度においては. ;4o? アが林 野そ ﾡﾡし て いる 

農 家でめ る. (オ。/系) こうばすべて卜ﾡ林野所有者て、 

o← fへ 本ﾡ穴ノ少クナ(«$。)占め、 ノへ末洞てば、 

杯秀所百長系のクイ %にもﾡ んでいる. o、以上の 有 X 安は 

優か 9/ナ(ゞ。未ﾡ)にすさない。 二そ林業収入宿層ﾡにみ 

るヒ、 客商業狙収入 /万用未満の度家が ノク s ? ナで 42 %, 
z万ﾡ示ﾡと合算すれば、 所有展家のク。に塗する。 5万用以 

上の林業収入の お っ た度家は っ%→すざない。 このよ うな*イほ
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前ﾡてﾡらかに した 小 科 有 林 の 生 涯 実 答 よ ・ ハ、さり 水準 が低 < な 

って いるこ とにﾡ宿に 氏に ﾡ、かiL に てあ っう。 ほじめにお 研リ 

したﾡ汁上ハカマヨリ ゲICに こ、ゐらわhている. さホに野 

面孫居ﾡが林業収入T層別にみたホ野所利ﾡ系の意株が示さ

<いs- =、て0林茶税卓所ﾡ○戻事ﾡﾡに対するﾡ合に、折 

有立Kべ大さくひるほど高<☆り、 osA。未ﾡ c年か ム2 
でみ ろのに、 o.s～く。 Aa 盾てはクスッメ. ノへ～zfへ ﾡで 

Iば夕く%, ユ。〜s、e fa ﾡ でほ ノス o メ〜 ? へ レ人 上では、

ノム.Pず。になっ ている。 3。タ アの総平ﾡでに &。。の エイ 

トそ占めている-

このよっな、 渋涼に浜け る杯業所ﾡほ長近々ﾡな る保白にみろ 

のか. 業商ﾡ調査事務忌で 析 したﾡﾡそﾡ的了ると *のごと 

cゅる-()

(注) 秣栄岡避歯面車物高綱.

t本業 と ホ政確 の ﾡ状 とm選 ぶJ.ノフ Pバょ/～ /4 
凝烈所に おける 杯業所得の裂合は e～ノ。 %程貞ごある べ、 は 

か方がら、 えのエィ トに々高まりっ、ろるっ (ャzク系) 

しかU, ﾡﾡにおる長ﾡの試長率と. ﾡ示ﾡ条ﾡの成長 

率e 比較してみる と、 要栄所件は ﾡ感ヶ上ゞそして いるのに比し 

て、 卜求所ﾡは 名テンポで伸びて いる の乙ある。 (ネ ○表) 

こ Lrに ばほ ? 木 ャ価ﾡの 令岡 ゲ 原因 し ている-

上記の林栄折絳のうち、 杯ボ優所臼はなして、 末予※所 

解合 さらに内ﾡに亡ろ入って検チ ば、 祈ﾡび木決みから保っ小 

る体ﾡ旅保が相対的に 電ﾡし、 用材Xびﾡﾡ深太の売却によ s 所 

資べ上耳しているこヒてあろ. cxノ 系) つtり、 時系列的に 

スれ、 Hわよ びﾡ共麻木 の売却 によ今 所ﾡべﾡしく 高い 長 

率て伸びて末ているに対して、 まき及が木による所経は、 二 

、総向ﾡ府るほ奈内でゐっと玄えうのでゐる、 ( xゝ二 

表) 木※スび癖に向する=の+っ3予ﾡは既にべごとく、 L 
商 桜の 度家に とって 今ﾡかなり ﾡ効 な 向層 こ 帝呈す zよら :、
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びるかむ 知れ な い。

ヌ用ぶび研炊尿太阪売ﾡの上孫し. 既に兄ﾡにごとく. 展家 

Iにおけ る 林太ﾡﾡ資不のﾡ京状ﾡら 判断して、 今依岡ﾡ的に上 

界するとH千ﾡされべにい。 し からごﾡ宏の 生活 ギべﾡえさる 

上浮に対して. 昼収休栄は今ﾡ北何に役立らつるか、 =Aは日本 

の小ﾡ体様のそ営に おけるﾡな的ﾡ恩て ある. 簡でた緊を 

な報告番 の木で行う。

4. 本ﾡの総括 — 長易における林業生産の

至営ﾡ造上の*色

上述、の ごとと、 統計的及び車A的分によって. 渡家そﾡにお 

け s 業生産のﾡ受べ 理ﾡさ たこと、ﾡっ。 本ﾡでは、本色の 

しゅ< 、 りヒして、 上ﾡの貝 体的なデー ヲ芝もとして ※矢の 

営む林 業のﾡ老委済的佐 ヨリ ー般しておこう。

① 展家至ﾡの福を

度家王済は家業そﾡである。 表茶そ済とは、 生ﾡを済と消☆ 

そ済が未分離なﾡﾡを済そ いゥ. そこ では そ※のﾡ市が多 くは 

消長経済か っ する。 その原装的形ﾡては生業の尿理水支配す 

るといPitる- 日本の小戻至済はの神こと、 外国でしﾡ繁生 

ﾡは多くの場合、 家ﾡを惨ヒしてﾡみハるしのが多い。

このような. 家業そ済であると二ろの炭家そﾡし、 内容を年 

ﾡに更ば、 大きく二っにE引する=ヒが束る- 一は、 ﾡ株 

物力そ至老新本並の茎ぞと し<、家ﾡ労 の利用圣済として 

腰家妥済と組織し、ﾡﾡするﾡ合でゐって、労ﾡ王済的歌ﾡる 

ﾡーー合kに家求ﾡ作そ修-と乙わる。他は. 所A本を至 

ﾡﾡ造の基ﾡとして、農家芸済き組燄 し、 量誉する巧合であっ 

て. ※本至済ﾡ家族至済といわhる. 駅I若 ごは相爼として 突定 

さ ろ ﾡ労報酬の ね大バるﾡ生産にお けナる 主ﾡ問心奪と 

さるが・ 春ではTば自こ本に帰浜す るﾡﾡべ強く なり、 

どら ら かと そえは、ヨリ 公業る済的を営に近すく.

日本の翼家る済に本だ そ右部さ 家ﾡそﾡの暦にあろるのゲ 

多いがﾡ次そ営の代たにっれて、 様ﾡ"高神知が王せの中 

に等へさハ、 済本ﾡ済的ほ方向にケみつゝ ある- 中てし来村て 

営には 吾国の最 わ 進步 した家族 芟営の 型べスらハる. 納し 

渡泰にちける 林栄生差 の 発ﾡし、 この』う 3ﾡ坂 &済のﾡ五友 

化と相通ずる ものであ って. 生産 住 の高い 下本さ再資本は資ネ 

受済的夏汝委浩のﾡ氏を取浜し. そのそ済に大いに役っ しの 

て"あ る -

① 腰ﾡ休ﾡの 東京至済に おける位ﾡ

浜坂林築ば長家そ済を砕炭する一ﾡてるる。しかしそのﾡ 

賢性にば 多様の 銀商 べみる。これそ文の三段ﾡのしのにﾡ型化 

してわころ。 @主平和m. ©従ﾡ部口1 ©副 次第n
@ は氏緊 の 生産 そ済べ、 そ の ﾡm1そ中松 として 組微さ れ る ごと 

き非ﾡに室要な例そ塚す部口そ云や. ©ば、 その部口の数自 

の生産佳の向上というよりも、 心しろその tY1が伏馬 していろ 

担手方の部ウにﾡっ よつにイらくﾡそいっ。 振後に©、 

戻家の所有 している 生産論ﾡ深の刊用の ﾡ率 そﾡめ るﾡめにﾡ 

欲さ るmといつ。 さらに©について 明す ば、 ﾡ求"株 

特/ごとき土生産業てば、 生産の手ﾡ性や五地権といっに自 

※内約 み るから、 盗原～以外では 所石 している 生ﾡ ほ派、 

すなhち. 土に文労ケァ〜ﾡ本はの盗が起る像司そ生ずる. 

この卜めに. 責家ﾡ営の塗幹ﾡmとして組相ﾡさhる主ﾡ部Fに

宣に位の生雇 お E そ組合せ て ・ ﾡ石生ﾡ求浜の 羽用族そ吉め 

2に っとめるのか 合理的 てある。 =の目的で至ﾡ内にとり 

入>れ てい6部内そ 副次部Y1 という- すぐとて詳談すみが 

ﾡぼ崇ば 副大部円 と し てﾡ型化され z 場合が非常に 多 い。
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小足ﾡ林発 生産においては. そ官 体ぞ4立 の そ学 として存 

立しえないのでみるかっ、 日衣においては ﾡ実に 戻ﾡ そ管の 

一部1とし て、 すっわろﾡぶヒしてﾡ在して いる のでみある. 

疑に み た通 り、 株ば古 く ば 版栄生ﾡ ご長ﾡ消ﾡ用の 神とタ 

給する め - 従活ﾡm1 —— に炭家によっ て利用さるにと ・ 

まってい*べ ﾡ大林ﾡ悠日の林刊用が楽展して. 殿家済 

に柔生くて末た.. しかしてがら、 土所ﾡの案ﾡ性と、 そを 

完収する 本業 的土地利ﾡ報行 の末炎並のr:め、 現ﾡ にわいて し、 

卜ﾡﾡにあいて、林業部 門 と中心 に - ※そ 主受部m 
し てK原委ぜそﾡﾡして い る 得 合•は 非宅 に 少ない ・ 何改なら ば 

既にﾡ計分ﾡで西ら かに した ごとく、 小ﾡ林栄業では 所保の 

対額* 大さいﾡ合べあって、 その天ﾡ ほ非ﾡに 商所し、 しか 

力ﾡィ ホﾡ ﾡパ少☆いめ、 #eC - オク の 反 氏 の 力 き 

秀を 従伏比末な い か、○である . かく て 翼系林ﾡば酬次和m1 と し 

て 額型 さる のべ多く なるのてある。

① 展京休の生准目的

浜家体業の今一 っのﾡ型化考えられる。 今のﾡ型化の 

漂となっ ていたのは、我家 休業 の そﾡ組上の 位氏 てか っ たす 

こ、て"は、ﾡ 表べ杯繁生産 2自この ※営内部に 組ﾡする 目的そ 

ﾡ標 と している。

@ ヶ保徴ﾡ部rT © ﾡ本ア区初F1 © 締話加円

② 家計相財部円 © 自給恋林供冷柳n 
これ てゐ る.

②は云ゥまてし名く、 浜泰 の各年 の ﾡ得そ豆件 するrめにﾡ 

左する 都 である。 ©と©は、 それゲョリ 生産 ﾡ的てる 

るか 又 ヒ ヨり 消 貴 的 で ある かによって.区別」まれ る が、い ずも、 

免在 騎点に おけナる ﾡや ﾡ気 極大 ではなくて、 将ま 時您 に 

おける方件やポ受のﾡ大試いは 攻 の 尺め Iに 組ﾡさ れ る 前 円 ご 

おる。 ② ほ双ﾡ ﾡ点に お l る賢家 ﾡの支のめ にﾡﾡさ
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れ、 © は 旧末の林野利雨 - 即ち牧業のﾡ用林的利問そいう。

小現模林業 の 痛合、度ぐ 述べて いる よう に長家方ﾡﾡ得都口 

と して の地位そしっの は少な い ので、 主として〜②が 

向題よ☆う・ すでわろ、副次匏H として位造す 3戻ほ林業、 

資本形成的 箱 茁的抑 门 として、 ﾡ末の戻米生をご炭系る済の発 

震・ 突にの「め に木ﾡする ととしkに、 更下の 牋 樂 生産 ャ所饵 の 

安動に安定剤的総能と票 し、且っ、 未自給的ﾡ金のば印して 

いる日本のﾡ家に生差消質の吉打そ渋ﾡす。といった. きわ» 

て$面的, タヨ的ﾡ能そ緊してい。つてちる.

しかし、 =の林※前ITは. ﾡ当な炭作ﾡべないﾡ科の土た 

利用 W 胆 当し ・ 家茶ﾡ町の ﾡ南そぬ々って、ﾡへ の 労仇 星 で、し 

かしダ岡の済本そ受せずにﾡﾡでさる という、非に細織上の 

有利ﾡそしっているのである- しかしながら、 このよう3労内 

"海本よ及けるﾡ性生か. 解役保力をほめ、且っ天足を面断 

的にし、 にかたf 農 家 至音に おけ る5大的初の位置 し 与 

られ"いのである。 したがってこの 本性ばそぶ林 ボ の発氏の 

限不そ形ﾡするものてあろ - =れを打ﾡす る には農 家林衆生惣 

の労 力 及が表林の集的感 にあるとみらるが、 これを日ホをつら 

しかる 校街的 そ済的糸は至 っているとばラえない. こ○河m 
について 月 オタ 章 ご祭する .
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第 火 章 小.私有 系 こ対丁ろ 政ﾡ の

現状と 向点

/低品

日本 の林業政求のﾡに元ルて した盛本的方向は. 資派ﾡ とレ 

てのさて反っ. ヒ<にﾡ後 浜杯のﾡﾡと植民施浜み区の 

寝失ヒ い う 条あが ぼう 天にﾡ加 しr優災木の ﾡ登 と対言 

されて ﾡ浜歌柔へ の万向をますます西>か に4 って いっだ. と 

ニ ろ と貴浜政ﾡ とし<の 休政が ろ ﾡ埼 とレ乙は —の不均衡 

一- ﾡ杯だﾡ級旧 一>未ﾡﾡﾡ発ﾡ——>不研利合理化——・ 系な 

生産力ﾡ大求——^と 3った段値が,若之 られ. ―な ごは. 生足才ﾡ 

たのに渝 の 苗条件の莖備 すなんら 造杯ﾡボさ中ﾡとするﾡ町 

«なﾡ が数 多ヒ り二げられこいる のごある. 系称元ﾡの似 ﾡの段 

商においては. 森杯計過制ﾡの非ﾡに到登な役回るRす- 産レ 

P兵杯のﾡ状遅のﾡのの係林3宜 起の役日計品の務立. 末 

利用資派点ﾡの たのの食源ま極マ河ﾡ過の立系考々 の ﾡ滋ﾡべ 

ﾡ灰計@ 乙中べに阪 上 rこ て系た. またそら2ﾡ的に

するたのに 総化思知 の 音 反 災若 病備のた めの夫 鹹、 xの不 

材 A 用 合最 化ロとが取り Eげら ていたのてある.

二のよ う な 较後の 尿策 危夜 の 股術 が一応圣 品し ― ―煙林が聲 

理されて しまっ た似の 本係栄は 新たになる糸件委化 に 後着 レ 

のてのる. e ルプエ式のﾡしいﾡ及にもとづ<、ﾡ缶の 

不ﾡﾡごある. 二、乙い の情とほ孫 发林資嫌不足 の えm 
という 政課ﾡはな なかっ たけとも 不 杯短 格 の 商ほに支之 

らてﾡ砲的に浜林出ﾡ"のﾡ大ﾡに坂殺し二とケ 屋本ねに 

受る思cあろ. この 府代の 玄 斯,一丁；いこ は っ孫ﾡ盛糸で ふ 

点 休 、 の 譜施 果か孫助 金云 マ ﾡ木供*合 面- おい て ﾡ的に 尿 

) 上Iられ 王ﾡ性のい新ﾡぶ、や房野の人工必化の計 ル
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その後 このろをさらにﾡにすろこY二 かゝる士ﾡ所ﾡ石に 

対る沼ﾡが 今塩の称地や杯不2主ヒレマぶをヒしたみﾡの令 

派ヒして.氏向さて糸たごから。公有杯ﾡ可脳 かそ nて5 武 杯 

の系とバりうべき部落石次野にぶレて 細ﾡ査が実さ 

町科今併寺ﾡう行政と同ﾡしフ、 差組合やﾡﾡ区ﾡなとの 

そと し て の)d&化 がら く来にのてのる. かくし てヨﾡﾡ 

された公行休そごの橋こにレ て 条杯三足始人系か付さ 

つ、あろ 一万国ﾡ杯は =らにﾡ日そごﾡ程2正し ﾡ 

ﾡ計ﾡのu とに生ﾡ力ﾡﾡがさル乙 いる

私有 とくに小私有祭が ﾡ意ぶ系いう至ﾡ荷ﾡのﾡ 

の下に. ゲ、るみ求の一ﾡヒレご ﾡえ れたのにﾡのこと ごはば 

あるが- 上 の=程のﾡ業 そ当政系 と全くﾡ っr 認ﾡの下に あ 

るの乙はほい。 小私有ﾡ栄のそごﾡにっいて オ ～ﾡz
密したが・ 特余はそﾡ形ﾡのヨ -考密細を比建のだ")に 

/42ぜ界センサス 表ぶ杯米Bがﾡ孫塩 で突 痢され こいる.

このように 資深政ﾡは ヨリー層発ﾡし • それ そル の杯系そき形 

ﾡ別 の 生差攻茶 _自下化 レっ、あるという段 ﾡがﾡ伝 て功る の 

乙、 かっ て の 杯政 は. か、るそﾡ形ﾡ三ﾡナる思が少なかった 

とに相す ろるニヒ がて さるのて める- 以下 こお いて 取り上 

Irられ乙い ろ小名何休宗政茶のﾡ状3介し ようとしているの〜 

アるが.そのような理出こよって 自 だ小 私不 袱票政朿 の 範 ら

うにへろしの i く、 一氏石必政ﾡヌ［H午杯ﾡ金のIﾡ 
と解ﾡ しこしまラものが多いのでろる. 二の点さテめお断りして 

お<.

そ 麻 林計画 制 項

(/) 央 的に冠ﾡたノ がの反み計島側タ

(イ, 計過及の委
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クが函杯ﾡに よh ろ re求は. 明归 24国有ぶそ送に お 

けろ花ﾡ未体ほには じ 王 り 治 3 す年国羽林野法 に 基 < 国有杯 

呼砲業条ﾡ程の制ﾡ以ﾡ - 全く 国石杯野のそﾡは適ﾡ采風の 

し と に飛ﾡセ られて きた

段有本にっい ては 皿た求の反に伴いきﾡにﾡ大レた杯 

塗物の汚ほに対海 して. ﾡ迫ゞ2年 に系杯※ を制定 レて保支杯 

古とに対す ろ砲 ﾡの広督2ﾡ化レ 引)統いて 治 z2 のﾡ杯 

法改正.により. 林の甲監盛のﾡ受ヒして、 ノ部の公有林ヒ 

社寺4にっ し て ネの z ﾡ末ﾡ及が設 け らにが、 商年任〜 

全面的にしのでほかっ・ っいてﾡ:に入って 国力のﾡ受と 

産業事不 の 定展 に伴 ラ は 熊物 の 9 ﾡさﾡ署 形張からB和 ノ«年 

に 蘇 床法 を 改正 し. 全乱的にﾡ系系るﾡほる"側 さえのて徐 

ﾡ求る計ど し. 合理的 なそﾡを確ﾡしたの<ろろ. 特 に4o 
そ人 木ﾡの中小ﾡﾡ所相 ﾡ を 变制 的に 称加組 合 に如 人 しめ 

保林組合に対レ てﾡ区額台反の灰ﾡに対するﾡ業系依の表 

務2課したのてある- レかしこの納及る支叩率夕かこャ2次大 

への成時過ﾡにおげる杯ﾡﾡﾡ妥の激ﾡと. これがﾡ係の時 

代的野謂ノ二より ての紀名容垣ダる二となく終ﾡをaえ. 座 

和2ノエﾡよりﾡ乙領ら業務は夫ﾡはうルたべ. 時の滋に 

引ずきぬ 咲ﾡ ﾡ希受のﾡ張に よってさらに泊ﾡそかけ.っい= 

有名爆天なものと さっ たのてろる.

かく て政中沢万のﾡによるが国ﾡﾡの沼れに対ペ ン. る 

ﾡの侵共 ﾡ休海ﾡの合ﾡ化と工係全ﾡﾡのﾡﾡそはかり 

1っ て国民済像炎へのほ2飛 <べ く 状孤施 異の 計国化ブ 国 S 

く 登詳は られ 昭和又4に 浜杯法の状本ﾡ改正が行よル 

ﾡ何 ﾡ杯計ﾡ ﾡ及 が天ﾡさるようには ったのて返る、 

コ) 平依にﾡけrる保ﾡ計垣制のF N ﾡたらい

みの 本係業のﾡﾡ かに Rレ て浜ﾡﾡ※のユ冬き" 

岡く ッ 旧ﾡ素系にかわった新しい系ﾡ計ﾡほの日型は、 

孫休活の*ず産ると系項生産力の査とはか あせて長
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イ ) 林 にっいて

林の巧研ﾡ2宏化方ろ二 とよって 区全済に函すろ二と 

に あ に い この制彦のキ 心 品コういは 中遠のﾡの不

功例 4株と 周ﾡのみ行 によってなさんた み杯の 済支"ﾡ浜 

の天定る 恐理 して 4xるﾡし係孫のだﾡ2ﾡかにコする 

という い わ ゆる 侵 法* 国政 米 の オ/ Rﾡにろっにのて みろ- 

しかし ﾡ品ごは ﾡxした乱り そのみの日本固の話ﾡ引の 

ﾡモ と至済界の辱ﾡによって かくのごとき だ夜的求のﾡ 

2して ﾡ係の3ほ点 と杯ﾡ転項の7ほによるﾡﾡ力 

の塔み之ﾡ・. せ c週エダ全の全き 2函すろ というよ りﾡ社 

的αm業にﾡ験したのてらろ. ナロ 夜情に保み所行百さ 

法的宿丘 に上っ てﾡ欠し に杯ﾡ登の中か ら広系神みはすして 

桜保司ﾡ2級和し 造み み逸 ﾡ山さどの計にﾡ点とみか 

れる 二とになっ二の 乙巧ろ.

(ス) 敢危の計国刑度が氏 公林将ヒ 小セ相杯に及ば•した影 営

イ) 音政ﾡヒレ この整制だ

) ﾡにっい乙

込改ﾡとし z の麻琛計画 の最も 型受び考い / っ ご あ る 

2保N«制、 ﾡ路係ﾡ所相者 さ法0置によって」系し 

ﾡ企ﾡ令祝をため こ 函未勝の属段証区初令朴の%水 

a許可とし こらに保A Nxなと方ﾡの合座化にイする 

よう. 積任的な宿導が氏有林 特に小名石休ﾡ石ﾡに与えら 

れたの Cろる.

このラろ 技床制 限 制友が与 えU 影 管 &久ろヒ ア42おて 

見うれろ ように計各ﾡ及にするa請政置ほび べの 

許可数盛 との A係は高た 4。* ﾡえ z 計ふ限ほにﾡ たはいﾡ 

ﾡとロっている. ニハニヒuﾡ .二所石 百のィ父保- ナ る バ 

的 m E川 と口っ たニ ヒ 以、4、二 しにﾡが記の 心 いの て

ほいかと ﾡらしろ.

ゆ中 店の乱-よっ てな天に欠で し に 住区尺済山 対 

る を速&造伏 を はかる たv 係本計ﾡにBける 直8えa 
タによっ <保杯所行谷山ﾡ灰のﾡ務2 課てらたの cろるゲ 

その5乗と ・て は 這麻府足 面箱 に外 し < そ の天付岡ﾡはのz 
2上ろが沈とはっ. しかレニﾡ杯祀足ﾡ及そ の1の 

の え にKﾡ的場件のよ うにはほらルαい. すなわち 至»曲 

執信の 化 によるぬ杯の 旧 利 在が迨床倉 的 のﾡさい たらし 

た祐果 < pろ とスう が改ョ ナるヒ 思4.れるの てあろ.

了 孫杯 計島 判の果

一仮に、繁におけろ生ﾡ山が長い と いう特奈性グら して. 球 

休に対す る施繁の 効ﾡは ボヨ呉い 即 面 a そてネVてえこれるも 

のて た > こ 歌杯計画；W浜 の 成果は 全く 将系にこ そ山ﾡ チべさ1 
の)てのる しかしながらャ/ ﾡの$刀年をそし . とら に 木N明 

に入っても既に4力坪旨るmえたわけて こ の 制殮か、わが8 の 
床東底 天 エ ヒの程次 の効ﾡをし たら したかを 検 してスるいのと 

する.

ﾡ深改求と して の規整制及につい てはﾡ述し ﾡと ニろ 乙p る o" 
沖2 ジ及に万いてﾡらんるよう に保は師花 年以と以ﾡに 

比して人さは 変化は見 られほい.

しかレ ながらア4 表にみけ る植 の向区という点っ いて= 

の派俊2岩に戯合に. Nロス4 年以ﾡﾡ又上系し cることが 

みとのられる. レハレニのﾡがべきﾡ向としての成玉こ 全ﾡ的 

に 係杯 島ﾡほのそれよる ものてあろとこする二とは ごき よ 

い- 何敢な ら は ぞれば 主とLて封ミず 乱 以来 成此才 での 木切価科の 

高 総に よ ろ ﾡ係の宿 利 性がもたら レたﾡムき欲の の寒て5 
一 万にいてu の最林神切ク ﾡポによるみ得が宏 くﾡってカろ 

るをﾡすにはいかない- ビルにレてい 保灰計島 2乱い く 运
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杯だﾡのき&に経召のﾡ術活ほによる効ポは. 更生かし とおく～ 

け に は い かはい.

その他ﾡ杯計ﾡ測だのﾡ采ヒレ て は 消受のほい保みB征が行 

ロれたニとによ,て 言億 み長はなど伝称ﾡ娠の品7
は把ﾡが系た二とてり さらにまにﾡ山 麻乱はビのきﾡ栄 

を 統 合的に計画 寸 ることによっ てメ下ﾡ色の効年M i 夕かっ 

Cニとこよっ c ﾡにみヒしての休ﾡの品5I-ろ利並を 

ﾡ杯所有ﾡにもた ら した ニヒがこのﾡえの大さ ﾡrスﾡと いえろ の 

乙 ないだ ろ ろか。

女 乐冰 r 回 ヘ 点 の a ﾡミじ今 内 のり 5

(/) 計画惻度の)句残意

浜杯ﾡは浜質の総ﾡ考る 2目的とし たﾡぬﾡ2駐5 
とレ < おり. 旅林生たの具体時ﾡい 手ご-nる 高、称所宿ﾡ に 対丁 

るそき計ﾡのﾡはいレ そき号はのﾡ.-っ といろ,機 

別そごの店号こエ リ疯应 格 ・ こ 2函あ回ビレ<の •登 双 れ 

系 とrじッニェ イ ト car週率品 ﾡ位送ブろ ニヒ か・ そ体の 

同起にとどまら アﾡ以系 2確住ろにの.ニb 受 のではm 
い か- 製行 <2石杯そ ラ r か(-v きムラ 手段くあ 

・ の民石休いノのる度ぶ栄にっいて t同休のﾡ及がとら 

れろべきではないだろうか- またすレれ点計品必ﾡ4め 

陽総計のヒ して 性ﾡ承 w 目内 を保行 していない- しかし 灰ﾡ 

ﾡの希受の不ﾡ質に対処す ろた ア2 融然回 かし基/メ 

立不根が計ﾡ P品:たのニーが ﾡ猛はﾡ添ま互とﾡ始計 

ﾡのよ り 不ム乗み感盤 が. ・のれるこヒによって -っの 

多がd=た1のくあるヒいえるが a ほ出月 には 内 ゲろ 

る と ほわル る.

次にﾡﾡﾡほのP e 3 ・系とこいろ ﾡ モ 動全aス ひ・ 

利用4ﾡ令ﾡっいて t 不砕のﾡ妥ﾡ造のあ火に伴しぶﾡか
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&下してき つつあ る の で 国 検 計の 心耍 がら る の では さ い ごろラ 

か・ さらにはきぷバにする系ﾡﾡ制タ に っいて. 系 

のﾡな及上字ぷ物込 とのパ伝 奥mﾡのﾡx まそ亭し 

たﾡ合 まﾡﾡ泳杯系の生令からしてﾡの至は4. ﾡ召ﾡに 

后 干の 心理 氏Hk練顺别 冬生せレめて い る以上 ﾡ&店号行政の

資付に対し て 大さ ロ降きと Gらさる と得ばいαどの点か らせ 

あ慮レ た合 - & •探 規整 は今名 u は話 ナべき るかとろか 

jﾡが存る.

上のﾡ点は 深計回ﾡ及をマクロそﾡ計のﾡ面とミ 

クロ 的個別 安いはﾡﾡ的そ済計過の ﾡ物面から 汚えたﾡ合に 

今後の動ﾡ及の 功 万と し て の超2促ﾡミるのて ない 

ごろ っか.

t2) 今後のﾡ杯計ﾡ別展のあ ろ

今ゆの示林計品判及は杯ﾡそ海計風ヒレて 国ほそﾡからの 

請 と,は別 そき回 の ﾡ 乙 の ※ﾡの 手段としくの 受 o みゅ 

る回民そ済的れとﾡﾡそご利るのﾡ向工のう向にゝ っ < 

いかな ITルロら さい と恐う. その ため に は珠林計 期日置源 訳 

査 ﾡ給計力ﾡさﾡ盤として これにいと<政垣五針 

及びこらも汚ポるみいﾡマダ 改m 「さての内冬 と すぺ き 

ごpろっ- そ のス杯以に ふIる書ほ的ﾡ攻にそったい。てあ 

ろう. しかしﾡ知には個烈委き利基と国氏釜 オ 量との印にギ 

ャ ッ フ が存 するのて巧るからそこには 何等 かの 規後の父翌 は ※ 

め さる をﾡない乙みあろう。

孫林組合

V/ ) 現付 細合ﾡ立のだ« と左

名火○正の系ﾡ速によって ばじめて法的4式る之
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ラニ 、へﾡヨエ そ ) J) <2故におい< ろ、い交ﾡ三 

たどっ/ ゲ. ミ の 大手 本組ぐ頃て あっことみ とた支 

えのろ まい ニ」ラ にﾡいに史と担2えた公なd名合い ほ 

に対〜て 出和:ッ «い-し/にﾡ広ﾡの改エビﾡして 

みモ内なが常 一のばったのてめろ. ニル小ﾡ役の 国己ェ化 

のマに性々う請ヒ 西出心 した疎応組合言侨し対丁ら朮刊. = 

・ン-砲系え aえ の 次 正 に 輝 っ 浜組 台 の) r レいヌ割の発ﾡヒ い 

ラうほにてっ< お流べﾡa らんた- 好句 2今年 GiQ より 

保休支 交正 に卜「ムステー トメ ントかられ/ か 設 出g に 

よ略ﾡ的 aawえのﾡ ﾡ0作し ﾡ6ﾡの引ヒ し 

てﾡせ引えの -本"&ヒ「ろニとに*5ぶ24にのてろろ. こ向 

& 出 付 - 下 ろ 3は台 aニ王 加 へのﾡと iたス しと 3 o 
めっロ が: ふ灰所有者 の系恋 とッ係 4ろと 伝常求に 月 

I1ムヴが名、役こ cい ろ もに cあろから ふ生起に 

丁る参栗 -製合 ヒしくvﾡ点5ふ、万針の下Iに 緑ﾡの注面 

にA 丁ろ翌ﾡ三じﾡﾡ※として面に公ァニととレ い小ル< 

派通ﾡ程にﾡ点そァく 一ﾡのm同ﾡ合とは性2受に ゅ 

月 組合 ゲ女 R上っにの ご・アろ.

二のﾡﾡ従系の公み法人凶工ﾡ組合便ﾡ5時っ た浜政領e 
は人ﾡ約広業国としての研ﾡ細合.な雪し a今のぶ工立も加入 

比そはし 良由な 所同組台冽/星 ヘヒ ﾡ理 し<行った しかしその天 

はﾡ台の市係化ヒ その消 の防止 ﾡ名図るみきケ ら ﾡﾡの 

タ2によ4 テ組3委委」ヒいうげ宝品手ドえがヒつルににv 多 

ヽ り, 組合は 協同組合 ヒして よに合済系ﾡとし<存ﾡ ﾡほ 

ッラろ 生 と ・ v) 広いま一 へ 杉付する二と とさった 

JニY 伝-ろ若ﾡについ こ 同#合とレて名 

天受ﾡ そる いるッ) ・ 全F) 夜Q 分ッバ えに ・ミ 全 

にばﾡといごる塁得αいﾡ乙巧る_

ユ ﾡ杯組合のﾡ破のﾡと 点

() 組合の教立状ﾡ

昭和 ス 4 平のﾡ林法改正以未 系休組合数はﾡ年加を続 

け. 2?タ未においては $.25ァ組合と浜組ﾡの最Sで 

あったか その依は市町付の合林促に伴いﾡ合向の合ﾡゲ 

行われ Jス年ほ未においては44 ○4組合に ﾡ少 している.

今店2 おい て も 森林組合ﾡ天対ﾡにい とずき王ご重盤の 

底立の置よハ 合併 を因っているのて、 組 合 数は さらに 浜少す 

るしのと ﾡあれる.

ia) 組合貝所石ﾡ杯面の永ﾡ

紅合地区内のﾡ合ほ所石保卒面根は氏石休品面積のクsク に 

あたる/◇クガ心くてろ" 組合良所有のﾡ計浜杯ﾡﾡのﾡ

ﾡ別状況2組合牧によってると /eoea以ス下の組合が 

ジ2 Z. cee- W cee イ～ の他合か </ % ﾡリ が oooko
以上の製合となっていて ノ 組合の平均 的 領 は 2¢ クク イ 人 

程えてある. 一由に森林組合のﾡ正規秋は occんヒu 
わルており したびって組合の不浪は. ﾡほ星ﾡのﾡいﾡ田 

合が逃ユし ている点にﾡ因べあるヒ考えられる. 扱近のa合 

合年のﾡﾡ も この そ送ﾡのﾡtとえ エし て 壬常 里銀 の 確

aかろっとするいのてろる.

V 組合加入状況

孫杯所有者の☆合加入状ゐ J区内緑ﾡ所有者約とPとみ、 

のラら <P に功にる台 /クS 万 へ か組合 に入している. こ 

の 加入 条はes o 未ﾡの 愛細 所有者が 4 であるのて 

ニ の 致偵 に影径されて 全休 ヒして率にほっ ているかのよう 

にス え る.

ま た ﾡの統計内対応2行 ったﾡ果 によれば係杯の冬細 

所有者は砲んど思業者てあるが 中ﾡ以上の所有者は非摂 

ﾡ召 のa合 がふ えてくろ 傾がp る .
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二 ﾡ合の 商広

を行杯の所行えﾡ列広は ﾡの統計分介く所らか、にした 

m< そ の所石にはーカに おいて よ出み救の式系ﾡの品 

林所有 ﾡと万 少級 の人キふ床所石 ﾡとえ立っていろのが4 
きてある.

この 所有 の にの 代 任 は 杯さ 合 ラ 町r行 のﾡ係の堀 

ﾡ汎ﾡをんてもげ峰設のらろ アなわ方 区際浜ﾡ所 

有ﾡのううヤく2*が組合力入百ぐの このうら なあ/以 
未ﾡのホ有岩 がe メ%をめ、/イ&〜/2i夫 ;ﾡ ク mr有者 ゲ «ラ%、 
/クな&y上 の M•弱 ラが フ ろくなっているのに対し有 初 涙ラ の 

画ス式差のまぼェ心なLく光. 33 4/ となっるおり3会汽おいマご ア苫戸性どﾡﾡ 
が著い、ことがわかる,ミの8はﾡダさ注の ﾡ任としまっ て組合利交 

の上にしヨﾡ大きな致ﾡるれたらするのといえよう. 合の 

協ほる2胡ﾡレ そテ費系2次レ こゅく にいには. 4合員 

荷成!にっいてﾡうの号ののろう. ニルに尚ﾡナる2 3の内 

場点をるえ ば

V) そa所有ﾡアのっら25イ 不云の所行君はか入季九く

かっ 現ﾡのq台のﾡえしほい二とから 二の台ハ入谷 

2いかに反扱うかﾡする愛かﾡろう- なお 又クん 

天溺 のしのについてし 程度 の2二そ めルじよラロニ とがい 

えるヒ恐う- もラみん二らﾡﾡ所石否のそき意悠るもリ上

てく にめにﾡ合継法 ヒ投茶生送とのI& も当なﾡさ 

ルろ愛があろう.

i 平院デ (スe 、*oた) 組台れ円の平移とおえら 

れ 杯、ﾡの委済性G上のﾡ性 号任ともいとぷのこル 

今彼行政求の点 3向「る信デ と しうえ ルろからス s計 の 
( 愛 が のろラ

uii) 大ﾡﾡ片信区/は 根に名ご可ﾡ山ﾡ似くあるから 納 

ﾡ組合の任格ﾡと も 同垣 レ C 不の 吸 が 弭 のられ よう.

ホ) 夕 国 秋は / 組合 平ア 人 乙あ ろか そのうラら向ﾡﾡ ばノん

一 71 —— 
組台 全組合のゞ。%ゝ がﾡしこい%に幽さデ 六ﾡ分の細 

合 は 的 初及员 纟 / •名 I 应いていない 二の盛からも. &済団体 

とレこの 予ボ訴句の試者さか同』さルろ.

フミIに -形板ほ-っいてろヒ 総数約ぶevへ さのっ 

5 " そ云 aはフ〜*< u 町 r*または 高番の ﾡaが 資み 

していろ ・

マ従広Z家武レ こいるな合は総ﾡ合の フ。w にらこるα& 
組合て巧" また奪たの長府司S試ﾡしてい る基ぐ は zなッィ 

ﾡ合、Sク)である。 しがって、 ※ﾡ"広良のえ 來は名 

合の眼穴を■かる上において城安/ユニヒに考之られ る.

・う' 麻林組合の 財務 のﾡ と座

M)減金

2 年設木 に おける / 合ヨ りボ締額は«2 万円 乙 

そのうﾡ仏 へ済西 M 〜< にろたろ〜2るH ご る. しかし 

こ 儿 を 必 ら得 金 領 2 o 百h求満の 組 合 がﾡ部 台のふ念 

ニルに22万 末酒 タxるヒ 4シ *にすろ 政にア4. 
ニ てば在のそ済ﾡ下においては この 注 及の自 己護本 

てﾡﾡてそ浜ﾡﾡ2行うニとは国ﾡて巧ろ 二のため日己※ 

本のえ天がル冬て巧ろ うと め)らろ ・ しかし ニルには 用 当 

の9ガ がル珍 てp ろう-

、コ) ﾡ余会およ内ﾡ矢金

・れ1ジー:ﾡ受未にみTるﾡ糸名令生合る 祉合の3 
44ゆを占の. /ﾡ合平ゞ/万田で巧 ﾡ矢金名生ﾡ台 

ばグ*乏5め / 合 当リ平ﾡス/ とっている.

・火) 保杯組色 のﾡ栄の以と 内点、

M) ﾡ合河号引業

表膚寺者祭 糸杯組台 の 須申 ※としてﾡ項し こい

か この翌ﾡの王U組合司 ク系、ﾡ、そ 送の合理化のための
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術 ごろ る ・

ニ ル がルﾡのﾡとてる術ほいラに 号術ほ 

がう〜3へ Cpるから. ﾡデジス以3弘のマ々SJハにぬ 

すルばろいが ノ人上試這していろﾡ台全のづタ%

(2 ダク 組合 ) て- ワろ か ら なお租 当 数の経合の宿守佐 

の 不 生植 は旅曜 に遗か れ z いる双にある.

二の軍ボのににっいて は. 今ﾡぶすべき 1短 点も23 
ある.

) 系床計ﾡとﾡﾡﾡ合そ多※との内係るヒうすろの. すにか 

ち 孫計占のえ はい かは るみ循 ま て周 の云 おい <行 

う か 二 の 血i= Pいて公 炎 と セ そﾡの ﾡとどよラぷ 

登 テる か零 «

(i) ﾡﾡﾡﾡ業 と必系み みきほ予業 との戻係をどうすろか 

v) 市町河寺 の当 すべき何改示ﾡﾡ務が図ﾡご手玄予のた 

の ﾡ合にシワ各はさル組合及知版良のﾡるﾡく するﾡ日 

が認の シルるのて こルのあﾡ 2 に ﾡ討して4a 使君 

が a いか

(a) 主数そﾡ乳茶

l 2えにろける 各ﾡﾡ別の ※行組台ﾡ辻 a8負合 

iしﾡ面生ﾡはご今。*の組合の. 砕ﾡはP2 諏売 

はうクみ 研買ク«ク». m工裂授多2※て必って 付 

組合の/組合平均坂は ﾡ面生ﾡ32/+a 杯、ﾡzゞさのイ4 
販売 ろ・テ<ノ イu. ムクe 4 ﾡ工ﾡ <42Z 4u <
pa. 以工ﾡ銀合い主表は栄の及ペてあるが この※ﾡ 

次-節の傾ほﾡ座 4台 を 除 いて は u こす し九迫ﾡ点 もの 

とはいえ ほ い .

経そ済ﾡ求上 の a ﾡ点

o) 系研組合の 証落 率 ま そﾡﾡに チ ろﾡのにﾡ求猛さ 大 レ 

ほければ、ならない そのだのには保係ﾡ合とﾡ合百とのﾡどっ
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き2公化丁ろ 万ﾡ 5似伝的 検部 さなけれさらない.

&) M和マくデの株林法にﾡいても. 非そ済的ﾡ栄びﾡる永目 

ﾡ 乳ﾡべルﾡ ﾡ業とs そﾡﾡ系は促風的に飛こさ 乙い 

る. しかレ耐玉のごとく系ﾡ組合の不ﾡを支収丁るたのには. 

い デル に 氏 休(a 今の ﾡ点名 もとる べさ かが 保林細合 の住 恐出と 

ﾡユすこ 冋頃に ど ル なIt はな らuいにろう.

C) そﾡﾡﾡの浩ﾡ化のた»には. 函金ぐりこの他に万いて組 

合以のア性の向盟がててくるのて ごの取ﾡが向ﾡと☆るア 

ろ ラ n

2) ﾡ系室をﾡ大させるた め福目合地区のﾡ大の理性が検許さ 

れはIルうﾡい だろっ-

( 生ﾡﾡ合のﾡ状と路点

(イ) 王ﾡ合ﾡのﾡ立.

生産組合 の 制度 は. 孫杯ﾡにﾡ有のそ言が一般的に荘だ 

ﾡﾡ乙ろるニヒ ぶ杯そﾡ小ﾡﾡより 天ﾡﾡそある 方か合 

理的そきの 可 だ4生 が扇 いと一に云ノれこい乙子奪より.浜 

旅生ﾡの商話化ご回町ヒレ て 和 24 手のふ林改工にお 

い こ ﾡ改さル しの ごあ る. ニルはﾡ還のﾡ犬五き組合にﾡ 

するしのヒ いえるが.王 差ﾡ台日 車 が探 寂与 所有 レ 組合が 

中バにはっ C省合目のの力の下二2そSす2 ocpる 

尽グﾡ※ヒる.

r) 主ﾡ4合の現ボ

生定(合数町ﾡﾡ ク 及末て:〜: x 必2の生た組念 

■ 第得 林時の殺 の の 悪め るれ だも が名 く 甲に役近の 市a本 

合2 楽 として 天区報※ﾡ杯ずてあ っ たﾡm動不看ぬコ 

が評ﾡ戻の該 に し た王ﾡ経合に恩信ぬﾡ した のが参 い
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4 研骨ﾡ立 びに金ヌ 」及

/) 颓訪 細歷

・テ) ﾡ ﾡ、ﾡ助 : 受の区号

神動えは、 ほ杏に対レ ほ岳の-引2店金とし<そ 

ﾡテるものてある- ﾡ町のネほとなろのは. 承叫としてaね 

率京、天が下ﾡ登判系2念む) のみての 保ﾡﾡ業 

永次休危政申求に ち る不/の FA がﾡのシ ほに広っ こい 

るに ナきない が ニッ#熟が«午及さしっ てっさらルろ 

ニとにっていろの て 昭 J 今 狂は新規手 業のみスに限 

4 るニ ヒとはろ.

<のﾡﾡは中ﾡのﾡ類にって呉り 公ﾡ性の小 申 

ﾡのえ易. そﾡ任のか、aどE考営 し て次のよラに 区分さ 

て い る.

新ﾡの<クん ◇ 御迫行 o
ク どe% 42 名 ◇ /○

水深 杯表成 新垣度ほびア 
バ刈」台の /のッや

ク ・ 4

国 子

夏 n a そ

m科ロ子

aセ千

需 考

(/) 林ンとは

する= と・rなっこいる- し/がっ て 来頃細油動幸は長& 

ハふ8から該 a 2.2ま ての 'をuっ ニとにαる.

た称ﾡ

& 分 係み、

ﾡほ杯 4o
な天重林 ラ 

日契幸ﾡ さ。以W
ﾡ四 試ﾡ trハー /S以ロ

人 工ﾡの ィﾡﾡ、セ に対す る林で 5
大林とは天然生林のイ林跡tセ ヌ ほ承野に対する林である

ロ ﾡﾡ求とu. 執系の性体え工又秀的高条事円のたの 

車 来 の天行かu Aぐろ ・ モの確 上* に 強力な助成を父 

受とするのっいて 砕好投宮 の 系=受た番ボるい 

う.

tう) ﾡJ試強とは. 英 地我近の 歌 ﾡa々マのほ杯地にっいて 

他利領 事東の難め、 氏杯、及:5ヨにより)加ﾡ生行うもの乙

上のラカ ﾡ思係則み民 ネ虐. 及び防笑林農成の 

浦助率は全： く一率 ご： 個々の賃ﾡのﾡにたじてﾡ差3庶 

る二とは秒えっれないが 一 紋 殯孤 の 肅M萃 ・イ教) ,ユ

平ﾡの神助率る示すしのとの ﾡ休の運用にヨっては 次 

の役え受額によ. 復杯町相 平来の難易 公ﾡ住のﾡ小寺 

に入 じ ての ※優 ﾡ助幸にそれそれﾡﾡ sパする 二 とに町っ 

ている.

ナなわろ ずﾡ年術ﾡ不界Zに」 ﾡn. ﾡ杯恵のﾡ 

加 ﾡ砕行にﾡそほ、m1う行2訓味したﾡ辛的高ﾡ秋経 

食 ) そﾡの. こ にの 程ﾡ数を柔い ごﾡ名貴る し、 

さらに こ役ﾡそ傾に 平内 神平のﾡ をﾡしど町須をﾡ定

ア る・

なお 党』研前2は深剛ﾡには全てのﾡ孫若にス付さハろ 

ことに高っているべ 実凝の重用方 針 ヒし て は. 合求的に慶 

宮さていろ- 大京ﾡ所ﾡ、所石者の宣杯ﾡ求には ※訓金に

とく 隊ほの利Hをヌし そﾡに小ルﾡ、爆aとし 

こ/タ少以下) のﾡ杯、担求にシレて 神め金のそ付をしな 

いニピにレていろ. ニのように 大常ﾡの所行召にﾡﾡ規 

の利用 を励 乗 し こい ろの せ 粉の 動 向 ヒ 千項上 の)サu G 二冢 

くしのてあり /及多下の座旅ﾡに神U会を女しない遂 

所名 とっているのは i#方のxaiれ化 ヒ 冬細ﾡ助の形ぎさ 

さけラ とし一しのて ルし反給的秘のあろしの ごな 

い ・
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し“)情 不木 ネ下 ヨ 洞のラ超条

a) 神骨め年のi A
ﾡﾡﾡに7レては もいえか受てろり このそ白書 

助不は刻てろるが 天係のﾡにっC ﾡこ係数5伏 

ってﾡ良ﾡ助年のﾡ登2行っているのて み4&ヘタシ a 
く.zaにる三ヒにらえしたと二ろ乙功ろ- ニル内ら E 
杯地 のに脚 しにﾡ工な研めキの交受 ごpる.

豊杯率 業 に河「す る 不 金 制及 の向2 ..(/) の 垣の 改 求の 

ﾡ史のﾡご認げしたﾡり 8和14年からぐ功るが。 戰 便 の不 

ﾡ的ﾡ杯確ﾡのﾡﾡにﾡいてば 和 <夕乙は一 季にs 
ﾡ反かろっ て Hgオマクギ全っ こ 4 段I と仃 ったが 現近 

の 基 ﾡ歌 琴によろ運用はさしていかった. しかしながら 

引/ほ2しっ 乙 我彼の 木 済 道 正出 の 齊 沢 か"% レ 、ﾡ大杯 

2こ込 と し ﾡぶ磁的督次み犬の&が学ぷこ るように u» 
ﾡ行のﾡに行v たのてあるが 現4の)平均神訓早4ﾡ(に 
対し< が石いに沼ﾡ右のぬ判かてている税てろる。 

丁αカ. プ队争 禁 の 為耍任 と どの低利 任から. 初め本を 

に 上< スタ 当ドの 今ヨ # 乙Jy、とも は 4帝 さナへきと 

あるというニヒてろる.

振林宅系の平内部V支計ﾡろしてみると. 次のようて術ﾡ 

をポすニヒがてうる. )なカラ 及不软本の神助 を う rrた 上 

乙 約今分 今電のﾡり ヒなるニと そスヌ計算云ほ示 しくい 

る. さらに これにに所得や続税令の及受子貴交見ムん 

でいはいのみな ら ず: 企求 のきもーワ らム んていない」 

しﾡがっ 乙 ニんては一ﾡ武さ足ﾡ領金の利リに 北販ば 

ない という編八に点っ ている-

しかレRら. 現行のﾡ季が友ヨてろるかるかの利断はな 

か なか 西ﾡでみり 理請的にこれそ走のる力法レだなかな 

か兄当 らない.実『どのﾡ度の神ﾡ変すれば林の才度に徴立→かか内』 

Cﾡみろ ・ »が国の-ﾡ灰に対するﾡ助辛は ーロベ語 

l (天杯新ﾡﾡの 今3程及) くら ご い < ら か伝キ こ あ ろが 

こルを 所:の こ玉の たﾡaはばば話示パに7 当ァ 

るのど: 自承テカ 2王Mとる小ﾡ昼アの多いル が の) え 

ﾡﾡにおいては. 不T分はがうも六体において 百的るﾡす 

の乙はていかと も ほ右 さ る.

しかレはみか 与訟のある ヒ二 ろ も 及※の劇ﾡとし<理ﾡ 

ルろのて 今ﾡの試騒として十分ﾡきし 福ﾡ幸の通正悠 

るるべき ぐpろっ。

b) 田宣にぶする神 ﾡえ のX
成行 の- 敵帳みねめ金は ﾡえ状数にﾡっ Cﾡ定生っIr、

大ﾡかは半均 <4. 西ﾡ林には平内マ4 の神t&行 

っている. ニル ﾡ大ﾡ砕ヒﾡの価金は要ﾡのゝの 

乙乃るか切き印ﾡさ王アるにヨり しか九 ﾡ巧のﾡ合には 

代 探に. よ って当の 取入 a ら r< かり 以ア坂助 &うHさく 

ヒbS休てきろそ済力とあろ=と た . 大 

E杯に く べて 従ﾡ的にり 形術的 に し え か•者 身 てp,ル 環 

昇上 も測 に有 ぐp ろことなどの点から. 国には助の 

対察から ﾡ外ブべ き こち ろという好がてている. しかしなが 

ら. 改的登せ及のね点 計ﾡ区撃行上の術及宿ヨR函ほ 

豊杯者 ")みのヨなと からみ るァ合 政大ﾡムと 分 逸 して 

引えろ 二とはてき い 王 の vのて功" ﾡ助季ﾡ奨の 

ﾡさっけろルﾡはみとのCし 次にのべるﾡ田かこ. 福 

地をのグ委性2でだ J&= とucさはいとお之らろ.

イ) 以茶切に置のﾡ及りない

人 す2 不秋ﾡほにヌ処 チ る※求師r品の送行に当 っ< 又 

大臣必の3ﾡはをのて ﾡﾡて あろが この計西ﾡ杯の目ﾡ出 

六体あ5宅王する人工杯、2キコ/ヨ 万) のﾡ応足の 

ﾡはﾡ塩ﾡが市ﾡと～ <ナ:り 天通と表ス-ﾡさず 

しい乙 だ の は果心 意義 しまた 本 承 e いミ ミっもﾡ ※る
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とY)はいっ

a) ハエ休係へが Hで休によ入こ4 山/めて ケ 

く. 切 企-よろ5 い受 乙 ある,

後近. 不材ﾡよ1に比べてﾡ-はってみり 系 

の爪な不足からとら匸亚勝Fるニヒしお之ら/しる”て ふほ 

株ﾡ位ほ ポへ ルろ て・少ゥう という=とてらろ. しハレ ほが 

ら 係系のい っ改ﾡとはに、ﾡ企系V3任慮もに株案 

W入のてa支住(上ﾡﾡ *えは次き寄の不ヌ,さ 

ほし ミら-. 会山品み、りiイ六の大も分が小ﾡと巧ろﾡ 

にからメると会 その五ﾡ 2 ハ なう たのに ふ卜 &ィxす 

るしのび多、 我次以人のう ち から ﾡ食三話係、之ない 

比にご島ろ ﾡﾡ名ﾡﾡ否のヨ互によ. イm ぼ 以 入 を 

点 に攻人 したいは iをかにうろ,二す sはい.

ま に x 探 吹入 から 丁分αた ユ式 る然名があろどき 

c u ・ バし しこル が版称 ほ.=た ご っ ろと はうuい- 

そ済出合理支惑かラ テれは ﾡれの休ﾡ求にﾡ チる 

より しろ孫ﾡ上石列はHの▼系ださる公ﾡ o大 

きい とみるのは※て功 り. 伝うか のべ あ が ・ケしば 

ﾡﾡ杯てあっ てもそ2 主岡&t保テるニとは因C巧る 

と方 そらル ち.

ハ 画宣久制助金は. ・4みに対する国のそ請る表ず手段 

て-の ろ .

福 助 金 の 不 便 的 存味よ 国※の忌志表示 c-あ って こルる 

av Cﾡ杯有 ia. 起永の丘久に対ナる受ﾡ と感じとっ こいろ 

の て-らっ て ﾡかにﾡ木家はそ以下の 神助金女付 によ っ 

こ 旅、ﾡﾡへの番手る沢念るのてyる。 こッ更にかい 

て. ﾡ人住と承ﾡみの)ﾡ夕はクリ えない-

以エu 国必に対するス山のル段在にっいてﾡ必した

-にはだ 品ﾡﾡ神動金 は. ﾡ資に 切 り 区 え 
弟もある. しかしながら, 大規桜存林戸計有若に対 
かムYLて. 全的に切りﾡえるこは次のよラ 
切にはいえない.

が
ラ
も
遊 

る
いZ

で 

あx
d

由 

窘

て

理
 

の
て•
し
な
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(イ) 現の 建み瓶風制反: 二お 打る ﾡバ冬件に おい <は. す 

によろゅ区え合をみ府金」スト4分4ﾡ ( 改金星甲を金 

と休報で利季女々ﾡ とッﾡﾡのス じラえ 乙 計系 しても 

現のﾡ吉区預の金以上のとαリ. 将茶 磁金ﾡさこ 

るとてい そのバの2ﾡ3方えれほ 奴海の立戚ヒレて 

効率 騎七ほい え ない, してがって 再ﾡにっいてﾡではして 

よいか 通如ュ 不可という 論理 は成立 いない.

a) 工J危休くについ<ﾡ林ﾡ列にみると 1涙 

一町ﾡ以下ハしのノが両C 4o, 宣砕吾ﾡてァ3み ・占て 

おり これ・人引分は数系がガ々ﾡ乱の形る 支系族握 

B9てア c 緊 ミハ こ いる ﾡ s示すれの とあるこのような 

使ﾡが 殿ﾡをうハ て ﾡ杯しエラ ビとは考えられ ない. 

丁なら わ か*孫の 不時 の用 ぼのたv). 冠ﾡと いう長ﾡの 

ﾡ金2従して恒みナるとは分えらルはいところでのって 私 

ﾡにみいく予定の各孤理由からもまた ﾡﾡグ功2 
といえる,

い) 小規ﾡ長林石が、 ェ作さなしくいる見来るほﾡして会 

面的にﾡﾡにき りかえたﾡ合ば こル り 小跳 僕足 直 点 =利甲 

さんy 司はﾡ込ﾡﾡのみ別えビてり 経ご的に確

しﾡﾡ後ﾡボのみか ほによる国系の孫切2うHる 

ニとにり 社 公的に好ま レい g ﾡ と らい と選イろ 

c) ar A何 呉毛ﾡﾡ書ﾡ区なの題.

ﾡ行のﾡめ金ﾡ及乙は 国三a 果-ﾡてﾡ助全5分。

、ハ、 しかし、 ﾡのを方ﾡ程例タとっているが 地方ら8 
の品旧かう ニルこふ«ﾡにみめ」 さらにﾡのﾡ担分をﾡ 

減丁さ 乙功る ヒいうきかある。

こは. いナしてし 県のﾡ分の翌浜る月的上「る 

vのぐあるが 底孫ﾡ栄の系的公求2弘ﾡしる 回ふ 

神i金を女すると Iaus に 県にし てもより 昼お的さ公、 

93オ/ねなうろと いうﾡ=よっ て 病ﾡェとレ て いえ
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み て いIに - 演 ﾡ別2 とこと 不ヨと るえら 

今. しハレから 4今. 地万政ﾡのみ少のロ女はめっに 

とはいえ 「分どuい乙ない同信において . i6ぱ行のa 
乏ﾡッこ、 ご ノー ば 万ヒレ <今ほころべしのびあろ 

う,し 巣のﾡラほﾡ季る軽 する 二、乙 が 林為 = 

するﾡ財年の4下* なって呉えわれては杯ポ

ヌ各体 の 注 支 2 らテニととろの)て ﾡの 词出 a 座;

ろ分にっいて .. & 次 国 が倉 ぼをレ c く店基がヒろ二

とが委訴さハろ

ゴ だ 一方1ノ 千支以ﾡ 申菜 m画行見 の公個

の河求外こにっ こいろが に杯、ﾡ求のﾡﾡ性並たら』性 

2考ほずゐ場合 そ例ﾡ型のどなのﾡとの族において 

令に 十分 陀白 しさ rるべさ同ﾡビるえらる.

(d) 小減昼林二対するネ以制ほのバ選

飛のスB前尽はﾡ氏したように でのﾡだにらにっこは 

のて小、ﾡﾡ の塩杯百 ( ﾡ頃 ヒしてー及を紫渇>に尚金さ 

レ高 いﾡ請 とって いるが・ これにっ いて はﾡ ﾡi rテ店る 

恐ッ は い 71)i-い かGい.

こ儿二度次杳 は経清力 に とずしく ﾡ会改上から立ルは 

かそって 手いス助ミ受 するLみらルるたハに 点がp/) 
単 ﾡにﾡんかの 研切 ﾡをとるべこ てpる- こル らは 研助 

2実祀ケるにあたって、 多ﾡの引計動るﾡし 且っﾡ工検在と 

行 っ て庶認&さ受する号の求ァと 申務 止か らの制的立にるa 衛助 

合のきをそろたの号の確由から 万止むと特得ずとられていろ 

ものごスろが 今方は. テﾡと人的品置の良上ごﾡしこ 単挖 

ﾡ力2 向上ミ t.-う に垣原町不のへ予 a8み組合学 &mu 
Cウっ はん相ﾡレ ・は極的にﾡ木を次付するﾡ及の新救者 

の7番&と るべ き し のとおえる.
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ビ) ボ助カ千ﾡ手加る上 の)I向 殖

ね a / 中タキ ての 置 杯、 業の 里尽は、技寸袋の形凡 はﾡ砕 

未消 名 の 爆 旧 に ﾡされていたが. 二の禄がﾡ和 3 パ チ&木 

&もっ て一忘のえ込るみの乙 8813マゴ/からは に天 

ズれれの印ﾡ 称 野改生ﾡにぶする大ほ反に丞点が 

行ししﾡ任に至っこいろ: しかし ニッにのにﾡ年助ほる登丁 

る引分 が強 入レ ほっ ﾡ所ﾡ の 奥 用,と によ I) 五生 も ﾡ人すろ 

のて 奨に平位面ﾡヨハ 平内神助価るﾡ密する受がらる.

にまた ﾡ及 不数が図任 ペンク本2ﾡポ とレてぶえしている 

が 杯求偏の少 耐写の委化、 ﾡは挙向目9基付け等し 

次オに確花本称は道ﾡの傾向にある。 したがって これなﾡえ 

はかに原 入れる ﾡ合は. さらに ﾡ助五43な受する u の 

と方えらるの乙、 索の内老ビﾡ の 杉と ヒも にa正aJ 
4 & 保点 チべき も のと.6えらル ろ-

(/i) 1・ﾡえロカ株、ﾡ

). ﾡ 琴

K有林2 南ﾡする ため林嵐手茶 に対し 百 車オヌがテわれたのは大王夕 

年えかつてあろ. 当初は ふﾡ令ﾡの宅業対条とレて行わ 

れていたが ク年えから数差孫の救済号ﾡと してが点が 

尿上シル 府異M蛇科通の 聿第 もぞの衣乐ヒなった. ま戸 

西花?ダ～ /ク年及には 冷ﾡﾡ意対ﾡとレて時動みﾡ菜 

が行うれ I令乳求はﾡ度し その 初弃 も 八 ぎ かった. しか 

しがら 二れらの業はどれい今ヨからスルは を の 置機 

にかいて限とく 面务林亜の圆を 脱しなかった. そのﾡ み 

信が米 旧 して 統王区材 の噂がﾡf される =した がい ニ 

が確係のた め) の)全西国解員 担による杯盛談がﾡ行さ hた
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萩依におい て は 千重制夕がら 交さ?し 公系ﾡ京ﾡビいう パ 

あに5ら uがシ欧神助るるのにふさィしし 

の 登択ヒ この A助の返 こは同ポ J, 沢足、 い て みぶがそa
にゲ 氏国中 東 :同M衽两•に•0唉な王北範駁とル, り 伝 

マ、ハみ上a工休全止 a数しいレく公ﾡ申え二 

えらたのてル,

ﾡg才 z- 旦比 の) ク グ反石 P 伝杯、の況 は 全 

4 % 全< ・ ゲボ だ 林 て・ ク り). ニルらv

み、研、り 邱 充 は 不みのﾡ守54昼上に &ッ) て 受 cp っ. デ 

/オ 型山地やv夕ﾡ-中にゐべさル ﾡﾡいこ 

い「ゲ ー方後の似*なハﾡ受はﾡの一. ったた 

m ますます12げxの7えr このス&としく呉末ﾡ 

・-公段せによっ く材ユ2シし 山ﾡ京のそ河は&裕六 

してロエの保会 不クの的なう工地利の及2引計る 

ニ と が< に必要 と ミたの 乙pる.

. そに 年え以ﾡﾡﾡ似天冬ヶにおいC 日 

泳、女系の一ﾡにし ミ A以の密立さしの c ある。 

yxaへﾡ改登のほ ぐるしいﾡ化必い 一広し に計当 

しと にえ行さ 4v Goっ = ,

座gﾡZ4年に み杯逃ヶみ正ミ ﾡﾡ計ﾡゲ ﾡの賃 に月 

て r画りにﾡされる二とにに ニいさより 係休、泳の 

経ﾡﾡと不泊 帝キにんし うろ 王たを の) A そ 14 か る .ニ ッ 

未究叫ﾡ にぶ ろ 林にﾡ 冬 ほ&に え し 浜林シ過い 出 

ﾡ実2計 るべ く 林 /。 "千計 o"た さル にのて ら 

る しかし こ計画し政上の出と W3ロ22-て 

に全佐汁品 " クを実ﾡしたにするはかっ だ.

昭れふ。度に:含1そ済とカ王計品がﾡたされ. この-ﾡ 

とし< 民ﾡ係nr品が折り こまたが. シノ年午及の行 

そは当年点の引計動の に ﾡきなのった。

ッ 刈ﾡﾡの8山工た u5計 画 の 委ﾡなどが p っ 

にに" 紐済 ム 力年計品が改5J=ル eにともはっ<休ﾡ 

とカﾡき計ﾡもﾡ知さル 好犯 3 ノ 4より 今年じﾡるっカ年 

計通と しこ あ誓とるし これーヤ と ずい て ﾡ 栄がずすめ ○ " 

に. 和32 不 反 -受り そ済会 風方がr ﾡﾡそﾡ計ど」z 

私立したッて・. ニにいた〜< 体野了ど乃いてしポ沢の木 

材帝合の)9口S夕しつっ ・ 尻巣王足力 の用教M訪ることを 

ほﾡとし<砕ﾡ表叫計冬ﾡ立し・ その一琅として お

及以ﾡ2ブキ1に っいての»、<-ク年き計uそ送ﾡし、 この 

計8にしとっいと判 ※が基さ てさたの 本午ﾡにそり 近 

任の33 火年及のﾡ紙と不必新求の品の竹季の4点とに 

ﾡるえ $年 計画 の全そとその い 条に-師修己 & え 

にの てみ2.

掲行 そに J： しr. M前金の)そバはのとつり 4iわ4 こ 

い る。

・

环道 向 及栄 ネ 財 年

乙 分 研的架(予ﾡにシる)

/う武 -クJK
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し) 岸 ・ 腿
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云 ぶ ・ノ 乙・あろ

ニルらは ﾡ名にはろかに、/Fい致く-あろ- 、の 

ﾡ故別いおそﾡきし <ろヒ 公.ﾡﾡ括の神スし 

狂 ヰ 国動 車 园が娟 かJ,こいろ ニル山ﾡ」力ﾡﾡにする 

請がﾡくてってこた二と テα・反ﾡそも止に5!る出 

▼ 最 ヘ 込そ任がぶ又「一かそっ て w にた. のヒ 思 われる,

し) 今徴Il
み1休通の ・ .

、床、乱のﾡるみると d3和24- ? 千を-グ ヒし 

以彼 承 I 戒の 帽& と 不しっ あるが. こッ うなﾡル岬uの号 

2 2 株 的 バナr/ う ない. 立木( riaigu -夕o 
とす しば iオ ーは→夕:っ ヒロっ <おり ニッようu 
八み崎」. そル,-けﾡえり叱化しうろはすての→て ・

し そこに fォl の 後金 E ※品 は. リ へ 〜一 入 に ﾡ fill
みが 迎 ミ ろとお之らろの pろ.

し "ろ に ﾡ杯aが初曲のみ 乳②上rることのさないと 

い う えホ は いか ろ噂きに しヒずく もめて あ ろ ろか. そ の)

と っ の- ろ ニとuてさない が. 一ゐガ 三れる 

H曲 ヒしごは.
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ﾡ京林量のm桜主体ビ して予支されているの, 翌レしてﾡ 

人であるが, その場合. 採ﾡにのるだけの団ﾡの林かるヨヒめる 

同発し けばロらねいにもかかわらす 森林所有ﾡ以の面から 

制的されて u る.

私林m 有者のビヘ ビ次 ヒして,た し え 低利であ る としてしず 

金を楮 り 入れ,長期同の債等をK担する2しを明ヨロい-

ﾡ在程ﾡのﾡ木ﾡのﾡ上り そは, 浦動合超 しに承算のあう未南 

林分べ 少さくAってさている- あるいに.そのようた 林合 は補町 

球査 に上 り 南発さて い る.

い ずれに しても, ﾡﾡ勝の前談が侍秀している桑西を浦動林 

gLの 肉館 に B い て ﾡ討 し. 林團 Hﾡや戻 とLて. 補町金制 愛 ヒ 

隊ﾡ関 しが買に合理, 有ﾡﾡに位垣づけ=れ堂ﾡされるよう 

矛ﾡする要があ ろう.

)ﾡ要切長

() ﾡ行ﾡ長のﾡ要

道抹争家の助成劇検 と し てﾡ町制ﾡ とﾡ育制民がある2 と 

口ﾡの通りそあるが, ﾡﾡはﾡ町ﾡﾡを手体とし, 補ﾡ町 

aしのヒして破ﾡ制長がヒられている. zれは, 球業 の浜歯 

雌 と総刊ﾡに ﾡ く ﾡ企業ﾡ性由性格込 に ﾡ林通ﾡ が極 め < ハ 

=い (平ﾡ4 反歩程度)ために. ﾡ資の利用を翌ぎない寺の 

各道の理由によ る t のそ あるが. 次 . •オヒ融資条呼の改 

列ある い ほほ 辱& とによ り . >が利 用のをなくしている 

段階*ある.

田和24 耳に長い町ﾡたX林変業へのA利長研音会 

炭始の会べﾡへれ, X林ﾡ業責会隊ﾡ式 ﾡ林求永高金対 

A計ﾡ等の吹係法ぐべ公され、ﾡ林のぬ, 林業ﾡ係で 

■ ■• 商対報 Laり.ま た 為林法 の改正にヒも a って,先；、 

前整育Aも その対受レぬった。cか し陂人一『3 減秋浜栄史 忍
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がﾡ大ﾡ化への要請から, ﾡﾡﾡﾡ同政ﾡ金のﾡ入べﾡﾡし 

aり. ※林渓業金隊公庫表にもヒづいて. 2s軒4頑ﾡ林翼 

ﾡ査金符列合計去によるﾡﾡ を継さ. 麼 株公 庫磁 賈べ 雨 桁 

現な ヒにい たっそいる-

24年以ﾡラ2ﾡ及までのﾡﾡの対験しロる事業に Aエ 

ﾡ救 く 神着 &色む), 天総下ﾡ補整 本木の原行及αﾡメ際 

ﾡビの耐ﾡﾡ談で,食付をうけられる巻口に林禁をきむ者, 緑 

株ﾡ合, 森林ﾡ合直合会 ﾡ業協団ﾡ合であり. そのﾡ付余 

件は ・ ﾡ町災破貢にキとか今星. 非柄町ﾡﾡに4分よル ﾡ便 

ﾡﾡ2。ﾡ以内・ﾡﾡﾡ店よ耳以し8っている- た.ベ 

付金の取長にﾡ付を ラける 君のﾡ垣する羽の3 ﾡ以ﾡヒし , 

ペ付金の ﾡ悠頼に /○ケ四しっている-

・ハレ 8がら. 2のﾡK余ﾡでに植栽 ・ ﾡﾡをﾡっ2保ﾡ 

のためオニ次ﾡﾡを受と寸る時ﾡにある 4年目から . 金 

○A愛をﾡﾡしﾡければならす その財源ぼﾡ林ﾡ入, えの 

他ﾡ林の代採み外 の以入 によ り)妨わた けれにな らロし. 2の 

? と日 ・ ﾡに中小森林所有者ヒ レっズ日, ﾡ業ヨたに短ﾡK 
入ﾡビ してX新経営合理のためにﾡ用されて いる各理費業 

の仕芝を圧日寸る2ヒにBl, ﾡ家密老区入上からも空し 

くﾡいろヒるある. マれは, ﾡ林ﾡﾡのﾡ件にりとづくもの 

であるが, 林茶の長期計置に沿った長ﾡ本計ﾡ の性 の場 

請, さらにに林ﾡ転ﾡをﾡ体ししたﾡ大ﾡ林のﾡﾡのﾡ大等 

の合ﾡの用考を方戻する場合, 今での破務条件を次体にる 

く し て改訂 し , 盛林促 に資する ようヒするこレが, ﾡくﾡ 

望されて たレ2 ろるある-

したがっる ラ4耳度に口Sﾡ暴望されたﾡ世東ﾡﾡ長 

た, ﾡ資ﾡ林の促世をかる2ヒレ8った。なお. -/ 

からﾡ制食 yし そ該けられた市町対有林に対する監林W 
資ロ次の重である- 寸ロわち. 市町村有林ﾡﾡっク4ョ。。 

町歩 で 内府时 村直校経. 皆林巨 ノ&ラシあ»2ﾡﾡ , ﾡ行林そ o
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他分腔林 をしそ山るりの 2& <ce町歩 計 クラタス cc○町で 

あっる, 内ﾡ前に初ﾡ有林にい形の場のがそのほかに.

ク*4～ce町ある。 2の内.直行ﾡ林,水源林ﾡ氏手業夷にる 

の他のか才法によっそﾡに度林されたし のに 4952ee 町ぐ,

冊村自告によ っ そ 盛林さ れたいの が2z .。町るり. 計 

F43cee町べ林地 と8っそ あるので, 今方ﾡ林の対暴レa 
り) う る山林がョ だ ,e タク クク。 町しあ る 開執、で あ ふ

従索 東林食*金敗公軍に, 私人きたにﾡ町団株を対象セ 

して財夜を行い. 地才公共団体にはﾡ資を行っていﾡかった。 

したゲっ2, う公ﾡ団体ししてば地才ﾡ治法にひヒダuて 

起ﾡセ行い, 育金度用ﾡ西金をゝれるが,公ﾡ族を型行す 

る以外に塗に日かった. しかし. 利ﾡ日頁金亜甲ﾡ資金のﾡ 

合で 二え ・ 耳4分よ厚 ～ とか5屈であって . ﾡ量期向 もょ 

ﾡﾡ彼が取量とこれている. したがって ・吊町村のﾡ合は始 

んど利再 すること は永耳ﾡで 8 り. 盛林神動金 a うけても日 

み ﾡ林はﾡ行 しヒく い状にあ ったのるある-

今町の百 によ り,円町村の 白ﾡ監本べ相場の営歩セみる 

と恵にれる. しかし, 歌ﾡ能ﾡの努町環において , 自ﾡ活 

との向ヒに /耳に い委歩の怪ﾡがる り. 54年の突ﾡが ビo 
程民ににるか不ﾡであるが. 福当のﾡﾡ希望がみる ものレﾡ 

えられる.

(;) 敬 菊劇 度 の 向親典

融責制及のﾡﾡﾡに同時に監林事集義得のﾡ格から補防岡 

展 を隊責制度に 当 りかえられにく いﾡﾡに v っ日がるり ox 
あ る.

(a) 称ﾡ系件の改ﾡの前通

敬ﾡ系件の改巻上同ﾡに なるの 口利 翠 2 機度崩 间で あみ 

利希日非神町ム分とﾡ, 補動がﾡﾡ4分と風Lロっそい 

ろが,2 の利ﾡに外国 にくらべマてかたり割ﾡである。 ォー

ズ トリアでは大面ﾡの森林ﾡ有君に 日神前たをﾡさ す .
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ﾡらﾡﾡに」ろ動炭を行っているが, っの 場合のﾡ日ﾡ 

邪子るある。 イギリス・ フランスみよびョーコッ パ沼 a の 
笠林ﾡﾡの利率は. 神町ﾡ隊貢でも ラ 分理震で あ る. 勿 愉, 

3ら～国でﾡ. -ﾡ金隊の金利水導もわべ画よ り)い」 

うであろから ・ そのョヨ の比載に因ﾡであるが 林救式 

の利画 りたどからみるし. ある程及の利率の ラ下 げを行 う 

2とがでれる.

dた. 22年ﾡ賢 ○年ﾡ語は. ﾡﾡ業に比べてﾡめ 

て 角利ﾡﾡﾡのよ う に思 へるべ. かく 上レ,ォー 回声ﾡが 

でさる2ケ与せでﾡﾡﾡﾡを延長し. 以委代期きでに触 

匿するヶ交が あれば, 理行制强による曲区企度告 と回ﾡ震 

の吹ﾡ的町ﾡYなり. 大ﾡﾡ所有ﾡの音ﾡ上を振する 

条比がルな い とﾡわれる。

(b) ﾡ京ﾡ務能卒の両退

本拠にﾡかし か持たなレl が,胞に有利な爭業 を泊 んでい 

るようさ 商有ﾡ日 ら ば,理諦ﾡ rに □現行 制度 を利 用 でさた 

いことロ忘い宮るあるが たレえば. ノ町ﾡﾡﾡの林費 

ラ 不円 ( ﾡ責ﾡに その3ﾡの2丁 4+丁 )にっいて 特況政 

ﾡの手能るする2 とは、全くに対え8い。さればYて金 

勲の琴務にクレてに属ﾡのﾡ全ﾡ置がじ須の条件となり 

2 の Iに林茶の 一ﾡ金ﾡがﾡめて A認であ る ネーの受西か 

あるのであって, そのﾡ条にも政ﾡがある。ヨたﾡ々の 

監林は比ﾡﾡ感細で あってい, 森林定合呼で も 一括して 融 

ﾡを っければよいよ う に更われるが 距合の枚ﾡがきた- 

淡に名郎で あ り, たﾡ叔ﾡと上ﾡ合役武のﾡ帝ﾡ証を場 

する こどに8る ので 次保向ﾡヒ してに. ごく少数のﾡﾡ 

あ る老 が括 林するう A 海合で ﾡいと 段ユ しﾡい のが 関ﾡ 

である.

(©) ﾡ林m 有ﾡの経ﾡ的惑の前過

ﾡﾡ切 り) かえにく しﾡ本的 yしては. 本林T有ﾡ
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一のﾡﾡﾡのT語がある。

培林事業に前のよ ラ ヒ. 企ﾡという り) は一種の長ﾡ 

ﾡﾡ姓裕べﾡい しのであるから, 隊五をう ウて監林する 

っとほ. 所有者の恩載からすば時都をする こめに&を席り 

るようﾡものヒしてﾡ危されるので, 一核中小森林所再ﾡ 

に口数かべロいといつてよかろう. aた森株所為ﾡの大ﾡ 

かがﾡほである以上, ﾡﾡﾡ恵せに多しい2とに止むをえ 

ﾡい2とであ, 予孫のた めにﾡ金の あ る形で ム林を残す 

ヒいう ﾡ道 ににﾡ り)さらるい.

イ；)林業金ﾡの系

林葉及 び開 康会業に 対 寺るー牧 金歌機園 か らの融吉にっい 

てみろとﾡ転吉金が中じと及っるいる。一X金融ﾡ肉で敵画 

を困ﾡとする中小又H新規の林業ﾡ係全業に対レるに. 該 

ﾡ金と導*ﾡ転商金がべ破場=れて い る.

8ろ, 林業町原会革にクレてに 中小企業等協町ﾡ合法に 

ﾡくﾡ合のﾡ試によ り. そ の系ボ金除ﾡﾡL しスのぁ工中金 

から 申業重転資企及が談吉金が歌通 ミ れﾡﾡ求ﾡ Lて中 

小企業金融公施 ,前発銀行・ 北ﾡ索北南ﾡ公ﾡ ﾡ氏金ﾡ 

公間奪か ら の 触箍べ あ 3.
糸林ﾡ合に対し くほ系載金ﾡ枠区で ある文株中会からﾡ転 

預会 , 施派黄 金が僚 し 公されている,

者た. 林茶口長期かっA利な資会をじ要とするので,ﾡ林 

演業金融金瀬が設け ら れ. ﾡ林中金や一戦金隊祐膚で破名 

函ﾡと丁る世林,林世. その叱林業ﾡﾡﾡ談に対十る花談ﾡ 

&が敵量され. ヨたか林えにもヒづく代ﾡ調ﾡのため不ﾡ可 

ヒ 日る林今の所有巻 に対し て ・ 代ﾡﾡﾡ資金が付典 されるい 

る,

() 森林ﾡ合に対する融務

ﾡ林中金からはは, 森林ﾡ合系ﾡに対し てはﾡ23ﾡﾡ商ﾡ
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のし のが歌励これ. つのﾡ森林ﾡ合に あっそに, ﾡﾡ協万ﾡ 

合からの気出や緑ﾡからのﾡをほけるいのもあり. ミらに 

市機等 から の 格 入に 力 かあ I 存 しくいる. いaただちに2 
れをひっる,ば署 +か8 吉合ﾡが炭給されて い る と断も < 

さていが.ル8< ともﾡ林会に盾入申込を行ったいのにつ 

uるに,弟 んビが貸付な ラげているヒみてよいよう そある。 

しかし一面 民信力不ﾡの ために, ﾡ本中金から盾 りられa 
いﾡ合がﾡﾡしており. 2らのも○ロ. ﾡ中の金利引下げ 

ベ域系片ﾡ和ほ ビを求めて い る が, 一るﾡ中 く 金敵格ﾡ ) に 

し てみれば, &融対な ベースに考えるL るﾡ麻以下 ○ﾡ合 

. 金ﾡ水前の 前 として ﾡ入君 の危用力 の向上 ( ﾡ合のﾡ 

・ 政務内意のた )がョずAされﾡければなら8いLL て 

い る. そこで, 系ﾡﾡ育に ? いス . 燥証や補催 の制民a ビで 

ﾡﾡの両ﾡ2ﾡ決すべュだヒいうすもあるが・ 合系尻&融 

のあ り方. 森林部合の ありケヒも 町 レて,ヨ ずﾡ浮町体ヒ 

しての金融によ る前ﾡ条件をﾡた丁2 とるﾡえﾡばセら日い 

ヒいうﾡもあり. 債の枚討を愛する 西1ﾡであろう ・ aた. 

本業のﾡﾡﾡからLて ・ 2九に対十る質虫金刊区ﾡ衆の&利べ 

ースよりも 悠い 2 ヒ べ望ま しいが. 栗して公刊ﾡのみのため 

に 金融ボ不円 電なのか にうか をえ丁ﾡﾡ寸 るじ暴 があろう。

v) 林 林ﾡﾡ政ﾡビの資金のﾡ資
林造貞金Bプ現社ﾡ林公&から神訪戒7かケノ。非帯4か 

の余件をむ って 變付けられて レ る が,丘評 ・ 林港 融資灾稿 が 

ﾡ次 ﾡしてさくおり , その 理占 とレるほ, 林 のヒ2ろる 

ぶれた理由 のほかに,ﾡに金融ﾡ尽前ﾡとして金敗水ﾡのﾡ 

をのﾡ格Rこと, 民ﾡがの他下(ﾡ入者の席入余力の救い) 

雪 がる えられるいる.

域林ﾡ湾についス に ラ4与ほからﾡ資征長が行われ , ほた 

ﾡ町村有林のﾡ林にもﾡ商=れるこLLﾡったって. -ボo 
同ﾡ長はﾡ来さ れた»しみられろのるはあるが,にしかかわ
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らず, 2れら ○ﾡ業 ヒにクレ日ヌ4耳氏にういても, 中小ﾡ 

ﾡのり のの行う季業その貸域不扱べ媒じして昨来=れ&い 

よう である-

かかる事ﾡに. 金利水ﾡ以ﾡの向ﾡLしてﾡ予制長の政栗 

的手以の有効ﾡ Lくに補町物及 ヒのﾡ血を明ﾡする 2 L. 
ﾡ責対ﾡ事号巻の, 除に中小来ほの家ﾡを株討十るユ2と,ま 

た未林ﾡ炭わよ びﾡﾡ計画 べS正で あるかビラかにっいるの 

枚ﾡがじ平であ る.

(p) 水杯部ﾡ責金

2 6与以ﾡ約 夕 ○歳円が融ﾡ=れ 公建 の林業海復於館 

の○今ケ。を占め。 資付ﾡ吾は ノs爆に量し, ﾡ採開整の効 

票を発運しくいるゝ考えられる- しかレ,2の貢会に表太法 

にb とづく代採不許可に ともa う 金融* ある にか かわらず, 

次ﾡに□及採許ﾡ取夏に相当 Y ・)のある のが菱ﾡ であり、 

反番 ・ 資公のﾡしに制政がた <,しか ッ比ﾡ路有利8金融 

でみるのて. その本系のﾡ柏を止だし, 代採不許可とﾡ係の 

ない 消ﾡ金隊略a のしして頁けLられ。 一面 2れが系株計 

画ﾡ及の 公正なﾡをそ2ﾡているのるに8いかヒい う地判 

りある.

のみロらず 金利面でに極端にﾡ刊く4分>ﾡﾡム村氏の 

A敗手段で あり. ま た食& 2判Tで ミ れない自由な金附;  として、制 度 

金係ヒし てもんに例の少いレのであり。 かっぬの団ﾡ数ﾡ資 

に比べ, その効票が寿務であるしいうﾡがあり. 資金効季 

L桜ﾡ効票をあめるため金利引上げによ る公ﾡ営のﾡ和 , 

あるい は本質金のﾡ金便制頂ﾡ化によ る桜該効票○市上べ 

枚討さ れるべさであるYの考えうもある.

なみ . 2れに対 して は山林所有あ測 ヒ < に中小所有式ﾡの 

あのから後営安遊と林称實用の阻責•から幼げ念林の超持克成 

公ﾡﾡのため. 秋林玄用驟と して皑入れし うる公触制更の 

該ﾡ と予ﾡﾡの博大のﾡ望がﾡし.
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今林ﾡ l 税

の a ビ め に

ハ私有株業Lﾡﾡ扱私の同雇レ!った号合, その特点は, 林 

集 と林茶ﾡ秘の河ﾡべ「小規粳林ズ.」と限えされ る けで あ る 

ヒ考えらる. そ. 税務ﾡ ニみいて ・ 豆木ﾡ畑のﾡ合に 

動用丁る採格が. 森林を言より. 生計を謎持するほL 
する 翼小ﾡ食の法正林を基半ヒ( てﾡえ,そ の基本地科を 今。 

町歩 にみいていろ2 と に示され2 ょう,課税釈軍定漂求筋L 
の帰送とし そ矛える2 しがでさろ・

Lかし, 二の向通に記入る ことが, 林茶税ﾡ上里雲ﾡﾡﾡで 

あるか ビうか, ﾡﾡに どのよう 月予ﾡをんそいるか . 理ﾡ間 

にも. ﾡ料ﾡ ッ 十か頃ら かで8いし、ョ たﾡﾡのよ く帝及 し 

うるりのでもさいのる, 本ﾡで日, 株業裂制の両a スケッ ワ 

2武み, そ2その= ・ そ ○両ﾡ央括想寸 ることにL"めたu, 
(2) 林業电制の 沿章

林ﾡ税ﾡ上大工九ﾡ口動期ﾡ"いわれる いる- 2○ﾡに , 

大正九旨号でに, 蘇合'課税物であった のバ,分ﾡ課税ﾡにﾡﾡ 

したから である. つョり大正九引でに. 林ﾡ以外の奴入と妹 

業収入 とを加えたいの に課税= 2いたため, 課税される以入 

が多く2り,音い税希が露ﾡされたが. 大工九耳以ﾡでは, 林 

ﾡのﾡ殊雌——■一の"期彼- がﾡめられ・ﾡﾡﾡYセ分さ 

れるようにロった。 そして大工正ノケ耳に いわpる 一 占分 ダ 

未表→ が実在されるに愛った. 2の才まは. 山林を処の所 

得と分剥し・ そをよ今した金ﾡで税率をﾡﾡレ,その秘ﾡの 

今尼2次夫ﾡ ヒするレので, 税ﾡの粘下 そッたらし た.

ﾡ和22与,半ﾡ課税ﾡが杯用これた。 これE, 山林万得よ 

リ2。～s。% の 金幽女 遅除し . 残類の /z を越 の 所縛 レ念風 

して 税率 を画 用そ ろので, ﾡ人のﾡﾡ瀬におい て は, 今分ヶ 

条法と次障的に委 したかった-

昭和 zよ耳- シャー ブ動告に uづレて 東れた税ﾡ改
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ほ単核援大の交軍であった. シャープﾡﾡにあいス, 「不掲則

所得の特殊な彩 亜一山林務得」とLて, 半系課税ﾡ長を批し 

税で使孫する よりもむ しろ公隊と町技才去をﾡずる べしLされ 

したが? てﾡ得の全ﾡに課税寸べさであるが, 印税得 山林 

所得などの ・ うに. ある耳ヒ来ヤする 2 とが多い もの 日,ﾡの 

調送女図る上から欠動得Yしるﾡわれ, 耳ﾡ的税のﾡ度が認 

められたのである.

シxー プ税制使, 直 ﾡ改ﾡが行わ れ, 昭利27与にに, 山 

林ﾡﾡちょ びー 時の 自所野 の 合界覆よ り / 0 不円るﾡ孫する 2 
とLされ, 昭和2s毎ヒロ, 山林得から ノな丁円の将別在ﾡ. 

株合さ今ヶ条ヶ式への改正 師得前算上にあけ。 松穽至限腔隙 

ﾡ及の創認るみて , こらに用和 2旨にに分ﾡ4ﾡよ条う式に 

改めら ,今日にﾡっ2いる.

本林ﾡ合に対する式人税ヒにクいに シャープ動皆で,その 

秘率 24A 一秋表へ並に ヲ今ルされたが。その 表昭和 = s 
・ の 改で ・ ー桜表人が42発に引上げられ. 型に 特ﾡ表人 

と は 特別ﾡ習が該 けられた. 昭和 三。の 改正 に おいる日 特裂 

※人ラ・タ -はえ人 4。c ただ レ←eガ円以X下 の所得金顧 

についてはラケク とﾡ担ﾡ和べこられた.

s) 林ﾡ秘品のあ最

林装に 時係 のあ るﾡ税に次のﾡ類かある.

得ﾡと林の相能にﾡして課される相応税であり, 地才税に あ

(イ)即 秘一の 所 得 私

再 評 価 彩

③ ﾡ 秘

人 税

() 剤当 爵具税一② 条 税

い清町村税-② 支ﾡ震 税1
② 太 材引取 税

手方ものロ 国税に わいてに , 山林誠表に孫し て課さ れるT
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? そは材炎Kにﾡせられる画え夷ﾡﾡY不材の限引理に課こ化 

る木*引安る ある.

(a)T得税

山林所得税に,L林町得を税浜しするﾡ秘そあって ,その 

駐要上ﾡﾡ税であり. へ税るある. 2れはム林の政塚ヨたH 
隊長による高得ヒ対レ て環私=れる - 林得ﾡ夫の時樹は, 

内深わよ の誠ﾡの場合に豆木ヨた にﾡ木の引浸 , そのﾡのﾡ 

派専によ ) 所為ﾡゲ移転す る時に々っスいる- 寸ロわろム林 

およの五木をる処ﾡした場合に. その翌昇のヨ戸ケ日虫にﾡ 

却した君のﾡﾡする地区の受務番に数妻. 住ﾡ等を拒さし, 

これにﾡっ いる 計ﾡされるわYそ ある.

ところで前得税においてﾡえしたム林得Yに, A林の売 

刻入から, そのム林率業に最したﾡ林ﾡ-双得ﾡ. 客理員 

A杯費, その他のじ受ち性長2度孫して計算=れる. 2nら 

の負用口, 才林からﾡ採までの長ﾡに巨っス支料したの 

る茶み翌ﾡEしのであるが, 森林そ岩ﾡの帳ﾡの子用,雇 

ﾡ国の長期ﾡﾡにより. その向ヒわりるﾡ格ﾡﾡのﾡ動をﾡ 

却るため ・ えの再評ﾡを行う ・ 昭和 ユク野ノ 2月 ニノH 
3そ取得した山林を処かした ﾡ合にわける東際の 登ﾡ計ﾡ 

→なの う 再西店 L て呈司を算独する.

() 動を税調査野飾 ( zノ sョ ﾡねに おいて 所有 していた 

山林を分 L た 場合.

(a) コ シ.5にみけるユ木の評脇ﾡ z 2 よﾡしEﾡし, 

2sスノ (再評ﾡ基改百)以役幻分のﾡヨヨでに支ﾡし 

た官理費専の倉計ﾡ .,

(b) 収入金熟の一決例合, (ヨョ耳みの所得計算にっいス

(か 動ﾡ税ﾡ査時ﾡ以終 2z ノz. ラ パ でに取得した林 ま 

処か した 場合

取得筋格に累得の野ﾡにﾡじてﾡめられたﾡ差青評ﾡ
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※に来める居を条じて得たﾡしコs.ノ以使に支虫した 

吾理受郡の合計ﾡ

以上のそ費計ヒに おいて . 和 2 耳引月引日( ﾡﾡ税 

調査時期 ) 現に おいて得日 山林に 2いるは. 何日ヒろけ 

る評筋ﾡを系得価魚 ヒ し, 評畑○時期をK得のﾡ uみ 高 

される2とにムっるわり. ヨに資産 百用相 口,ﾡ選専評ﾡ 

法により, 昭和2s耳ノ月/日充在にﾡいく行われるこY 
に超 っている.

を長をﾡ出 する場合用い E c② 本式が再評価才式であ り. 

如 次'極算至負控球方 式で あさ. N の就算近除制段は,山 

林のﾡ却区入に対し・ ーﾡﾡ合を余Uく預丹号を計算寸るャ 

法る, 資澤骨予ﾡ式の震表ヒ して教 けられ たもの で あ)), 

二 のツ合日支ﾡを再評ﾡ して計車する場合ヒﾡﾡを ﾡしH 
いﾡﾡぐ大取ﾡでﾡ平ﾡ示丁る2 とにたっマuる. 昭ﾡ引3 
耳かについくに3タタるあった. こ○オ式を保刑しﾡ島合 

は. 再研ﾡ秘(役式ゝ日部税され右い. それ日野甲大意 

がや示寸る一ﾡﾡ合にに, 山本の単産税評ﾡﾡを基ﾡとし 

た番評筋着のﾡ入金に対する製合な述しして, 再評税の 

ﾡﾡな おﾡしてしるからである.

2のようにそ脅ﾡ述の去は, ・評点才式Lﾡﾡ手百柱 

ﾡう式の二っがあるけれビも ・ ビちらの式を ヒるか, 

ﾡ税者のﾡ宙ﾡによ って いる.

=て、 以上のようしる求めた所母から. ノ今不円○ﾡ 

羽ﾡﾡな したレ のが課税ム林所得し される。ﾡ お秘ﾡ日ﾡ 

の母 ヒさﾡL て計評するか誓よ分4 来方式、が採用Xれ 

そいる-

2れ日. 林業ﾡﾡによっる得られるﾡ得が そのT得を 

考げるまでに長前るﾡし, その紫耳面の 収送 を一身に疑 

ﾡして f得寸る地負るりって いるし. しかわが国林ﾡそ 

ﾡ形ﾡに人 ﾡﾡ のものが多いので, その 登芝 府断永 と
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いう形をと,耳々の入ﾡﾡ大ヨく到し, つのスﾡ1 
る林ﾡ所得をの得と合早してﾡ度課税を課す = とへ型 

ﾡの預ﾡとさるためてある。この今今よ幸Wは, ・々の所 

ﾡﾡの返ﾡKに対する家世部税率のﾡ整であって、 つのﾡ初 

は はう所得公 年に/ 回ず、ほゞ 3ﾡの 所得べあるしのヒ 

脈天し たところにある。

次に分るるる に滅ほ山林所得 の計章例 をﾡ示しておこう.

( 例) 討震秘ﾡ在時に所有していた山本をて 

円で売却した. その山本の調査時ﾡの財理税評畑ﾡ 

る2不円 和 2®耳/ 月ノ の 再研ﾡﾡ 日 以税 

却 まそに支述し に管理ﾡ/ ズ円 ・ 被求に場 し F 
そ書よ丁可L丁る.

(/ ﾡ研ﾡ才式の場合

() 資ﾡを再所盛し. ﾡ西脇税を計」する.

ニa ec。 円Xメ 今 一 今oc.ccc 円 
(財ﾡ税評ﾡﾡ) (再評畑用数) (将評ﾡﾡ)

$cc.ccc円 — 24co。 円 = 父gc pcc 円
( 野評栃 芝ﾡ

骨ﾡﾡ税の部税標事口用評価産ﾡ ら ノケス円をﾡ 

ﾡ し た系で ある-

< 2sccce 円 - <cecc 円>* -。= み acc 円 

(再評ﾡ税率ゝく再評の税 

(口) っざに加得税る計卓すろ-

/eccccc 円 -{5ea ccc円 十 /occe田 + $e eec 円 

(売上収入> (再評ﾡﾡゝ(管理貢ゝ (ﾡ長王ﾡ) 
十 occe 円}= 2分4 -
(特ﾡ性孫) (課税山林所得ﾡ)

課税山林得金黒 を今分 し. そのﾡょsoee 円 に税 

ﾡを動ﾡする。この税ﾡ日

3 才ﾡ下 の 金燥 ノ今%

- 97一
う不円を2える &飛 2 2 e
s円 ・ 2今 e

/今 不円 ・ ラ o クe
夕e 不円 ・ ラ← クe
e 円 ・ e クo

(以下 一那倉百)

4 %
Y堀来これてい る. 本琴例る ロ nク說尊 を面 用 する ヒ , 

今 ccc円 のうち

ヲaccc 円まで の金通 ocecxsx = ダ4c円

ラ2/cc 円を こえるﾡか の金 承

$8 cce円- 3ccee 西 =2S ecc円
2Scrc円X62o =$4ec 円

( 4$cc円 + $ 4c。 円ゝxケ= 今c ro 国
( 林所得ﾡ懇)

したがっるﾡ西ﾡ秘とあわせて。 クocce 円の課税頼と 

ﾡ る -

・2) 初章そで在ﾡう式のﾡ合

イ c-と c<c X - = 45e cce
(とル入 (昭和9耳遊藤幸) (ﾡ京そ長柱ﾡﾡ)

イ 2ce cce 円 一 4sc ccc円 → -42c2 河 一 22 cce 円
(封表l山林/«畲豫) 

の課名林所得金風をケ分して. 税季を」問丁ると

以T( 上 同様に して,家める.

ク名全ce 円 
くム林所得税ﾡ )

(6) 問浮価私

すで に所時初および そ の琴例計ﾡ ヒにおい く示したよう に. 

呼評ﾡが行われたﾡ合に, そ の母研ﾡ塚ル財達税評ﾡ額a た 

日系得ﾡﾡしのﾡをﾡ評ﾡﾡﾡし, っれから ノ今丁ﾡな
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孫した金忍に対し そ4%の 税幸で課される レ のび, ﾡ研ﾡ 

秘で ある-

(c)相 荒 税

相ﾡ税は , 相ﾡヒによ n 財ﾡをW得し たﾡに対 し,ﾡ得球ﾡ 

のﾡ施 (時版) から. 政相ﾡへのﾡ務 ・ 季式ﾡ用を控ﾡ( 債 

羽控下) し ・ そ の内ﾡからﾡﾡ域ﾡ (/←。円ヒヨ2ス円 

に滋決相完人つ数をか けて 得た金ﾡ との合計ﾡ を し たﾡハ 

金頼にﾡ税される- 山林相ﾡにクいく日. 豆木の評ﾡﾡの& 

%がﾡ税の対参 yされ, o 旨のﾡが認めら れ2おり, 

この湯合の利子 税に , 日ホ/今ﾡ(-微は2取> uされて 

いる。

2 ○相師税ロ ・ 和 コ4耳のシャー ﾡ吉によ っ2,っれ

で ヒられスいた 監震税ﾡ 浸が改められ, ﾡﾡﾡ得税ﾡ 域 と 

aり ・相ﾡん一代を通じその合ﾡ制尽がA該された. 2のB 
ら しはﾡの分被に ゐ り. 系次 雇の晃止 ¥灰皿し そいたが, 

>れ る林ﾡそ老にあて めたﾡ合 . 本業ﾡ総はﾡのﾡ篇 をあ 

施 しﾡいか ざり経き を 継託で S尽い レUう 姓格 なり ってu る, 

2 こ に相ﾡ税Y 林業の 一つの矛ﾡがある- ○矛商 をみ開す 

るいの日, 現行制民欠ﾡ託す寸るかざり, 林教そ老げそのそ老 

を法人部常にするか,相当ﾡの命ﾡﾡの契ﾡをﾡぶか,い 

づれかの手段ヒよ り 相 能税の 離調 左図る 以外 に日いしﾡし 

ている. 林業そ岩Yいうﾡからみれば, たしかに相ﾡ税日 

一っの子ﾡ奨をも っそいるが, aたﾡﾡるにﾡのﾡ中を柳別 

寸るヒいう 社会政東的惑覚から ・ れ ば相託税の月ﾡを舌えて 

きﾡい- L たがって町ﾡにﾡﾡ税用の場合に芦ﾡﾡ &ビう 

内各北 丁万 かR ある わり*, ﾡ号林業のよ う a 小ﾡﾡ林業に 

フいてけか品 り 大ﾡﾡﾡﾡ犯がル暖 ビ云えよう .

(d) 滋人報

ﾡﾡ林媒の初さ小来ﾡ林求にわいてに ・ 森林組合を血 じて 

関暦 す石球金 で、, 資ﾡ的与ものる日たし.
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森林ﾡ合にっいては , 2れまる非公ﾡ組合にかぞ"譲私と 

されていにが, その吸及にヲ4耳及するしﾡり, s4耳長」 

り課秘>れるこレにムった. おち世ﾡ得の非賀秘格ﾡヒつ 

いるは, 茶元金の公ﾡ使ﾡに対するﾡ合の○時ﾡを期末 

と と ・岬末ﾡに わけるそ の事業坪及に みいくﾡﾡしたﾡﾡ 

を立写したﾡのﾡユ公属ヒ, ﾡ音銃艦しを比戦して・ そへ著 

挙与長にみいる普ﾡした所得のうち . その額变応賴坎'壮 御施 

ﾡの 4に金する3での金ﾡにっいスのみ非課税摘翌か品用 

される -

ﾡﾡ合にっいてに, 2で該ﾡ合とﾡじようヒ特別 

法人として ラe e の税幸かﾡされて さたが, ﾡﾡ合は 

事業ﾡ休と して に公え専しスて いるため, 生ﾡﾡ合の経き形 

ﾡに尺じて . っごの二つのケ法で東択われる2Yにaった. 

2の 区を 口 次の 二 つで ある.

) ﾡ合のﾡに供季寸るﾡ合系に対し .ﾡﾡ浮を支ﾡ丁る 

由ﾡﾡ合に税法上一は去人 ヒしくﾡう -

(口) 上以外のﾡ合, クヨりﾡ合の寺求に後季するﾡ合民K 
ﾡ命等る支ﾡせず, 収益ほいつづら後専み湿認きによって 

ﾡ合員に分型する場合に特別式ん としくﾡう.

表人税に喫寸るﾡ求税年のﾡﾡﾡ団は, 耳m得よ2る円 

でに ②の軽ﾡ税率が回ﾡ されマいたしのが ノ2 ○不

でヒマ上げられた.

広人税にっ いて,2れヨる林程転ﾡの場合の林ﾡのうち 

地ﾡﾡ等は林以の土 比改該ﾡししく林泌のﾡ忍に合めるヨ と 

Cさゼていたため 大ﾡ林を堪止 する上のﾡ務Yたっ そい 

たが, 52ほ改正で, 林理ﾡﾡのために支公した&風占, 一 

ﾡ政民3でﾡﾡﾡ却のﾡ計算にﾡ じて嵐刻する こ とか認め られ 

た .

(2)事 ﾡ ﾡ
生ﾡ当 の «-よ%も ﾡ者がめるﾡ林差菜にこ な 森 丁
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3 のa不当るある とし<削珠=れ, ﾡ及に太, 霊材あょび 

の工和のみ に課せら れ2いる.

(8) 固シ貢ﾡ税

・天京ﾡ秘に シマープﾡ岩により, 2れ③ての地ﾡ, ほ 

尾秘にかえるﾡ談されたいのであっる ・ 置系資登の版ﾡを課 

税標ギヒして , 固責ﾡの前有石 にﾡ L て 隊課する産税の 

一程で ある.

林求にみいてに, 林逆ﾡる. 地理は収基ﾡであるからR 
基のﾡ会の制T生 られる山ﾡについる はﾡ堀口軽ﾡ=れる c 
保キななビ ・ ﾡホに下ﾡ環とﾡにﾡ活庶却の対象 し なら な 

い から承却資ﾡの中に人く れす . L たがっる株のみが対 

象とされるいる.

課税標口 , 委ﾡノ 月 ノ 日現に ありる 置央預登/ﾡて , 

ﾡ夜愛合ﾡ上妻ﾡされたしのである- この筋ﾡコ正ﾡﾡ 

短であって, 毎野ﾡ町村が決ﾡする.

ﾡ津に , 標学税率 /4 2 c 物取税料 ユノ /)であるが, 

22をこえる秘ﾡを足めよっと寸るレさに, 自右汚長垣に届 

出るこ とを零する.

引) 木村取引税

2れに. 太后の 取引 行為 に対し,その家林筋ﾡをﾡ現遅率 

と しるﾡ寸風税である- 2れ 日画ﾡﾡﾡ税を五木にﾡﾡし 

日い安快条ヒして改けらたしのそある. 条材ぜﾡ地の市 

町村で同一素材にっいて一回ﾡり, み取君にﾡ税=れる- 五 

木の訪育淆でなく,ﾡ材のﾡ受人が支払う税である,

ﾡﾡ潔片, 立木のボ杯後 ・ ﾡ初の 素材っ51承格を と り 

その税率日 シる であろ. 牧示式ば市町村条例のﾡめるヒ 

zろによって, ﾡ列徴区ヌに証償徴楽の才表ヒ よっる uる.

・ﾡ林は所ﾡ町村委 耐&が層っ九. そ のがり) み取税をﾡ上 

寸るにずでみったが ・ 町村ﾡ政卒ﾡのﾡで しあり, 税年を / 

ドワテ下げたのにﾡるった-

一 101-
ユの木材引取税の向ﾡロ , 本素消者者 に転ﾡ寸ベ =も の次, 

現東にに立木所有酒にﾡして いると2ろにある。2れは 

ﾡ木ﾡ格が揚事ずによらざるな得ふい 2 とに混因し てい 

る-

本秘に昭和 2ラ に石当 り 平ﾡ税ﾡが 5 ク %引 上られたoで 

反対型動がわこ I) , 昭和ラ2与に2 ?耳の秘ﾡ22。ﾡを 

自お汚ほﾡ豊 したが, 全枚ﾡまる行わる いﾡいヒころヒ 

間運同ﾡ=れて いる.

) 株業税ﾡのﾡ想

か 株ﾡ求ﾡ の 商国 y く ヒ小規ﾡ予有ﾡ ヒ 炭係 し た 同ﾡを 指格 

すれば, ず今か今契場 をとって いるﾡ税ﾡべﾡげられる. 

今か5素ﾡによ与に/ 画理及の及浜収入 のある有君にっレ 

て口マ当するが, そ れ以下の細規ﾡる.何ノ。耳にノ/回 

Lい っ た規模におい て に不合 はお\ ラべくもR く 逆 ヒ血 

耳収入の ある大現標居は利 ろヒいうﾡ居ﾡのし つ 矛書 2残 

していろ- aたか努う式をとる理方3式にみいてに . ﾡ※林 

ﾡにみ らるよう 局ﾡﾡﾡﾡ求型ﾡをヒる ﾡ合,札のﾡ得し 

の税上のﾡ整が因始である という ﾡも もって レ) る- uずれ 

に しろﾡ有ﾡ店ﾡ初に課秘ﾡ式 る可元杯式丁る とがじ塁て 

あろう -

所得税と試査 してもう 一つの 岡題 日 , 山本所得の計ﾡ式 

に図して , 登長ﾡ公の博合自るﾡ本利子はそ台としおい基町 

&とっる るが, 株条庄趣の よ う に授期部とﾡ業/におい て利 

子 の 七 っ ウェイ ト べ大さしたけヒ, このﾡ乙 寄本利 のそﾡ 

ﾡ入に ﾡされる べさ も のと考える.

2)オ2 の商ﾡに . 相ﾡ税にﾡす みも○である- 林挙ぶﾡﾡ岬 

周 次 長期 のため ・その前/回る 至2面の相ﾡべ市われる 場合 

が多い, したがって そのﾡ食相ﾡ私か課税さ れる翌とにてり, 

合理的■る 殺林垂替 を行う 2 Y不可能Y砲る .し たがっそ み 

る ﾡえ のﾡ表搭でがゼれる.。
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とくに塔句ね 小規ﾡ居に とっそにそ の形ﾡに大至 し・ 社会的 

矛ﾡを もっ直ﾡに みいる /みﾡﾡ税が於ﾡ北寸べき#ﾡのも 

のそ ある とﾡえられる.

厶 求術導授取
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(/) 技作ﾡの沿革

桜餌指の 沿ﾡK ?いて は明治Jtx 又るべきしの はほ ヒん 

どなく、 唯持杯家の長ﾡべそへ主体そなして*リ、北山林素と 

ヘ・ 日田杯挙等業多の迷ん「杯業桜細そずしているこころは、 

これ 等超 休家 の残した 彼領格 導の 遣産 で も あるといっこ ヒが出 

末 る、

ま 六 ﾡﾡ指者や 採制限 そして 系杯の 有炭々係 こば っ た 

急しあっ たが' これﾡは着主の至上命令として長山村氏KﾡN 
さたものてるって、我頃的な相 件 と して 行わnて いたし○て 

はなかっ た、

明方時代になる と祈政府 にﾡ取会 ( 御ﾡ留 ) 納』度を作ったり、 

体業雄回湖習 そはじめ て報術弟をﾡﾡ的に 囲始し に. ﾡ名

4ﾡに合府杯に設置され勧米るﾡほ地方の名セ不て、 っ 

全業に通 じ な倉 の 中か ら任さ n. はじめ は首店1高、点 ヒして☆ 

発したが・ 俊にﾡ的実らし設られ. 口ボ術者と採岡するよ 

うになった- レかレ この時べには摂業のﾡが中べで林茶ばﾡ 

ゆて少なケった-その後、 西ﾡSノに3、各京やにア楽(工 

業、杯挙、水産 ) ※回救師 そお こ. 廃口校雨巻 を 指 若に 当 らセ

ことになった- 当 時林*ﾡ係では、 主とし てﾡﾡ徴培、 g炎 

竹ﾡエキの秘ﾡず花ﾡされた. さらに西方J?年にば、 を 

に(する禄師. 平手株の配ﾡべめら%、 愛共 エ※ #*

*含の各所、 ﾡ手次そ保. 町市にK置されてﾡ吾、 熱高、 

ﾡﾡ導や」び関応巻に岡す 2=と、ﾡ造、計度び括ﾡNに 
肉する=と. 共進会. 国会の出ﾡﾡﾡにほする=と、 その 

悩受な追求そ行う= とに 6っ たべ、 杯業禄ﾡ者がほぼ会回に普 

ﾡしのほﾡ迫ム。照 のﾡ様でる s.
林栄 k岡ずる 結奨ル のfめにﾡ政府 がとりあ げに長細 

“雄策として は、ﾡやゞ5平にﾡめらた林ホ話習会、ﾡ治



クク に新設 2 小 =償奨励系によっ特殊ﾡﾡ ( クス、 ケマ 、 

ウルシ、 ッルミ、 クッ、 :シ、 不オﾡ) の岩ﾡﾡ所、 明治4
よリ 全国各地 で 体苗官 会 等っ 行わ hf=- - 各府受 に あい 

ては、 はじめは業ﾡ恐の普受を中N:ヒしていﾡべ、 そみ依中

ぷ府 に先つ て木 の 交 ャ ﾡ栄の設置の よっな ﾡ、的可 

ﾡ朱と行うよ っになった。甲 い府てi、ﾡﾡ20 ﾡから、 

そして 瞬若 s。 ﾡ代 krは払半 の府塚が盗 ( ﾡ) 杯でﾡ助則、 

祖ﾡ奨別金下与辺劇、ﾡ西下付規W---ﾡそﾡめ、あるいは、 

明治4。各頃"ら用代ﾡﾡ林. 新央託 ﾡその他特然ﾡの 

ﾡﾡ林でﾡ来して、 氏M業の浜励求にﾡめ下。こ許の 

検策 に 内応 して、 各地にかいて dL林会が主催し T よﾡﾡ 

習会が産泊田照. 小 ら大rr さかんになり、 回系師ゐる い ほ 果 

夜飾等が揖師 とな って、協習諾話. びに実地端と行っ代.

大 正 B代 kへろと、 さきに 明ﾡ 4。年に 祈ﾡ された ﾡﾡﾡ M 
長の〒ﾡは、 大正のイ政整ﾡによってﾡ止さたが、 め 

て 穴正八年より 杯衆獎励際の予風 W 新強" 桝苒の奏成、竹休 

の ﾡ須神そ 天励する ととしに、 山林会の 汚ﾡそ対助す ることに 

るつた。同冬 五月に ﾡ行さ れ L林全補ﾡﾡ山k よ?て、 大日 

本山林会、府求1林との行う 林女にﾡす る許習会ヌほ治独

虐 の ﾡ評会 又 はま進会の南雀、林業 にﾡする ﾡ査研究 ズ K 
験等に要する ﾡ 同に対し て 御ﾡ金 e 女片 る ことがめら 

これ绵の国体と音火し. その活ﾡそﾡ及して、 氏両林改及ﾡ 

金の一ﾡそになわせること ヒなっ。一方、 明治5?ﾡに定 

らnれ ﾡ地才 ﾡ栄に 随する投師及び技手 の配項にﾡす る規に は、 

その俊 しばしば 改正 さnたべ、 大工/ﾡ3戸改工 の方 産 米 

取区制にょハば、 表. 水ﾡヌは函逢に岡する専務ヌはﾡに 

«キ る合とし て、 事務率関 ( ﾡ丁彦太主専ﾡ幸ヤ神) クク。? 

人、 *ﾡ取ﾡ(力ﾡ林ﾡ師、同救予 ) 2?クよ人ゲ各界 

Iに B更 さ、 ニれらの取戻が、 中ﾡと3って ケ の *本区株神 u 
文才に 整たﾡさ てき たわけ で ある。
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営培、 方の氏向ﾡに寸するキ浜所はま、 ささにべ*山 

**会雄の 活すの &」愛せていﾡわてはなく、 こら の取長 に 

」る回ﾡ者の気ﾡ、ﾡいは程ﾡ林の銀通ﾡべ、 政おのず府ﾡ 

楽と 各内柔にﾡけ ・資係起程( 4中*ﾡ契刷祝則、ﾡ表伝官程 

ﾡな 改貸 採加こ更 --- 羊 ) のm支 と相まってまマます 9平夕と 

なって こたへでゐる ・ 大正/よ☆り 改府は *共 同だ設契所 

の予第 と節け、展林超合の待う 造林、地ﾡたﾡ. ﾡホﾡ、 木次 

参庫のﾡにtしてﾡﾡと行い、 さらに田4好ﾡからは、 配 

ﾡ的 な挙類励のための予ﾡ化欠、 しくろま ﾡの であ るが、 

財政田難のﾡめ、 ついにその目杯にしイなかった。

あたか u、i和u ム～$年 の的表栄1天にがそﾡした ﾡ山 

お計の埼名ば、 ﾡﾡの直き時るE数対まにﾡし、ﾡﾡ久 & 

9年の要ム 臣生奪となつてﾡされに。 こLにﾡ合し 

< K石林の扱興作進公図られ、 展山材振柴肉烈用*泰ﾡ 

ﾡとして、 ッルン、 アプラギり、 お*びハ七の塔ﾡ受府ﾡ央ﾡ 

桶の則成答バ卖触さ れた。ノ2ﾡ. ﾡ山村至済の回イが未 

だ千ﾡ分なま、に、 百本は日華事友そみきかこし、 つい で太平 

洋 戦 甲に 突入し r . 浮の えしい 日なの 絡事ガ Wであ っホ か ら、 

すべて の &済才 そﾡ等 に集 中し☆ければなヘず、 M寄中のボ 

制亜済 W 脱周せぎ'る と得ヤかっ た。森饮玄お我正 . よる超■ 

の計画化はﾡせ ず し てﾡ争行の ための ﾡ栄献ﾡの ﾡﾡに変ﾡ 

し、 昭和 /6 には ﾡﾡ法べ 公布さて、 木 の流通面し 

残力 たに 代A されることになっ- かくして、 四ﾡ、 大工以来次 

才にﾡ化さ てきに 氏市F業 に対す ろﾡ斗浜ﾡのﾡ茶、 ﾡ和 

初気におけ る 桜業で慨によ リ 交客き余ペなく さ ハ、ついで戰争 

至 清 の展用によ って 殆んビ、 森ﾡ させらﾡ といょう ・

二 h らの求 ﾡ宿の ャ り方ばい れ も 上から下へ o指等てゐ 

り、 旗に農山科の人々 ヒーに進んで行く といっ氏ﾡ的"* 

ケではなかっ f。縦って 政Aべ夜っ た り. 吉か 夜っ にリ 

ると、双本のす針がなかっﾡめ ﾡ分指域のI 容、かす い て、
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長村氏が迷窓そむる分合し少なく は☆かっﾡ。 ヌ時にこれ 

の時べは. 体業そ芝の主体べ国角なにキなハ、 氏音林*至営 

kっいて ○ﾡべはの各ﾡﾡ楽にしﾡらずセめて うるく、株 

求の面ではさ多のﾡ染べとら1 たが求ﾡ宿求面ては、 おかド 

神助』全1にる笑のかビいう示ぞ その 命敗が係れて いた に すさ なかっ 

たといってv 吉 で・はなかろう。

) 栄改食ﾡ及事条

Q. ﾡﾡと復い

科学承行の髪性けくみら部められなゲら、一R行ﾡ面 

とま験研元画 と 書 し 納ろ. であっ て. その ﾡ平はﾡ業 L し 
ての林孝の 歩子ﾡを星ら せて い=とし こいﾡる のてぁ った、 

ダる 内後、 学求行の 向ﾡ かクローズァvして、 その 

大ﾡそアメ り力 厚総 司 令部 ﾡ か ら ﾡ せられろにこス とな 

林学に いては. クク〜夕年4 月林*攻貨諾及ﾡ底がﾡ立さ

た- 普ダ中業は氏台行政のﾡﾡさす丸のの一っそ、ﾡ株 

済育 ﾡ個々 の私そ済の向上 e図るﾡめに そ 営る が=申に自 

こゥ そ送内言そ形握し、長ﾡ尚に夜苦して 生ﾡ収益姓と 高め 

存せ <使対社会の 済的 文的向 上 そ餌す るしのてみる- 

殊K =の事*かが平の祭刷業と祐しくﾡでる、 無山村 

氏にして相諾相事としての普及昼水記質さハて、 研松肉 

とﾡ的な正ﾡのシ とに、 国と保と の1力 に+ って り 立っ 

ているといら=とてある。 スし て今まてのﾡ単事業の ように 

服から救え込いの乙はな4て、 える 二との比来る農山时氏 

をる ことて"める - ﾡっ て この仕杏ば 一ﾡの救書著条て8る 

とレ 又え ろのである。

4. 普及本栄のﾡ行内ﾡ

ﾡﾡ代合m
普承事栄ﾡﾡ当やの普又活勤は空点首ステー マ か系さハ、 

一応の 普スの対条 にボろ込 cべさ 接命や 知識 の鹿破 咫け は 

わかっていたが、 その中味Kについて 袋度かの西宅会に、
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ねばなうﾡか った。ﾡ円普及ﾡ公中ﾡの部者会で新し 

い救約 ターの訓べそ う、 ストそ将ち wっ z x区普スﾡ 

そ書来するといっ下=とべ、 年々く立さて、 区普交 

の太熱し大オ にﾡﾡに さ り. これが替ス活勤に ポセられた 

わけでかるが、 これにば大老右大ﾡかあっ代. その-つ 

中央の研少で とりかられた 市衛や々峡べ、専m答水段と

区普京阪&至由して、 域のﾡ塔そらﾡ意することケ 

しに. そのまゝ 森材向 為 キに伝え ら n R= とてろる.

その二は、普及の番役、 又いへえぼ格X活市のや 

り才ついては、 次. 抱才そ通じてﾡんど為定さいをか 

たといっことてあき・ しがって、 ﾡ及事※京系 

フー ジ年白の老水活向は、 =nに田すペ き客村々マ*本い 

全く準骨さないま、k、下"ﾡとロだけこ福りに進めっ 

れた。 しかし=の中kにあいてし持記さるぺきしのとしてモ 

デ"ルﾡのﾡﾡと ﾡ示林○ﾡ超がPった-
ﾡ業水番スモチルボ、 柴や的に林核ﾡそﾡ入して 

収ス協よの商い各理的林ﾡそせそﾡﾡし、 その初そ把ﾡさ 

せ・ こ ・ と核として広く本挙ﾡ点の普及ﾡ意と留ろら と 

す今しのてある。 ﾡ寺承ヒにしては、 部部査 受地最示 

指衛のほ者、昔家宣伝、初味則反於あけ'うれ、この実た社計 

面のﾡ立びにﾡ営のﾡは部堂府ﾡべこれに当り、 受 

指考考 として 地区管属 浜 そ配ﾡする =となっ ていた。 

昼木本は、 ﾡ麻に普Xべさ核約合 K示す a 余であっ 

つまり 目て兄セて、ﾡ術普 の系さめげよっ とならった 

しのて、昭ﾡフSキハタ・/坪及まて、 福ヨフ。。丁ﾡﾡ 

ﾡの部益点果岬助の千賞久計上され、二によって部置さ 

れた質示本ば合苗計ユク4/ ヶ所の多きそ軟えホたが、 は) 
当書の不ﾡハが長し大さなﾡ因とさって、函置ﾡ、ﾡ 

そﾡ、 運当受領等にずやか ・がる 単に日ﾡの普ス 

ﾡとは殆へご無ﾡ保で、作れは気に行く ろっ と z ったよ
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ウ な 合む グ < さか っ た ため 天才 に 忘ら ﾡ在と 

なったしのレケくなかっ。 そのﾡﾡ及ﾡの活すrば、 助I I 
ろにﾡってネ に迫倍がしたれ ろよっになっﾡか、 の

契、 そ n レ 大ﾡﾡ所ﾡ巻ﾡの 限ら nu ホ ﾡ回 に ヒ ど 

り、 ﾡへのひろべりそﾡせ☆かった。

田zSヨ〕降;。ﾡすでのﾡえﾡ勃のﾡ移を. 普ス 

法のﾡからと. 普及内意のﾡからみると次表のとおりてあ 

るが、普反支の面てほ普受活前全緑に豆る未ﾡさベー巡回 

ﾡ導ﾡの不ﾡﾡかﾡ因して、実ﾡの各京活ﾡ日、虎化植*: 

とﾡ会捨洋そ合せ て コの～z 。に ヒぜまリ.普京の7容 

ヘらみ推びに、 現大ﾡ、株会存、林*相訳および、 

弘報活動そ契ﾡ的なぜ及活勤 となして、 これに最したにt 
活ﾡ時自そ比率てﾡわしたしのて、 当呼の社会ﾡ済情努に 

しとずくﾡ蛍なそ下炭して. ﾡ林ﾡ保欠圧1的kに商い比 

率そ示している -

取務代合以ﾡ

ﾡ和 32年の 系林法の改正に 伴う 取務の代合 Kより、林 

業耳内1ﾡ術ほに杯ﾡ改貫ﾡ頃そﾡﾡするのみで、 戻Nと 

して、 互核替京ﾡﾡには多力しないことになっﾡ.

まR、 ネーﾡの皆ス活ﾡるﾡう杯業ア皮宿場ﾡは、 管及 

業務のほかに、 未村区実絶計画に肉する*ﾡそし担当する 

=ととなり、担当事務が複雑し. 1*改良求ﾡの活 

ﾡそ但学業務の面から分類すると、 その比ﾡば次ﾡのとA 
りてみゐ る。

このﾡは、 全国の林業改ﾡﾡﾡﾡゲ日々の活勤と日ﾡに 

録しておき、 整理ﾡ計しく初逆府ﾡにﾡ告しにものて、 

単らの主額によってし左右さ易く、 二のﾡ果さって 

全てそ 断 す るこ とはでさない べ、 - 高の 御向と し てﾡる 

と. まず、 毎ﾡ活中の占めるW合にあいてや合ﾡは催かに 

ノタみス台てあったしの、 3ﾡﾡは又。%加して
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やり、 森林区契計里業科ては、 J2年の森林法数正kよ 

りﾡ乗化さ. そがﾡﾡにあらわているが、 取ﾡ受ﾡ 

の依ﾡ化に伴って西びﾡmのﾡ向ゲみらハれる- 普ﾡ導キ 

ﾡべ3坪度に多いのは、 波ﾡﾡぶEそ誤し、 普水計 

頁をﾡ立す s にめの手統きや岩Aで内業欠相当ﾡ加 したモ 

めと推案とれる.

っさに、ﾡ衰苦双活勤の時向に. 研ﾡﾡ五及び受部の時 

商と、 こらに受した交通時向を加えて、 これそ内客ﾡに 

分 してみると 文表 のとたりである。

そのの 普及活前

以上キーﾡの普環ﾡﾡそ助長するため、 画ペ和抽点駅 

べ灯ﾡし大ム※の普活ﾡヒして a、

② 印刷物類 の作 成、配布

© 、映ﾡ会

© ラジ オﾡ区に ょ s 林栄解故や 林*出査

© 神部による下拳のなﾡ替及

© 林度物 の度示金、回ﾡ会、 夫企会～苗畑、ﾡ株ﾡ係 

のコンクー ル

峠べらり、 それそれ相当の初果そあている。

C. 晋少年その他のゲルーに対する描と

替及協オ .

林業及格及事栄にやけ る音少年の求ば学ﾡ杯 のさか 

らヘリ、 *オ に 一ﾡの音ヶ午ﾡキに 及ぼして 行っ。B和 

2。年頃から 音少キの ケルー プ音所ぎに 著キし ホ。

ボケその他のグルー プ活前のﾡ炭拍神

昭和 2さの ﾡ八 グルー プの全国絹成状況W 禾セ ば、林栄 

研坂会 zクム、 林栄4Hクっ&o. 林業 プ°ロジエク ト そ将 
ﾡ茶«片クラフ 24 ・ 林木ポフロジェ クトをギ 青団 その他. 
*4よ. Yなっている- さたこれら の グルー・のータセタ17 
として星芝の実ﾡ2もﾡ;ﾡ\、は 長 ﾡーゲ主 

で=、 三票ばﾡめてない。まﾡﾡﾡ区のﾡ人的放べりべ,
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大ごいのむ 三の特ﾡ ごあ る-

次に= ら の ケルー プがと り 上げた 研究テー マ2みると. 

特球杯塗物、 官語・ ﾡ杯、ﾡ打ち、ﾡべ、製災といっルに多 

い。 二の二とは特権(シイ クヶ・ ナメコ、キり、 ッッ )書店 

手 泥 監印 耳くその 絶采 そ得らる テーマ そとりあけて\ るこ 

とと示すレの て、 休学 グルー フ"のだﾡの才向そﾡる 一 っの 

受でク ろっ。 #栄青ル=のケルー プ活の従求は確々 田を 

そ伴っ シの cある が. *業の 至きe狂べし、自主的な農民 

そ音炭す ろ 六め o 甲道 ヒ し てﾡヶ条の ゲー 活す力 の有校 

敏めて車逐であろ- このめ杯行てはZ9ダみ、ら、 年る会 

国都ﾡ ら マ～ s その 代夜者 こ 東束 に条め て r 全回青ケ 

年業み水(そ云大会」 そいて、相互の研鑽と図 っ<て 

る。

搭及協体の炭と 推科

普夕 市 体ば. 氏科林*の 三せびﾡペ城細Kずと目掘 し 

自主町な日体る 普ス活あの進及に伴い、 内盛ﾡ果、巾 

引、町村. 前落年ごﾡ位として迷*強夫疑さハてた。 

=ルと年 ﾡ 列にみると : 西和 ユク、w 田体.38年 クー団 体 

"年 823日年. 引2年82日体 ラ/年,ヘクタ8国体 .33年 .3.ぷH年 

ジうキ, ○団, と年々 潜加 の 一金そ って いる .

特に その内春 て4徴的 な形 そとっ rもの は水 内合登材力 株 

穴巣幾 ﾡて/本とさ り業改友普ﾡ#会 と いっ 形そ ヒ、 

現向て ジ*端膚求にﾡ炭とれ務ﾡ的さ舎ﾡ活前1そ及照し 

ているa ス全回約3炎合体として全国杯様改ﾡ商み励会が 

あリ、 *ﾡ領(村楽ﾡ知鉄)の行そ給め、 百少ﾡにキす 

る休業改友の啓粟、許者会、 産談会の南後、 映星、 スラ人 

ドの作以配ﾡ区範な首水芝ﾡそ行→てい る.

その化の#*休国体し普みキ米に対して a. そぞ 

の立 で ﾡ力 して いるべ、中に お林細合は 全国芜部飯微き 

しら、そのポﾡ店求き通じて杯栄改党普ﾡ幸とば区典て
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ﾡ年にあって、 祖弘にﾡﾡ独ﾡそ回ってﾡ示事*椎迫に当 

っている。

. 本炊の生産宿*

太來は、 その生産基ﾡべ若しく異る製巨でるるめ、 その 

取る I上にばﾡ々の 障害 がある. ノなフ4 ﾡ歌山 ﾡにおいて 

当 師商取引 の合型化 そはかる 目的て木矢 検査べ柏め られﾡの 

とﾡﾡに、 取引逐半と し て、 木ﾡ裕制定が行な わハた - そ 

の後取5I の広波化 にって、木Tスろ 上のﾡﾡそ 制来す る受 

望が 起 り、 各府 が市 場の 耳女 す s -ﾡの 速に しヒすいて 

ﾡそ定めたべ、 者共ﾡ○ﾡせkより、 木生差の合理火、 

ﾡﾡの確体 そはか る目的そしっ て、国において 双格と ﾡ受し 

た. 現在国てﾡめて い s 木べの現ﾡば、ﾡﾡ決上ﾡ、 要に ﾡ 

次#の改食、 生達の合理化、 臣受の攻、 取ろの単公王火、 

消ﾡの合理化そば公 ・ 目的 そしって「経林物変近格法」 

( /9←。冬) に茎いス制ﾡさた「木共の日本ﾡ杯足格」 

べある. ニれらの目的そ至炭すろ亡め. 超冬。。, 人のネ於 

棣直原 か、配置 それて いる. この太炎状査はム部地済果が会 

ﾡで、 2年べ氏ごで 実ﾡさ マいる-

表回の木ﾡ生ﾡﾡのっっ、殿山封我の 副衆 として 生産た 無 

ろしのほ的ノルクよt、 呼*製矢者によろしのは、 ﾡめ4。 

セで、ﾡL村において ノナ当り生ﾡﾡば/ヶﾡにぐ:2。 

～と。。ﾡく ノsk』入) ヒなっている-木ﾡの生産によ? 

<ﾡム村民 は午向約 $。。 使円 の 六ﾡそ ﾡている。

国と してのな ﾡ及 目とし ては、 

イ) 計ﾡ的全ﾡ出荷体ﾡ強化 指挙

共同生産Xびﾡ回阪ﾡ体ﾡのﾡ元強«のために、森杯ﾡ 

合、ど求怖同商合 等 の不ﾡ後区利用 増切ェ目なYLてい るが 
現在 気 統『 阳 の 取 ラ不炎 ﾡ置 は ・ クニ ﾡ ﾡめ 32%%ﾡ 擬 でみえ.

0) 木ﾡ迷裕宿軒

e來後雑て、あっに木ﾡ規格ばﾡ和ふJ年政正 して、 消食



のズ体K町 した のに さ れ。この改土ﾡの周知ﾡﾡそ 

ﾡ本ﾡの吉民ﾡ向上そ期し、製ﾡ従率建の至営交を径 

ﾡするめ の球、

() 木次全ﾡポ師者

こ の 事*推進 の ﾡめ木央生権ﾡ幹に す s 御迫済平惡 

ﾡ下に対し、 木ﾡ出台高計垣の作吹 受だﾡびﾡ両生え央同図 

ﾡ体制強火、 並びに木ﾡ祝格改正に同し震ﾡ予舎に 対す 

ろ信革針実行ケﾡについての西宮会のﾡﾡ. 4へゐけっ 

れる。

e. ﾡ行告及業の勿緊

以上速べﾡ求命誉及李業の絶米べ、 P欠国氏石林にどのよ 

うなお※さしたらしヶ、 ニハ そ«学 として は ﾡわ しにくい 

が 一 厳的な優柯 として は. ﾡ在的:衛著杯業ネら経六林業 

へと 声ぐ高 はりつゝ あり、 総6合的に 自 の林茶そ啓を受通 

す よ今ち女涯水也末て さ k。

ﾡの促造と共下友画書区のﾡががﾡ項し、 金国的に急水 

本歯 へのﾡべたか ま り、ﾡ色業替に マﾡ, ﾡ少手層に 自歯研 

系会 そっくって 挙直技 の 土 に好める 人べ 急淡にﾡ加し F.
た 下A、Tべ・ 声、 木打などべ耐行さハるよゝ kになった。 

村のあ栄と して ﾡ抹林産物のﾡが 日立って末ﾡ=と。

例え 、 ﾡ耳のビ=-ル使甲によろ 不時ﾡ、ﾡ の枠木« 

ﾡび麻虫性臣確のﾡ. その他、ウルン、 人ゼ、 キり、 クル 

ミ等・ いず にせょ 理金収入 の 早い 特ﾡ研農ム林ﾡに ぐ 

に けxれられつ ・ある。

鉄米によけろ 次ﾡ の 改衣言锹 欠高さ っ た .

ホ古告取ﾡに力け 8 動力极樹粮の便『ャ染ホ」の種残、

の しかた詩の皆取べカで 行さわれるよ っに なっﾡ。

立木別ﾡ方ﾡに やいて ・ 百ﾡ文ﾡ々 る習で行なわN 3 こ 

とが◆かったべ、 王ﾡな規世法のﾡ及にチ"、 在木のﾡYの 

降は勿ﾡ、 に 自E.本の立木ﾡそ天す るょうに なった、
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杯地肥格によ る改良Kついてば、従求林不ﾡなﾡﾡ林 

肥料木 の 浜ﾡ〜杯共ﾡ児kよ っ て 林地の改貸ゲはか らて

が、 派五念て生逢力 の共授した優食査杯共そしﾡﾡ 

kよる生長 紀進 が四られるよっkになっ。

時木 の白給ﾡ好ば一歩故ﾡし、 大べの推林木 の渋吸o 
向上ヒ、徳桜化こ図るRめ、ﾡ実ﾡの運状と、 そからの孫

ﾡ ﾡの研ﾡ か込め られ林ﾡ石ﾡの百にこのﾡが受入 

れっれ、 各に研ﾡ会その悠のTて・実行されつ、かろ-

栄の様様化kに っいて は、 中小そじkおいて し 手誤か少く 

ﾡ作の商な易ﾡﾡﾡﾡﾡ板ゲﾡ々活ﾡさ小はじめつ、 

ある ・

• 地立杯挙扱術杏の桜御く羊か向上し、ﾡ的☆伝ﾡ杯扱 

点が苦近して. 各にﾡ烈しつ、あること特、 なあ この他 

にしいろいろヒあ け っれ るて"あろら。

a林―皆反皆韩俗例の向超え

今総の野行政ば 木ﾡ守受のﾡ大 kとし ないﾡ生ﾡ力 の 浩 

後とﾡﾡ利甲の合理そ基本ﾡといて、 各確へﾡﾡべﾡぜら

るでるろうか、 #挙生逢にﾡさる久々のﾡ極的さ生き高べ 

そ高める ため にIa 森林所有 者その 他本業 自年 のそ営 の実で ヒ. 

こそとりまくﾡ村の自気的, 的、 社会的帯ﾡ件に印ﾡ 

し て 長し候刊な 林様 のそ営式 と. こ4に製ﾡな桜句る普 し、

自らの判断kによ ～て 自主的にﾡ行しう る 至楼 召っ しめろ はう 

k. こらの人々そ 信球ﾡ炭 し☆けれぼならない-

このめ 今貸の 普えﾡ前はそのﾡ内窓の 面ヶっし、 活物方※ 

の固からし資々総合さ/、 浩及さハる ことが受請をるの 

てあろべ、 この受師にﾡえる ためには袋多の向ﾡべ次さてい 

る .
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(/) ﾡﾡ上の町ﾡ次

ﾡ28っの方向武目(ﾡ業そ. 林末ﾡ歳た, 整林, 精珠林 

ﾡ . ﾡ林保要 ・ ホ材のエ ・ ﾡ化学 ・ 普及ﾡ云)・にかかれて

よ4ク名の林*専丁校ﾡ下が各が潟果に記要=化, 各等丁R 
巨ヒっいスﾡ五研えするしともに. 改ﾡ信号良る相ﾡしている 

ごらに合 っ4←s名の林ﾡ改ﾡ括珍要がを称林ほに /〜2名 

ある 延地駐及 として 託選こるいるが, ﾡﾡの昔込 活動に当る 

改認ﾡ号国 /A当り の○ﾡ当ﾡ林ﾡﾡ口, 44ee ヘ? タールで、 

長家P* >= v 及のし か、も ﾡ林区ﾡ党 ・ ○ず税祖当 

する2とにﾡつてみり これにﾡﾡしていろいろた 一ﾡ行政奉 

務さで可否=れる, ﾡ孫のﾡ及ﾡﾡにﾡわる 時回にﾡめる 

これる みり, このまゝ の不又で日 , ﾡ及括ﾡ体ﾡの帝ユに 

函で あるので普及体制の茎周ﾡたが望ヨ れる u 4
今彼者せ内きのﾡ合たにって. 岩林署及び祖当区・ み町村 

森林ﾡ合, 波数改ﾡ芝及所. ﾡﾡ協町ﾡ合塚の他の桜町やぎ株 

覇担当区民. ﾡ町村林務ﾡ民 , 森林限苍及伪 単 ・ ﾡ業政で替及 

肩寻の胭の我倚兔同 し○ﾡ務物カローﾡﾡ丘化されねければた 

らさい.

即円投比科 にし て も,改ﾡ相ﾡ民 にしてレ ﾡ及玉ﾡ試ﾡによ 

って ある程えのKﾡに保密され2いるが。 性ﾡする林茶事 

ﾡマ桜ﾡ水号対処す るためにに, 令及相ゞﾡﾡ に現a以上に 

ﾡﾡ し た研常2与へ得る よう ﾡ更丁2つ yがじ翌で ある- 呼バ 

校物るにに, 渔乜加好や校弼冽物を,改ﾡ補みﾡに対してロ 

ﾡ校研ﾡのﾡ会を与へるよ う 番番丁る こ しがリ選であろう が

れら の新修の ﾡが現正で ロﾡ保さ れる い a L. 地才林氷六ﾡ 

ﾡおポﾡ等を替及図係核ﾡセ ン 9一Y してﾡ用する2 とも ひと 

っの才玄であるが, っのﾡ合, 2れつ選なﾡﾡ内ﾡに十分て 

Aい.

() 普及活ﾡ上の商ﾡ
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現ﾡのも及活町の此めなは位ﾡの自べﾡ . 経河的 ・会的杏 

糸件&可能なハダリ とらえて 二そ分校村レ、 地式内求民0 
彼でこﾡくで』ほるじび、 二れにﾡくﾡ及計面を8立レて 

斑糸的な台 及活動を行い,そのﾡる価及各して々者及 

画 & 修正 レっっ 普及活効 &及ﾡするといろやリ カが ヒら川るい 

るが、 その東ﾡボﾡをみるに、 ②欲の天ﾡが格客委の主紀で 

ア総:れて 対文の力日 そ契ったり. ②支分井画 されすに総た均 

aﾡ及計過がてられたり. ③普及めがてらてそ天台が 

伴わなかったリ. ②呉缶のﾡ采が全くハえリみらず. と 

交各とない、 ヒい>エシに不ﾡな点べるハっ/・ レかレﾡ及 

のか添につては、 まだ初歩のﾡﾡでろリ、 二れらの回類る友 

為しつ\ 今後のm究べ進ゥ られaけn a らαu・ 死行のﾡ及 

活動の単めるにしてそ、 もヒもヒﾡ米夜ﾡの方法が準用された 

たのるろって. 林*の将ﾡか らレ マ不通当さとのや 修正 さるべ 

ささのt必ろっ. 今後 気許の終ﾡにおいて検対をﾡ場つ 、 正レ 

い普及方去の在り方が産立 され&ければならハ・

(s) 普及意浄のき体に肉する 回延点

林不経せはその規ﾡ によってで営 の目的 ヒ 亮繁に差 異 さ王ず 

るものでろるから、 普及倍4率求は経じﾡ旅に即海レに活財2 
行わなければならない. 林※督谷の類型今の合°ﾡ2セ優ベ 

ニ、にがいてﾡ愛でらリ. ぞの経営炎ﾡにレ皆及ﾡﾡのﾡ 

南が・求 さき こヒになる。

改認格ﾡ図はネ杯府有ﾡにﾡ しマ乏効す3 のさろるべ ・ 花部 

内の盆ﾡ的て林業経営区巻 ヒハ っ見セからみ そとﾡ石ﾡのﾡ合 

体aちる森 林組 合を書及ﾡ動名受け入れる点口ヒ レて存在こせ 

ろこLべ心登aはなかろう小・ 協同在合のﾡﾡそ老ゐしな 

ら. ﾡ登な校ﾡを号する白ﾡでろろう・

炭山村青少年 . での地のみ※に因すろグルー スﾡﾡのめ 百版 ・ 

券は、.地に土つては担ﾡのﾡﾡを民仕てさたが、 汝米う百の 

それに比し 乙まﾡ不充分るろる。その柬因ロ百サイ フカ ベ
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にゴするじの住や、 表系方ﾡヒ ﾡなる杯ポの将性いろい 

ろでろるでろろシが従ﾡの メル-ス号は母ら林業校舟そ習8 
させろこにに急なろま り、 グルース区の包主片 o 成 

*、 グルー透ﾡ8ほじての人旧ﾡなの回に対すも指場内加 

これがちでろった。今終 こ らの長こ天省 レ つ、でのﾡﾡ法を 

電 し z .ﾡ松的言及ﾡ序を 図るぶさマろろっ ・

木戻 生に っい ては. 将系ﾡ器のは下 すでにﾡって . 一世隼 

きりの牧入頑レべマﾡされるので、 生産邪式を政きレて生ﾡの 

ﾡﾡ台上ち止リ の営大及び界木のﾡﾡ営下に伴 う品ﾡのﾡ下る 

浦充すろニと ポ 心言となら ご ろろう. ほた木炭のﾡﾡさ 給得す 

るためには・ 苫 品とL < 会 ﾡ品にを図る 眦 ﾡ みる、 ニルそ 

生の枚ﾡにおいてﾡすらこヒに上リ. 佐求部ﾡにお\てワ 

炭加エ レていた労 ﾡ孤か を生産 も^得 にﾡ契するよら な希置るお 

ﾡ才る 他平 パるる のでなかろうか。

補論(I) 林野行政組織につて

我 囲. 氏ﾡが月倉ﾡび産業倉に対すろ行政紐ﾡ広別云ャ/ 函 

のとちリで あろ.

このラち.野のﾡ客については. ャスロに示すヒもりで、ﾡ 

専部 ノと/名、杯政部 ～4?る、ﾡ務部 ノ6名. 林業 試衆場 用* 

&. み業調客が/ラ名、・林ﾡはノ4でヨ4sg名. ・林君は5ョタ 

活 で /s S=2 名で再放されてハろ 戻有ﾡに 直書 南ﾡのﾡろる課に 

っいて. そのﾡ務の大受をべるし. 次のとちりである.

ヤ表孫憲ﾡ会

き歯ﾡﾡ看 /7名、内2名は全司?地区べ表委長). 寛係行政我 

南玉戻 /2名セてﾡぶせられﾡ林大産の 営問に唇申 し. スはﾡ年 

行政六に 運談こ行 ラ. 匹西重受課理と し てと りあられてハろ林 

*金区町政. 不材ﾡﾡ.旅野室ﾡ、ﾡ野係全の協同通につさ大々玉 

は法ャ クN 矢に工る思間ネ貢をﾡけ森ﾡﾡ造行令ャラﾡにエ ッ部 

の天々 部会を誤ﾡ して霊受ﾡ題の試等の 天理に当る- 

②ﾡ政課

(4) 系本法に基く 森春試会の 円 ﾡ

() 地すベリ 時止法 に工る地すべリ地域者定にうﾡ査えび林 

産市ﾡ調在

ハ)■松一東樹登所空.林境划度朝餐所贬

選林ﾡ革スが杯野ﾡ戻の 調登所定は山相冬済の両頭をﾡ明し 

内野行政の円滑なるﾡ用こ団リ. 山ボ福の系ﾡ度を場する 

とめに央するもので.大等その必民向所さ桜肉にで託して行 

がわれていろ.

② 浜林組合課

な林ﾡﾡの合理火とな林生産力の道性とセ国リ、あわせて春林 

所有若の経済台. 会的地位の句上をﾡするさめ、 る林所有香 

ﾡ岡組権でﾡるな林ﾡ合ﾡ育ﾡﾡし. その昭会公発ﾡセ長す
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るだめの茶ﾡ.

当面してい る具体ﾡな束と して

() み林組合型合の常門検番

(□) ﾡ合方ﾡほ火のため. 担合時るびほﾡ氏ﾡびにホ林祖合福ﾡ 

ﾡ係有に条本の援旨. 包合経きの方4ﾡを周ﾡﾡをせしめる 

だ めの 普るﾡ依.

o ﾡ本ﾡ合のﾡ会

( ﾡ林組合ﾡ合公京ﾡの短期系京

(ホ) 系京ﾡ合合会の矢ﾡ

③所充普及源

杯求経ぜの合理火を普スして.ﾡ山"の※を企ﾡする林業改 

改ﾡﾡ務るが森林の計動加ﾡにって. 本林浜ﾡのみ保紀声義と 

土 の係全をﾡする系杯区ﾡ施計乱挙務セ併せ行う二とに リ・ 

ﾡ山ﾡ経済ビ 画氏経ﾡの発浜に新与する考条.

w) ﾡ 円彼 納黄氏が杯諜: 改良指 麻 貞の ﾡ修

(p) 本事ﾡを効景的に姫するため の普 及 貢挙I•のあ実 及 か配布

() 国 ろがぷの ﾡﾡ研ﾡの調整宿ﾡ

② ﾡ本係該部

野庄急獣のお用的ﾡﾡ所並がここ れが係議営適施設の を化

() 有益危談の豚議ﾡﾡセ団るためのる程の試験並ざに増度のﾡ 

ホ.

(ロ) 海ﾡ法凝により定められだ鳥教ﾡ授区. 装犯区力 施設の充実 

い 鳥ﾡ道選ﾡべ

() 受新用査為の出産

休ホ) ヨ浜ﾡ系長に対する講者のﾡ造

系林老支 のﾡ除とﾡ立防上

(イ) 画営時ﾡと方塚営所険に ﾡするﾡ

m) 透ﾡ支とﾡﾡ告支に対するﾡ置

の 森林点生等のﾡ庄済長調ﾡ<あ県 が行 ラ奉 栄 に対 しての補 

助)
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ﾡ事浜資の効か化を司リ. 木材ﾡ浜の常大を期するための保区 

面のﾡ杯及が杯地、気号与に宣合したﾡ衣話ﾡのﾡず・

M) 受区覆話の庄起に宝するﾡ木をぞﾡにﾡし、ベ探を菊止し

て ・ ニれを係ﾡする-

(□) 消美ﾡの 整出 ろが これによる覆乱ﾡ成 とﾡ裕

系林沢環み着営を ばかり、本ﾡﾡ客のﾡ大にﾡ欠してその自給 

ﾡ毎 の確立を期ナろため の豊林計ﾡの 笹ﾡ

() 個別る済のおうﾡ林零業に対する消助

() せさﾡ林地改食 ..

い 林叙検調金

e) ﾡ山地ﾡ木調ﾡ者等丘呑

休) ﾡ林平求調査ﾡ補功

③治山課

聖ﾡ河 における好林のﾡ意に足田 する炎ﾡセ町上し. 国土の 

係全8 図ろための ﾡ安林の整備

M) 都整府暴知郡がﾡ成係ﾡ ナるほ孝林台ﾡ9 ﾡ希指塔

a 原ﾡ林ﾡﾡ計ﾡ束ﾡ宿ﾡ

い 係ほ林凝該訳ﾡみど係安林流族ﾡﾡ神ﾡ

炎古のﾡ本尿因でお石水源地ﾡの ﾡﾡ林野に っぐて. この堂備 

と土砂のﾡ止セ行うとビもにﾡﾡﾡ新地の筆ﾡ豊放・ そのぬ 

公益上重雲な町ﾡに対する防父林ﾡおよ び地すべ り 地域 Uを ヴ 

万胞すベリ時止季東

() 直暗治山 番xるび地すべ り ﾡ上事ﾡ

) 海血府県 の 行う冶 山平業 及グ地す ベリ 防上ﾡﾡに対すろ福聡 

いv ﾡ山政ﾡ策定の 基ﾡﾡ料を将ろたの 調査

() 岡上地ﾡの災客復旧に対する調ﾡるび浦助

@計面課

森林の w 画施業匸よ って 森林 資源 。株紜 塔整と 表林産かの期 

ﾡとセ図リ、 併fせて回土の係全と国区経済のﾡ属とに汽するため 

添林法に滋さ 森林計画セ 許 し. きの 画破な 盘用を 図る學栄,
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⑴ ■玄哲翦嗡亡学氟

切 通ﾡ計島ﾡセ事券-さ承ﾡ試守等. 遊六ﾡほほ卒室 

三範常* 著ﾡ画浜受乳*

os ﾡﾡ雄立考条

ふ差究の3受の ﾡに対 ン、 ﾡﾡ杯名eL て、林ﾡの経済昭 

取セ茨大 し. 二のﾡ広かあの庄産によ りﾡ産の虚係さ翌 リ、 

併せて ﾡ林の生差気ﾡ戻2ﾡﾡ し 二Lによリ ごのﾡﾡを防さ 

受にﾡ発跡地には. 妹ﾡﾡﾡセ丁すめてﾡ地の生ﾡ性の 向上を回 

るヨめのみ同ﾡﾡﾡえが災宮ﾡ日部茶のﾡﾡ 消助. はを向ﾡ 

若ﾡ口承ﾡﾡ重に基づいてﾡﾡする ので、ﾡ要ﾡ線こつハては 

他甲茶とのク民型初王、第台拘 父 阳発効栗. 浜浜効なの判宝、 路正 

補助卒の血用等. ・ﾡﾡﾡﾡの現党調会。

②称産課

ス。ス ー一に上石 曜 炭铠.寺省 の 製炭衣ャ スが製求経さの合理 

と旬上の をら部蛍存果の 製炭に肉するﾡ考.

(イ) ﾡ的な王左出有体明みﾡ

) 木ﾡ受ﾡ書せ

の 木炭住 至比道議理

g 木炭ゼ荷峭堂対医

不 の生産はその大 部分が意組な山村選家の ほに って行わね 

ていそが、そのﾡﾡ動ﾡは琴ﾡ的 にﾡいは左荷の交 に伴 っ てﾡ 

あて変勤 し易く、 に佐どﾡのﾡ合は占ﾡ谷にﾡ接影等をスぼ 

山お選家のを済ﾡを左右することがﾡめてさ。. ぞ二でこれら 

生産ﾡの ﾡの支史を 図リ. みい ては木炭価 格の変動を正格化 し 

不友 のﾡ通消ﾡの宝正化る回ってぐろ。

② 殊ぎ試ﾡﾡ

林ホ業試ﾡﾡは. 家京に本起るﾡさ. 士海数. 考秋田. 家書 

高知. ﾡ本に支場がﾡ証=.受に分規、試聡地セ置"て本ﾡに下 

するﾡ吸ﾡをﾡﾡし てい石.

ホﾡ訴場のﾡﾡﾡﾡを大だく ﾡﾡﾡ部と休ﾡ ﾡ年部ど
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に別け. 本兼ﾡ係部につハては、受に受林. 土役ﾡ至. 経老、 

係ほ及がﾡ受の5部間にα会し、二九らの基度的ぎ職ﾡ研ﾡを主 

として本乏で行". 他方文お及び少用. 試攻造にちぐては. 二れ 

らの地方ﾡﾡﾡ基型をと リあげて. 本最と相互ﾡクもと 2受地 

試兵之油してぐる- ほを.林産都につハては、林ﾡ化学と木 

材とのて部向にﾡ分し、 にﾡ的地ﾡﾡ施に天ﾡなく. 且っ試ﾡ 

球宏に大訳関等 を要す石ので 二ら試ﾡ研ﾡ の効卒的なﾡ行を因 

ろをめ 永場におい て 二れをﾡﾡ して(1ろ.

ﾡ撃所ﾡで置塚的に祭ﾡされて ハろきのを部別 にえば.

Q. 佐林部

本木の方覆. 系称ﾡ生.対木の生長占理. 森林係音ちよび林 

本度すなどにﾡするず系所定.

4 土序部門

ﾡﾡ土意の生産力 永林条全および森本地点などにﾡする 

ﾡ所空-

し 経各毎

対草を済. 林業 衽留. 春林の 劉定 •農 族演合 姫巻、 *野、春 

妹作ま森林ﾡぶにﾡする a査所交.

4示撲部

当妃受が永林の病故害 太ﾡのﾡ防苗処ﾡ存の研遠.

r 時災第

土早全の万着、 分林父喜惑止の所さ、•林 ■一の研办

< ふ産火部

不ﾡの翌ﾡﾡﾡ用、化ﾡ工*ﾡ利用にﾡする基本台所店 

夕不科部 ・

ホ 照材料の ﾡ火ﾡ運 合板と合京協密との 換会材ポ の 浜 

み西会 主ﾡ対理の頁にﾡする研空

が行台われてい ろ.

ﾡお柔のﾡ嗜客にお"ては、各々林野のﾡ様、財政ﾡﾡ等よよ 

I . 組ﾡの 内恋がなって ハお. 金ﾡ2 都六県 cおい てﾡ務
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師セ設ﾡしているものノス. ※京毎系は経済ﾡ・ﾡ水差司等の 

形で林ﾡ都口 の課セス ﾡ上妖登し ているもの ノs. ﾡ務部/標 

だけのもの /アとゼってぐる-

公立のず段指新桜ﾡは ﾡ却ヲ桜束であっをが.東会ラ/ ボ甲 

が設吾され. ﾡ左引ろ式率に42攻肉がある。 し今レ=の42影 

肉のうち林ﾡ試ﾡ場スク ホ家指尊加/a、 ※本送部ごみ地ス, 

ど名ﾡがローでか"うえに. 目約.ﾡﾡも奨なってﾡリ、 ち同 

一であっても示によってぎ務内ﾡも区々であろ.

公立試験桜ﾡに対すろ回の者対方針と して . 今後「氏術センヌ 

- としての庄恐セもたと、 問秀にわが国林数ずﾡﾡﾡﾡﾡの地 

域構政単 セとい ラ性ﾡセちﾡと

() 地方旅業行政とず歌所ﾡの は系火セﾡる二し.

a) 投ﾡ者スセン タービ しての微ﾡのﾡ化定吹を図る=と.

( 回立ﾡﾡ様ﾡビ の地駅を田るニし.

等名 ﾡ意ﾡに と り) あげて ﾡ巻するてとになっ ていろ.

■ で林務務を板速 レ て いろ左児名果の行政組ﾡ配を示ゴオョ 

昭のどおりであろ.

補請(2)林業金融につ(ての補論

ぶ京金Wのﾡﾡをず天的に析U、 にその現xと今役のﾡ 

ﾡビに謎す ろ- 

A 茶業金融のﾡ率

a 本※金ﾡ対麻の確之

ﾡな意林金ﾡのﾡ戻は. 222 丘ﾡ食に始はった. す 

なわち. 昭治政ﾡはﾡ本主救体間産立のこめ. ﾡ際の金軽ﾡ向 

を技立しとが、この/つは. 不動産程ﾡに工る長堀資会を供総 

する日本勧業ﾡ行、 そのえは. 対人档用を基wヒレて、 期資 

金ク矢ﾡセ主とづるた業名合 (色 用親合)で砂った-

このス系列のﾡ束は、この終政高の手厚浮いほﾡのもビに. 次 

*に基成と国めて"左が、 所ﾡの政果セあげろにはなお不え分 

であっを. そこで/プル耳た口. 大ﾡ省沢金部浜金のﾡﾡが南 

始=れた。かく し て .ﾡ林金ﾡのラ本立 の体系が整階 したので

ら オス次大ﾡﾡの次化

その検. 才/次大救の恐ﾡ、 /タス7の公Wﾡ備、 /ララ2年 

以容の起※系便を芳景しレて.起ﾡ領令干ﾡ金ﾡの誤こく/ス 

年投立 ノラ«=4求林干天金率に改孫)、 恐ﾡ党浜のための全 

座立法. 政金部資金の特別ﾡ資 (ﾡ が行われた。反面. 不動 

産銀行はﾡ林金ﾡよ リ後裂し、市塩地倍用へﾡ し. 堀えてォ 

ス次世系大*中の翻ﾡ. 政ﾡ似のﾡしハメーフ7レビﾡ地改ﾡに 

ともなう殺地垣原力の表央しが、二れ之普ﾡ4行に事ﾡせしめ 

るこ ビとがった.

o 入ス火久載後の衣名

敗ﾡ後、林業のパ機ご打ﾡするためにじられをす政会ﾡ済示 

として、 承大のも の が公英建紫道 0 我下 であった- しかし.こ 

れもがﾡの計ﾡとﾡﾡとのズレは大さかったので、金ﾡ面か 
の公共部ﾡ兵を補鬼 し、休、茶の経ﾡな復米を前ろﾡがめら
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れた。しかいながら、京ﾡ起京であお林まは.ロ平企麻ペース 

に素らピため、垂かに銀全ﾡ全率による窓浜、これの別坪ﾡ 

ﾡどもい ラべ=ﾡお週業ﾡ*ﾡﾡ. 日本銀行マー ケット ・オペ 

レーション &が状ﾡ対ヨ 資金こよろ 融資が苦 千ﾡﾡを 

み=にす ざなかっ た。

=式だま/み52坪。月朝癖動乱がっ発し. 二れ=う回ﾡ 

悟考の変&. 日本ﾡ済の自立ﾡ能を三かめ、 &ﾡﾡ産之ヤ心 

と する原始産糸折円の 生産力拡老mﾡがク コーズアッスこ 

そのク乗の一環と して. ノラタノ4月敗林ﾡ※浜金ﾡ霊希別会 

計が生 まれたので ある.

こ の ﾡ列会計によろﾡﾡﾡは . ノタ=/坪族 バx。 日. sス 

友 <s。に用にﾡしをが、 ニのでは強力は桜動性おるﾡ 

用をはかリ 発( の で、 5=44月ﾡ林燈*金ﾡ公単に可着之ら 

れを ・

なお. 5ス月こキ小企求金ﾡ公車が認立され. ﾡ達ﾡ気 

キ小企*も 長河長じなった-

a. 林業金融の現江

a 会際機ﾡみセ髪

林求金庵は・矢表には系林茶等に対る会ﾡセ古するが 

玄教 = H 我 林紮等之 対す 石金底も 合むのである。 ニ=では茶炎 

の ふ林金ﾡをﾡ心 こ のべる ニビにする.

ﾡ公ﾡそ っハ て. 普翌銀行っ タ < 8ﾡ行でさ ので 

ﾡの金 ﾡ横肉に 依存せざる セ辱ないめでおる. / は組合系綻会 

ﾡの中ﾡでるﾡ点中夫金率るが診工ﾡ倉▼金車、 他は殺株 

海.車 金 ﾡ金 車 てあろ。

悪旅中次全車は、ノラスラ坪時別法 こリ 設立 をみて来 ss 
耳 をたって満 ョつ目 を @；tだ. 54年ヲ月求で、 その資金ﾡ 

頼は所ﾡ団休によろ音資区塩円 く内系林田体 々S海円ゝの 

ほか、 政府資約/夕ﾡ円、計々くﾡ円で杉る. ごみ質ﾡは 

ヲタ/億戸にのざろが この金源は系従預金 —ﾡ環的には
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政有が浜ぶにﾡかヲ会達べ全の歩回 - U貝ラ外、・ぶ浜全に 

工る面が多いのであろ。森林ﾡ合はノラィ/年に金車に資力入 

が誕められて今日に翌っ てぐろ・

商工組都中穴全牵二、/タタ厶耳将別法 N エリ战立をチ、キ小 

企文のﾡ成動長に当って(ろ. 現左の資木金は. ﾡ合浜約ラ \

遠冃に 政点 資約4ﾡ雨、 計/7昼所ﾡでうる。

ごのダ金は s4坪み月示 447 海円 で あ多 が、主ﾡ資金ﾡ 

は. 金腔領ぶ桜のﾡ式で考入される資全ﾡ用部資会、政海指定 

ﾡ金等野Kﾡ金の に重がかな リ大さ いである. 本金京 の 星 

田ﾡは十小企※ﾡ怖同組合でおり、林紫ﾡﾡでは、ベ出、木枚 

工米等の中小企式等がこれに』してハる.

、上の金ﾡ桜向に文る林文べ出は. ﾡんど霊ﾡ資全で占めら 

れ. ﾡ林のﾡ成わるいはﾡﾡにとﾡな最聖定浜会の会虫=会 

< 行われ て ( なぐのである

二の太ラなﾡ業会ﾡの弱体さﾡ文するのが送林浜求全融公車 

でおる- 公率戦終のﾡねしたﾡ林ﾡﾡの逢力の回牧と倉ﾡ 

さ団るとめ、基本的がな由注ﾡ族をﾡ備するに必受な長均会ﾡ填 

&セ氏給する氏舟求向である. しちがって、 その類会 (ﾡ左 

u4/各円>政政の全京生資であり、作貝も政京の任合スは 

肝可を 咬けね ズ ならず、ﾡﾡの方法. 挙計ﾡるがﾡ全計ﾡに 

っハて も承ﾡの訂可セﾡ愛と 3る. ﾡの※奇支点に当って 

般 杯中 央 金車、地銀 及び 郡旅府県 農業比 巨 鉅含 更合会 •で 客 

登音理ﾡを交託 レ.公率 はﾡ付の 渋売与を行うﾡにお ってハ 

る. ス. 憲登に当っては、傘堂ﾡ県知率に長ﾡ的、 5政的起ﾡ 

さギめることになっていろ. 公ク林*向係に対するダ付全 

ﾡ又び年件は次 通り でるろ.
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___ 資 利

ﾡ林 

京会

ﾡ 赤
弱気学 談 4か5星 

「ま
ス0年 火 内 5年 内 !

=分

ベ 家 ・至☆会 α 分 ・— : ___________

株 tヌ金 
、.

4助事業 7分5星
本ボ動率求 4分
炎喜よ= ・令

パ年 以内

r 、 ■' •
ス占リ内

•关国利用談訳買金
- ﾡ 7か5星

炎喜 巨__ z分____
<5昇内 ス坪以内

(生ノ 上期のﾡﾡ連隠みがﾡご期間は最高のものであリ、ﾡﾡ上 

の景扱いはczse Pン case でこめられろ。特に取衣上の 

京題 がめ っれていろみは対協で び林道で あ そ ・

ﾡ苗意成査潔 : ﾡ盛ﾡﾡ 5年以さ

ﾡ向 三坪以☆

林、 ﾡ : ﾡ受期ﾡ ■耳火内 

ク ﾡ汽のﾡﾡ

全金ﾡ桜肉の林業償状浸をみると. 別本の通リ ノ2点円で 

質出組ﾡの2う分にﾡぎず、系綻全ﾡ桜ﾡにおいて引 メ5みマ 

やろ・ しかも殆しビが亜ﾡ資金であリ、 本林るべ木製舌工*に 

対すろ応ﾡを加之てもラタ下であリ. 金ﾡ的地位が終いこと 

を物ﾡ っている

この シボ金ﾡ的地位の 改巻何上セはかろむのが制金麻ビ 

レてﾡ立でれた 「ﾡ林還ﾡ浜会」口太るﾡ別ﾡﾡである. をに

での敵資状ﾡは別表のﾡりでるり. 株数は総ﾡの 5ヘx。

%を占めてaる.

二のウﾡ・ 百本向発銀行から、本ﾡ利用合理火をﾡるためのﾡ 

設 (ﾡ質ﾡ推坂 は望なと※沿等) の新はズ者にルな資

全が若千下 されて く\る

C. 分校M 同 題

今散の 向趣とレ てよ •制度. ﾡ万の面からみて.孫本細合 

の会序基登費化. 氏策ﾡ資の一ﾡの率化受び長期聖販資会部 

ﾡのき思等がとりあげられラ. 団は、 ※林ﾡ茶資全の希ﾡ 

ﾡ資等に よ リ林業の全融ﾡのりﾡ室打間に努めてハろが、政栗ﾡ 

資とし て緑林計画即慮 ﾡﾡをﾡ化 い、一ﾡの効卒低に努めろ 

ど受がある- た、 特にﾡﾡ性のおる長期ﾡﾡﾡ金融霊面を打 

ﾡレ・ もって 杯ﾡの拡大将生産の ﾡに 一ﾡ考与する こと一そ 

今後の ﾡ題しなるだろラ。

補論(3) 分夕意ﾡにつUて

分収巨林の 意紫・ 理ﾡど その8軍

分収増林ビい言豪自体は、 かはり古くから候われており、L 
林の 基老ゃ林業こﾡ魚の る仕に たずさわって"る人はも ちろ 

んの=と、荷景や町村がどがこの分収ﾡ林の キ リ支で系を対政 

レていろ例は8地にみられる.

と こ ろで .

4 か収空林のﾡ表

分ルﾡ林どはビうぐ っ方法で系林を月放する 二と かしいっと. 

商ポにぐ才ば、 株地を加有づろ人し、 本地にﾡ太セﾡ桜し茶を 

ﾡ成すろい»るﾡみれをとつて、ﾡ戦終一堀問セ経て森林が反方 し 

をら ・ その炊法 (ﾡ幣その不とっ て得たた払全) とあらかじ 

め約索 したﾡ合で坂する こと. 例え ゴラ分 7分とか 分と 今 

とかに分け合うﾡ求をしておさ、 二の約束(ﾡにﾡいて皇 

林が行わ れろこどセ ・ の である.

上 の 合 .土地の 所有着 と 卓林為 のス人の向己けの天を2 

ﾡ合であり、 これセーﾡにス首ﾡ約といって(るが、 この他に
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ラ倉栄約と いって. 土地逆所有着と造孫為のほかにﾡ用 こ払すへ 

(ﾡ用長ﾡ合ゝのみ人の向で. ﾡ益セ-ﾡの割合で合ラﾡ 

ま がな さ れる ﾡ 合がおる.

こ の 分監株は . え.これを ﾡまど いっﾡから受えて . 分 

久林共、部分林送、分益期林系等ヒ "う音でれるニヒが 

あリ、さヒ吉野林ﾡでべ表される倍地林※に市収お分収制で 

ハくものがるって (ごれは信地林まじﾡいっても、 いわめる分 

ルス林業のﾡちみヲに入ろものである)、 多くの種類がある.

ロ. か収臣林の硬※し ごの成ﾡ協沿手

ーロに分ﾡ旅しハっても. 上記のラにﾡ種多株のものこ 

合しでいろが. ニこでは. 令収卓林を手約する当携右の佐ﾡに 

よって、これセラっに分け、 そのﾡﾡを説ﾡしよラ。

(i) 才/の ケレ - ス

・ が命ﾡﾡ林天物の -の当挙ﾡとなっている 合である 

これには.ﾡ行ﾡ林く画が塩林右ゝ と部分林(ﾡパ地ク炭 

為 ) しがあろ。

官行ﾡ林は. ロ土のﾡ全と町村の型本ﾡ達の歳戒を国台ヒ 

レて. 国がﾡ林着どなり、主ビして市町対をﾡ約のﾡ寺方ビ 

レて、大正ヲ年に間定された公ﾡ林野ﾡ行卓林法に基いてﾡ 

ﾡしていろものであリ、 さに昭和ラ/坪 からは公有林野ピ 

かリでなく. ﾡ林レエラレすろ受所が水源地常にﾡるﾡ合に 

は時別に私有地で必っても、 国はてれビ高行壇林ﾡ約セ結ぶ 

こと が出来 ろように 改められ (公有林野等官行塩林送) ・ タ 

後は公・ 私有セﾡわず水漂ﾡのﾡ炭にﾡ尽がおかれるニビビ 

公った- 現左 そのﾡ預はﾡっ2五イ4 にしてハるビ(われ 

て ハ る.

部分林は. 宮行ﾡ林ど王反対のものであって、これは国想 

林野につ0て国烈外の着 (画ﾡ林野にﾡ接なﾡ係のある部支 

団体. 立町村等と侵先する> にﾡ妹さと、 その枚益を国ビﾡ 

林若のﾡで分すろモ のをいっていろ. そ して この制京も、
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官行短林こ同玄. 百ﾡ林将法、治ラスﾡ制定) ヘう年 

こ塗いて行われてちリ、その面活はﾡ左約5万イ4 である・ 

上のﾡ行豊林しﾡ分林は、次に蛍べる*ス、 キラのゲル 

ールビばﾡり. 何北も回が当若じなろものであるから、ﾡ 

ﾡどして確並づれ. 矢約内ﾡもそれるれの法年にエリ明らか 

どなっている-

Gi) ズの ゲループ

二れは.ﾡ景がﾡ林右となって行うもので. へわゆる螺行 

ﾡ休とハわれろものである- =れは. 老行ﾡ林に次へで全国 

にタくのﾡ側がみられるが. そのなかにはﾡ林にﾡするﾡ用 

&*=ﾡに長担ごて行っ方法く会社なめに) ことって(ろ 

ラの もるる-

一ﾡにﾡ行度林ヒいっても、ﾡによって呼が方セ受にしてお 

リ、特ごこ の授に目的を明示 した ものがﾡ(. 例えば、ﾡ和 

記令ﾡ旅.ﾡﾡ林. 水ﾡ林. バルス汽源系行造林等何れも系 

行姫林である。

条行ﾡ林にっい て は、駅はﾡ行卓林をモデルに有累条例を 

めて刷友化 しており、すで 二次系合 収 ( ﾡ複 レてぐろの 

ﾡ席に至ってくろﾡ例もかなりみられるが. その面ﾡは. 西 

和=。 ☆及表にちいてﾡ /5ガイ で あると ぐわれてぐる.

(ii) 0 グレーフ

キ/ちよびキスのゲルースに入なぐもので、二れをﾡ妹 

右のﾡからみれ、町村行直林、 部落の行う地林. 函人み行 

う分友ﾡ林. 学校本、会社の行うﾡ林等、 覆々のものが合会 

れている.

この*ーの グレーフ/レする金戸す林り英験  0、更和2 
坪及示におぐて約/ス五イ ヒハわれている-

I 分収搬林確査栗の寿景

由和 ヨラ再4 月た 制されを 分収ﾡ林ﾡ別搭ﾡ法では、上記の 

ャスお文びャろのグルー之対最するものでおるが、 三の内森
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にﾡれるﾡに、ﾡ林ﾡﾡを受ﾡレて分収芸林のじﾡﾡ おるいば 

か反ﾡ林手求ﾡ権の 主要こ ならいとい っをこと 認セ記

しておく.

・ 直宇ﾡのﾡ要

み林の産力を高めて寄裕の向衝本仮を団ろことは、長浜政 

ﾡ上から丘いは杯全承上からも が固の林政二さ れたﾡ大 

の課題 でわるとくわれている. 二の っな受詞にこ たえるちめ 

には ・ 「の林程転ﾡﾡ林さ ﾡして 産性みさぐ 天べ林を生起 

准の高い人工林にさリかえこの系曜銘成ﾡ大を団ること. ©様 

木置の手ﾡを在峯してﾡ良認ﾡさヨ広 しこれセﾡ甲ﾡのﾡ 

行面にﾡ入するこビ. G普く汚ﾡセ強力にほ問し て. ﾡ杯にﾡ 

るﾡﾡ夜領を 疚 < 一祭にﾡスづどるこビ」 を併 行的にﾡﾡナ 

べさでるるビﾡ之られろが. このう お永も端的 で効采の号(も 

のは旅をﾡﾡ (厚野 ﾡ林モ ・も にx って人工林のな六を 図る 

こどであるど方之らとれろので、 終もﾡ林ﾡﾡの一管の番セ 

はかリ・ 人工林の号ﾡ林之ﾡﾡはく実海する二しはﾡ論、林 

を主休どすろﾡ大ﾡ旅をﾡﾡ的に実して.ﾡ力人工の校太 

ﾡ団ろエラロ レなければさらない.

しかレながら、 これセ逆行ろには、ﾡ示のよラな自営塩林 

— 所有君 自 行っﾡ林- の控塩を主たろねらい と するﾡﾡ 

だでは不十かであり、 二の新らL(ﾡに即なする施しし 

て毛え れたの が分収ﾡ林別ﾡﾡ法の ﾡ支ﾡと すろ -血 

の分枚ﾡ林社ﾡﾡ師なのである. ず. 数林事ﾡセ加ﾡしてみ 

よ ラ-

(イ) ﾡ杯政の目禄について

ﾡ政策の 目的ビ すろ と三ろ区相当ﾡこ わたっ てハろが 

三れを大列bて ・ 経済上の 目的、 ほ全上の目部※び社会上の 

目協に分けられろ。 このスろな目 的 に応 じてﾡ林政束の 目塚 

を定めろべさである二とはハラヨでもなぐが、 ここでは分灰 

ﾡ杯ﾡﾡﾡに宣ﾡみﾡ型セ ち っ経済上の目ﾡ― 汽源政係」
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の目京 - に っぐ そのみ飛れておく.

西和ラ/野戻の用ﾡ消ﾡ量は系材でﾡ4522万・ にエリ 

その中的n5クデ 2 ラ を輸入に仰いで"るが、これらﾡの基 

率年 次くE和2〜バ ) o 消質量 に生べるとス告強z あた 

ろ. しかも木枚の零ﾡは将示すすﾡ大すろものと予週さ 

れ ・ 本野 の見ﾡしによろし. ﾡﾡ 7ク 年頃にもる与同め 

用 材ﾡﾡ重は素枚 で ﾡ 7s22T引 くズ塩5220万石ゝ てハビ 

に 度する も のどﾡ定されて いる.

これに対して. ﾡ給滅たろわが国ﾡ林資京の現ことさの年 

左力さみるビ ・ 総寄ﾡは、 立本菱ﾡで約 /夕億究3(44 悠 

5) ....  用材林/5値 ﾡ炭株三ﾡ2- にすざないもの 

どされ. ごらZ二れさ南令ﾡ英別にみるし、用ﾡ林はその面 

ﾡの54.%が販ﾡ妹で、既恐妹の年ﾡ放浜ﾡは盛にノs。。万 

s にすざないものどされてぐる。 ニれに対しヨ/評戻の用 

*採量ば5.3ク2クの引く立木ﾡﾡ にﾡし. そのゐんビ大部 

分 が既 ﾡﾡ株 でﾡﾡさ れてい るも の とろられるめ で乏るから 

ﾡ ﾡ令用 ﾡﾡのど 採量 は ぶ長量の 約三告になるわ けでおろ . 

しﾡがっ て、 具地示 円発林の 南ﾡをﾡ塩 いて既向ﾡ林の垣代 

の戻合セﾡ下させる二じは、 =にﾡﾡのﾡを受すろ工受司 

ﾡで名ろが、わが司のﾡ林は水ﾡﾡ杯セ合せても用材杯の 

商ぶ浜登はラ/42ヌみs (立木材積) ていビにすざないよラ 

でおるか かりに今起ちに未利用林の全ﾡ的な"発が行わ 

れたどしても、 お当の伏を免れ ないニヒになのでお 

る・ しかも木林ﾡ要の首大するにつれて、円着みﾡさは今会 

を す 表す鉄次ﾡにﾡ大 してゅくものとみな「アればなら なぐ.

し乏がって. 現状のﾡﾡすれゴ. がてぼ森林賀及の 

通ﾡじ木対のﾡﾡに見ﾡわれろこじになろわけであろが、こ 

のエラな危桜る回空すろには. 戸よリモﾡ内森の産力を 

ﾡめて冊給の均ﾡを図る必受がゃろ- これには、 ﾡ記のミラ 

な林種転ﾡﾡ林をﾡﾡして. 人工林、面示の云大をﾡろことが
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元決ﾡﾡでわぞ. ・モがってﾡの!孫系系さ. ﾡﾡ家ﾡに 

よる. したがって今役の豊旅ﾡ矢さ.ﾡﾡ転会て工る大豊 

林セ主体とレ. ﾡ不月ﾡﾡよび次術哲受のぶ系じ相供って. 

木材の 自給態ﾡを 確立すろ こ じを言ポと して戻向 されなれ 

ばなとない.

(ロ) ﾡ林前島の ﾡ要じ現左ﾡ施ごれてハろﾡ施京

わが国 人工ﾡ旅面ﾡ. 臣和 ラ4年ﾡ系でﾡ有林約ノスs 
五ん . 氏有殊約5ジタァイとこなる見込でるるといわれる。 

レかレながら. この面須全ﾡ野五ﾡのﾡス4みにすざず二 

九ではﾡ大すろ用材ﾡ受に対欠すろニビが此来なへので、木

材の自給態好を庭立すWだeNd.优住の人工林女儀風地の 

再ﾡ林はもちろん. ﾡ記のよラな林・ 阪セ主L したﾡ大ﾡ林 

を積遅的に行ぐ. その生産カ セﾡめマ台かなればななぐ 

このをめ、自ﾡ的径済ﾡ兵ﾡからみて人工生林み可ﾡな林

野は京則とLて生てと=が、にﾡﾡする方ﾡのモどて ・ ﾡ有林では 

ﾡ和55年友示去でに約522 万/2 . 国ﾡ林では町ﾡ7ズ

及示でに約=ス2 五A4 に人工林を校大するこビセ目ﾡ 

して長期計ﾡをたて. さらに当面は.人工林の面長をラ7 
年度天ぎで な 氏酋林約«フム ガル. 画万林約ノグ7万イ。

に広大すろこどとレて. ラヲ坪ﾡから7与戻までの5力坪 

計動をたてて ハ石. この計画が予ﾡ迅リ行れれば、函和 

72野真の用おべﾡ量どノ2パ汚役ら(ﾡﾡ) ﾡするものど 

みられ.ごらにﾡﾡ事京等の庶釈名引予想すれば. 用材の傑 

給可能登はス。20ﾡ? ﾡ戻になろ逐で乏ろから、 羽用の合 

理、消ﾡの師約等をはかれざ、画内で庄ﾡする=ビの求 

おいﾡ孫枚く約てろ2五>のほかは Bx、自令求るぶ 

ラ z なろ ヒ 見まれて ハ る- 河源政策的が目標セ空政する た 

め の 長期 画は以工のエラ公 処点、か ら ﾡ立 てられてぐろ.

現左ﾡﾡさ れてハろ 戻有林度林ﾡﾡの 主なるﾡﾡ施ﾡは 

①ﾡ林次ﾡﾡ ③度林助ﾡ(補助点、ﾡ資刷及. ﾡ税ﾡ別
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•—ーー ―称賀の 府別債却制庚) Gﾡ行生林 ©分ﾡ卓林 

等がるるが詳缶な説要 a ﾡ数のﾡ合も あるの で省昭すろ.

ス ﾡ大塩ﾡの 函ﾡ准とか灰区林のじ受ﾡ

明治4。甲に辺めて氏有林のﾡ林に対するﾡ励束がﾡじられ 

そから、ﾡ半世ﾡにわたって並文ﾡ締てれて木を方記のﾡ林推 

ﾡは. 初期のうのにたべろと若しくﾡさのﾡ束したものとな 

っマいハろが、 今快.木ﾡの包給ﾡをを産支すろてとを目標しす 

ろﾡ大ﾡ林計画之をすろための施策といては. なお不ﾡの尽 

が少公くなぐ. この理由古は. ﾡ大ﾡ対の田難ﾡ9ために自当卓 

共だけでは墨の行が困難でる り、とつかく、域林可能な土地セ 

生産性の悠い 天総庄ﾡ地の式ヒ 灰ﾡ丁ろﾡ果にだるからであ 

ろ. このニとは 戦供の依日林のﾡﾡから拡大ﾡ林への東役 

ﾡにあたってとく に為 えねばならないことで、自 皆ﾡ林の 系 

い工地に対し 所号ﾡ以ﾡの着 C生林を付わ せるこレ が必受と= 

れろのであろ。

枚大生旅の宝難で運由は 大体次のようである.

① 対ﾡどなる林せはいわば示ﾡの公野であリ. -般的に玉ﾡ 

に忠まれでい ど二ろが多いこど・

・ 対 •親地を卅洞形絵別 たみろと. 公有林野ち工が部専有林野 

の台めろと卒が大さいが、これらの十には地方公共田休のﾡ 

ﾡ事ﾡなどに期釣されて . 拡大ﾡ旅をﾡ えなハモ のが少 

Rくないこと

ﾡ大ﾡの対ﾡ象地にはﾡﾡが有規ﾡ(経き受浜) の大= 

ハラのがタハダ. 項新潟の マ< ﾡの芝主ﾡ級でお 

リ、 かっては小作ﾡル入の-部をﾡ林長頁にふリむける二ど 

Cよってﾡ林をﾡﾡしていたエラで、 現在では二れが話ﾡに 

なっているこど・

e ﾡ大ﾡ林対象地の主体をなす林種監求地は.池書、保ﾡな 

、に客くの労力て至し . 在師に も そのﾡ行が田ﾡ でおるこ
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こそらの運田のためこ. 公月杯野、月孫野おがへ喫 

の広大宣ﾡセﾡ当どすろ私有が野のヤにさ、補動全の交付やﾡ 

別ﾡ資公どのﾡ政ﾡﾡを行っても. 公お式4的な困難性ど経済 

的な貝ﾡにたえかねて、土地ﾡﾡ包身の力ではきのﾡ行セ堀 

しえら れなぐ でみろラと認め られろ 引 のが少 なくなぐ。このな 

量は. ﾡ大ﾡ杯訂司面ﾡ ・的ラ22万-4) の拍て。%にお工 

ぶものと ﾡ支さ れてぐる.

したがって. 年系の授林在ﾡ以に何亭かの対体がラ方 

だてられないかぎリ、広大ﾡ林計画の字整ば不可ﾡヒ なるp 
rである. この対索と レマてﾡ之られるてとは、 有舌外の谷 

からの支京資 (外部資金なぐし外毎労力> の奪入に工ってマご 

の夷行を確係ごせる二どであろ。 それでいかにレて一般の5 
同資金を奪入する かビハラ=と が可ﾡビ なっマくろ.

即ち. 回家ﾡﾡにてろ宅行直休にはおのずからﾡ政上のﾡ戻が 

るり、 た公※税長によるﾡ路府系行ﾡ林も資金面のﾡ約のた 

め愛左の規ﾡ上にその本大を望むて と は不可能で老 ろセみ 

ら れろ からである .

氏有林の当林郡素にK向資金セ尊入する法しして口、一夫

② ﾡ入金に工る方法

© 巨林ﾡ灰のﾡ行に工ろ支法

© 収手約による法

等が毛えられろ.

しかし. 覧林に浜入される貢全は、 素の任ﾡ工、ﾡ林 

木の伏杯によってﾡ入がやげられるでの周. 倍聖セどﾡビい 

ないもので砂ることが望玉 しく. らにその両遍坪のﾡ払いを 

もど安と しないもので功ること が理想的 である. た ﾡ外部か 

らの 堂林資次金コ . 振林浮ﾡのﾡ利ﾡ性からみ て一ﾡの金利ぶ り 

も はろ か之利み 悠いう ので公ウれば炊文 償わむい こビに おろ 

のが答通でやるか、これの条る満受させろラな資金をﾡ 

入ゃ債のﾡ行 こよって調空ろ一 し古不可能にいしハわな

-135- 
ければならない。 こク商に砂って、 ただノつの丁能ﾡのある方

と して方えられるのは、か収夕天約によって貢公セ考入する方 

法であろ。

この部京&のﾡ入方法と して.分炊ﾡ約に工る生京ﾡに 

羽ﾡがかれろ理由 し ては.

の 貨ﾡﾡ復は浜期ﾡにみれば次才に下ﾡ丁る城ﾡ にあるが 

か反奨符によろ盗杯役資 はﾡﾡ価使み交動に 右 されないほ 

全な浜資手係であること.

・ 本ﾡ将示さナす不こするﾡﾡにあるため、ﾡ術題便の 

下落とは別に、ﾡ対的価ﾡの便二りが坊年されるこビ・

G ﾡ型産文方面にお"て. 将系のぷ木ぶ足にそなえてか区 

約にろ振本浜長を不督名 しx ラとするﾡ向がもるこし.

e 胆元部落民. 学松. 有坪団、 消両団. 工場催家頁の団休な 

ども、みずからのぎ力ど補助金に工って令ﾡﾡ杯ﾡﾡの度林 

合となリラろ可ﾡ性がるり、 に三ク奇望ち少なくない=と

な必 であろ五のりょラであ る.

た. 自らﾡ林を行ラニルのなんな土地所万ﾡク倒にも分 

噬抹照進希望'す石巻 H 相当に •匆 < . 分点度林によろ土の程供 

2つハて 5ﾡ当の期待がかけれる ク であろ。

ニのェう公予ﾡからみて、 氏ﾡ本のﾡ炉中業たﾡ音類全を辛 

入ナろ には分ル方式に太るこ し が最査とﾡえ られていろのでお 

る.

どもるれ、 う後の塩林ﾡﾡの確上. 氏有ﾡ杯程ﾡﾡにミ 

名な大ﾡ林を定整ナるには、ﾡﾡ的な部資会の幸入がル受ヒ 

されるのであろ。

a か灰林椎輩油脈のめ受性

分ﾡ林の営ﾡ性およびその可権性は前記の とちりであろが 

これを自ﾡの推移Zかておく場合には . とラてく所ﾡ 】 

的にそ った姫ﾡ左 望かこてとがでさない。その 理由 は 次 , 天 ラ マ 

x つのﾡ面によてさく 制やさろからでおる.
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(イ) 分久孫本系 ﾡに文ろを済的切ﾡ

収卓林奨名は. 常こ必5。与つわたろ長期の的に公 

とざを得ちい宿合名もっているので. ほど安ﾡした冬済 

ﾡのもとに. 相互の倍用ﾡ係がなりたをな"しﾡるには 

と結ばむなハ. 受するご系台経済ﾡ双予ﾡ約といて. もとも 

と取立しがたい妥素をもっていろ. aた、ﾡ期可がﾡ期で 

るるために. ﾡ休有側では.はたしてぞク同.公しらのﾡ者も 

なく経考灰を行ﾡしうろぺで*の不ま、 土地所有有の処にも 

理デ し 左土地だ 対 し て巻ﾡな悟理が行われるかピう =っ ・ 

てのスほがるリ ﾡ約み取立をはお重大は京因ビなっマい 

ろ。基た、 土塩が有着しﾡ林ﾡ岩とが日曲に各在していて 

も ・ お五いZ相手の辛ﾡがよよわからないので約放主の動 

はが王しい。=らに、 分次歩合の、ごの他当事ﾡの利き 

が相灰す石 事度 に っい て は、相互に起見 の一致しなハ場合も 

なくなハが、このx ラな号合に当考首互の話合い だ円で 

は利 きの顔整が困なんであるこ し等がるげ られろ。

こ二れら名ﾡ決するためには. 当時ﾡの南を積起的に介 

るっせんレてﾡ正なるﾡ約を文らせ. 起ろかも知れない紛号 

にっハてはﾡ意セもってあっせん. 調ﾡの世話をくビ=ろ 

の倍用おろﾡﾡの存左が是非しも e:要である-

しかレながら、 か収ﾡ林の円ﾡな警ﾡは. 二れのみセもっ 

てしてはい だﾡ しがた ハ.何じなれゴ、こ 二には祉ﾡもむ 

制戻的な制約があろからであろ.

(ロ) 分ルﾡ林の推姫セ 阻む删皮的制他

① 法上の観約

分収ﾡ名に工ってﾡえられたﾡ林木は、 ごのﾡﾡに共同 

的受素があろ以上、当ﾡこれを共ﾡ物し約すべさであろ 

にもかかわらニれがでさない. 即ちﾡ法ﾡス5と条に工 

ゴ. 栄項高の共有巻はﾡ田 共ﾡ分について分割ヤぎを 

なしうるこしになっていろのみならず、 5坪上にわたっ
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て お型 に 分割的家を しなぐじハラﾡ約も 示な ( 二 とにな 

っている- 今収度林矢約にお"て造林木を公割するしハラ 

ことは. ﾡﾡ之ﾡ除すろにﾡしいものであるから、=のよ 

ラ公削及のラ上にﾡ杯木セ夫潟と東めろこヒは. 一方の当 

事者の百点 たよって ぐっでも契約をﾡ除末ろ=とを約定 

する二どに等しいのであろ。これではセラてい分収塩林契 

ﾡのﾡ態にそわないので、 特別に法されてぐる官行ﾡ林 

天他や国有林野の(ゝ わゆ る部分林奏的を除空. 一救のﾡ約 

においては、やをなくﾡ林木セー当事者 (多くは宝林者) 

の所ﾡとめ、他の当事ﾡ口つくては京益の分数叔のみを 

認めるにﾡがなかった。このこどが当有の心理に大 

さな不安を与え かっはﾡ法の上で.分水ﾡ林による得 

や※人のすろ振林質の取ﾡ"をぼﾡzし、 約をﾡ踏 

ごせる尽因と なっ てぐち

① ﾡ方自治法上のﾡ約

か収林の対象地として公ﾡ林は大さなウェイ トセ占めて 

ハるダ きのぽﾡ手ﾡが員ﾡにすざるごとでおる.

町ち. 之方自治法オス3示に工れば、地方公共団体がそ 

刀 条属 でどく に重要な勲きと し てめ ている土地にっいて 

・人ま たは私送人が /◇耳以上にわたっ てこの 被ちﾡ長用 

の許をっけるこ、 三の同題が住氏坂歌さかげられて町 

決>れなればなっなハニビにってくろ. そのをめに、 

市町村側のﾡがめしどうでﾡﾡもかかり.個人や会社は 

市町ボどのかは契約セ意弱に待ぶことかでさない. け 

だレ/ク年以下の天約で済む太うなﾡ林舞ﾡは. 現左の時 

尽においてあ リえないかである-

① ﾡ法上の制約

①の改法上の判約にもﾡ壇することでおろが. s林木ゲ 

法林、な/人の折布ヒなって ハる と、 三とえﾡ宮の素停に= 

ﾡ可的な登手が合れて(ても . 土地ﾡ右のみル得出
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ﾡべであリ、貸用員型有の会妖所得は刈すでべないかとみ 

られがちである。 こうすると. それ»は. 不動を加将や利 

る得の取な(をラけろ=と二なり、 得税でﾡめうれ 

た山林所将の特奨セうづられなぐ。 =、 ﾡヘクヌす 

る拉求質の取夜いについて. 三ﾡ方霊登ちよぴ回秘寄司 

想置法に工ってﾡ質的な部ﾡの系王、一ﾡのﾡ用の倍却 

ﾡ的取扱い がみとめられているが、営用員ﾡﾡとして支

るﾡ林長の販ﾡいはっさリしなくなり、 五ﾡろるいは 

キ金等にみられるお ぞれがるる.

分灰ﾡ林の生ほをはギむものとして、 大ホ以エのラな 

ﾡ」約があったのでるろ. レだがって. 分依ﾡ林の促ﾡをは 

かるそめには. 以上のよな甲ﾡを岡ﾡ併行的こ無浜すろ 

とﾡがおったわけでるリ、 二のためじ受公ﾡ置じして次の 

よ ラな こ どがﾡえ られたの である.

I. 分版長杯の権並番輩

ど受は着番ビ し て方えられた甲項

M) ﾡ約ﾡ谷の るっせし を行うこし.

() 緊約内客の基をﾡめて指奪すろてと-

い 矢約当平者の共 事ぎと してのきﾡを強めるよ ラにする= 

と.

・) 補助会の交付. 特別ﾡ資なし一#の包ﾡﾡ林と同林に財政 

ﾡ助 セ行っ二し.

) ﾡ約内客を届出さろこ うにす2ニヒ・

() ﾡ争府の やっせしを行うこし.

(卜) 都虹府累を 二石ﾡ約のﾡ林着 しして ﾡ極的ご天約にﾡ加さ 

せろ xラするこし.

e) 地方旬治法の希例をﾡて. 告氏浜系セルﾡじレないヨ 

にろてと・

() 氏法のﾡ例を設けて、共負み分ﾡ調ギ枚をﾡ除るこビ.

(ズ) 土地所有吾およがﾡ用員ﾡ着の 今炊所得支上こ北名山林所用

・ -139-
とし. 質用民程着の営用も皇林賞ししマ軍夜ラニと.

ス 办―里林 将 別 褶刻汰勿 ﾡ受

令政裁 ホク直極化 と 公正化 セ はかるために肝決 レ なけれ ゴな 

ない申及は、 一記のとおリであろが、 それとをその内に文 

ってﾡ別する ビ.

① 上の 障きを取リ 除くために じ要な守及

・ ﾡ約の塩エと はかるため区じﾡな幸項

G 受約の 民皇こはかるをめこル受な指域共ﾡ*項

の5っにさnる二とがでさる。 このラち. ①の友上のﾡ害を 

駅除くためにじ要なﾡﾡは、法ﾡのﾡさたは改王にとなけ 

れば肝決来ない向ﾡであるが、 ©のﾡ約のﾡ正化セはかるた 

めにじﾡな申項およ びGのﾡ約の 長ﾡをはかるため口じ要か 指 

尊獎戒的的率発口、何政指ﾡでも所決来ない同認で=な(.

野方では、当力の矢ﾡの促じそのﾡ正化をはかろ上にじ 

はすべての幸項を郷延した浜ﾡ束 く分灰ﾡ林促ﾡ法束) セ用 

きしそのでるるが、契約の宣正火こまかるために法律によって 

ﾡ約に規ﾡを加之る こレは、 約自由の示剣に反→するこ しでリ 

受に 契ﾡの規罰をど雲ビすろほビ等ﾡがﾡ在 してぐなぐかざ 

リこを法ﾡに規すべさではないLG 理由に って削味す 

ろこヒとはり、ﾡ知の任こはかるためにど要な申項引行政指 

奪にゅずるべさであるといラことになった結系、法ﾡに現すナ 

べさﾡ浜は主と して ﾡﾡ上の 障害 を取り 酔く ため にじ受な誉ﾡ 

だゅ となっ たのである- なわち、

かル塩林庁別ﾡ置法 く面和ヨ坪法57ﾡ) は、 上の太 

ラな理由から、分ﾡﾡ太をﾡめる上にﾡ喜どなってぐた5ﾡ上 

の 耐 利を 耿除く ニビセ 目台ど して亡められたも クである-

ごの内 容はﾡ昭してつ ざの 工であろ。

ャ 条 かにﾡ林矢約についての定祭

キス年 ﾡﾡ術の あっせん

ャ条 反汝のﾡﾡ
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オ4糸 運方官活法の将例

時ﾡ決該

リ上ク4お無しﾡ活ﾡからなるわけでおろが、 才/条では 

分収ﾡ林の点去、分反ﾡ林の種表. はﾡﾡ矢ﾡのﾡ業ﾡセみ

して . 本法のﾡ用2ﾡけろ公吹空林矢的の表之可ら今にり 

スﾡにちぐてﾡ道有界ﾡﾡに対すろ分収卓林生約のあっせん

救務をﾡし、ﾡラﾡでは氏法ﾡﾡﾡの共有堤の神系さ. 赤ク 

条で は地方ﾡ治法に受める公共司ク軍受安差ク ﾡに 係る 刷 

規売の時列セ ごれぞれ主めている.

つの法年によって, 分攻登杯ﾡ約大いに純ﾡレくなっ 

たのであろが. しかし二れだけではﾡ約 の宝正化 とﾡ極化をは 

かる上に欠ワろところが少くないので. 翼杯次官通=る 

「かﾡﾡ林花生季ﾡ くラョ坪5 月L ニれをふこしするため 

・「林野方長官通ﾡ (お=近と月ス 日付分炊授林の番生につ ハてム 

にxって体系的に-ﾡのﾡﾡ岩登さ評と共に、ﾡ透工の京 

扱いについて引、 「所得税法ﾡ行員 の改王(シシ』)お 

が回税方浜宮ﾡﾡz工って. 土地有着ちが貨用質福ﾡの不

セと全に払状すろエラ= されたのでるる, み炊造林権進電領 

の 円窓についてのﾡ明はﾡﾡする.

ラ ﾡ収ﾡ林ﾡﾡだﾡの効果につ ハて

以上の搭晋zよって. »収ﾡ林ﾡﾡ上ﾡ次セﾡすべな項は 

一恐はすべて肝=ろ二とにエリ. この括果しして. 次みx 
ラな効環がﾡ特され ていろようである。

(/) 法木吏林解行工の効系

現行 の助京制友にる 自営林で は 行 しがた い 大 妃ポの 

程転ﾡ林なピヒ つくても戻 そ度保ろ会がみらかれ 

不称の官 ﾡ考 を確立する上にじﾡな校大 ﾡ本計型 o 行が 

ﾡ易 ごなる。

(. 山村ﾡ※ロお文ざす効球

ﾡﾡ力を速大レて、 地え氏にﾡﾡめ災会を与之ろし両時に
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用球ﾡ物のﾡ達にって山村の経済セ恋 し、ﾡ戻の福 

とﾡ垣することがでさる。 た. 土地有有も工地の高友烈 

用 による利益に沿する 二とが来る.

の 工地加有ﾡのﾡ併名防止する効果

伏示旅地などは. ﾡ本のﾡ場がなぐﾡ合には、ﾡ々にい マ 

資本次などに更ﾡされがちであるが、かル造林制友の歴立に 

よ って土地のﾡﾡ利用にろ型益に浴 レ らる会が問 けたため 

あろてい どは土地のﾡ併を 町上すること がでさろ-

( 地え氏に登を参? 次»を与之 ろ効聚

能元部落氏、学校. 青耳国なとの団なU は. みずからみ芝 

お と 補助会 に って林有 どして 経老にな加 し っるﾡ会が与 

られる.

) ・営ﾡ林の基礎セ繁く工にお工日す効果

所有君が包者近林の能カセ 欠く ﾡ合にはﾡ来とも ﾡ次な天 

烈生ﾡ地のまに波資されろおぞれが少なくないが、-旦分 

版ﾡ林によってﾡ林セおこなえば、 X回からは公ﾡ所得にx 
って所万若ﾡ身ﾡ林を行ラ=とが末ろエラになるので、ﾡ 

回的ではおるが、包営塩林み基密セﾡくでもある。

〇 休業の班べ化におよ目す効果

収ﾡ式ごよろ林には、 浜本とﾡﾡの場入にる合理火 

の 柳会が夕ぐ さ と林業の べとにも ほ立っ.

y上ク よ っ な効 県 がる リ、こ ○ﾡﾡに は非考 に 第 高がかけ ら 

てくるわけであろ

ロ 団去のさ算と今徐み予主面表・己の対系地

上のよちに. 分収振林のﾡにじ受な知決的造ﾡに っ"て 

eれ老のﾡ置がじられて来たのであるが、 そのﾡﾡについては 

才/ﾡに太すどおりで、 ﾡ来の英ﾡ= 比レさ したる変必はみられ 

ない・

かレながら、少検分夕ﾡ林方式によって去大ﾡﾡセをﾡして 

く計ﾡは、 ャス表のﾡリでやって、こめ対係地を方形な▽に



-142-
みれば. 市町村有ノと/十町歩. 部落有林三み千町ゼつと5シ+ 

団歩とおっておリ. 合計5ノベ=可歩をﾡﾡするよラこ計画されて 

ハろ ぞして. 氏有ﾡにちワろ人工林目孫ﾡ求52e。五町歩を塩 

ﾡするをめのﾡ大ﾡ林画画ﾡ>。2五団歩のうち、 約ノアタセ 

この分灰方式乙っ てﾡﾡすることセ目ﾡとレて"る めでもる.

予像区、政乗上の若干の同選尽セ耐記しておく:

▽ %政ﾡ林政策上の向電尽

う坂ﾡ林矢約セﾡﾡしエラビするだ合2. う数割合をめぐって 

ﾡ林省ヒ 土地所有着の合起が レに<く ﾡ収ﾡ林格の -っのﾡ 

となって ハるどハラ= とがいわれる.

一ﾡにか炊度林の対致ヒ公る土地は、ﾡ林因はイ地がﾡいとさ 

れてハながら、何該基分収ﾡ合を土地堤供為4向と 出ごるセ郷 

6いﾡビのﾡぐ 臣 が可ﾡであったかとぐ うこ が向理で あろう

現に. 分ルﾡ林も支林ﾡ助金をうけているが、なリに神助会2 
ﾡ程ビして、包啓ﾡﾡで次ヌっぐ台う林地であれば、土地提供着 

の必次部分だけは塩林有ﾡ点を番 しなけれ ゴな らなハ. この 

文 ラな土地で如何に し て土地ﾡ有岩4割の ﾡ収が可ﾡなの か 7 
のﾡ岡が費ろこ とでおる.

-ﾡ2補助金とﾡセと してはじめて他部刊への浜本. 資金の当 

盛之 防ヨシろほビ、 相対的に ﾡ私の塩林地がぐかし て 利余み利 

余と いわれる地を ﾡ亡 せ しめるのか? このﾡは土地所有着の性 

ﾡじの岡ﾡにち"て そらにﾡ木的 にﾡ市をﾡする向ﾡで はなかろ 

り今/

系像に井一入ﾡべのを を耐記し てお三う.『ﾡ左林策で最ち 欠 

至い て い2引 の口資本であ石,従末は補動金制及で林ぶが好放て 

れて宗をが、国氏経ﾡに占めろ地位の広大と(う面から林ま外 

のﾡ本が山同に入ることは、山を紙化レ資源セ血政するしハう大 

茶的見地から大いにﾡすナべーンでわる. 殊に 処方 計政の 充归 

かと売ﾡの 式ﾡﾡされてぐ る公ﾡ杯野の ﾡ体は. 本法用のま 

取の / っごあろう. ただレ、 資本が前面z 押 し されすゼろ し .
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ﾡ朴山村氏の 感ﾡの上= 太くないﾡ寄を場そる戻(がおるか 

っ、運用面で十分の司趣名→することがめぽでおろう、ﾡ林倉は 

五町村とか海林包合が当るこしが望さしく、 孫林組合しレては、 

資源垣京のﾡぶ的ﾡﾡに客之るべ< ,包らの力る事私約にﾡう 

ニヒがどﾡでるろうJと .

以 と

第5章 小私有ﾡ業の経営改善に肉すろ議向題

今支ゞべて来た卜及ﾡ林まのﾡ状と. これに対する政ﾡの本登 

引lさっいて. ﾡの小私月林業経官のﾡKに肉する前々 の誕整 

及に 関説 しておく ニヒ ロ. 本レボートセしめくくる上におぐて必受 

でろ ラビ ﾡえ られる.

/ 庄産ﾡ特ﾡ切墜にﾡナろア

小未林所ﾡ着でおるﾡ転が、その 株文庄生産部内に 受ギする属別 

任済的目的は、 にのぺたごセく. 栄号指搭するこビが条る. 

このキで、- な のﾡ更さる折得の ﾡ母頭4最大火を も とめる要 

农-所得ﾡ得都向どしての求生産部間——ヒ 要る一支期点 

内での次現でれる系林ﾡ涙資逢価位の最大化のﾡギー締著ﾡ 工 

は 資木形成部内 と し ての妹太生達 — とは相反する手ほであって 

ﾡ盗にば同文 しがたいﾡﾡをもっていろ. し かしながら、 *帯に 

長期問の山林所有ﾡほの紙済動悠をみれは、こらの 相対立 した 

要ギをどもにも とめてハるﾡ合がﾡい のであろ- ニ=に展ぶが契 

する林革庄産部 へ の目的の 夕 族.住. 複合住 . 矛 ﾡ性がみと 6 ョ 

れろ・ このﾡ目的ﾡ合ボ態2工っては. ﾡべな林挙生逢みキ 

(SStew> がどられるべきでﾡるが、 現ﾡにはご尽ど夕* 

ﾡケの 体系がな左 していない.

これにはいろくろな理由がるげられるが、 そみﾡ策とも=、



—144 — -145-
としく・ 今糸の※ぶ下京?ﾡ展のだめにご. 日簡合性の商い 

産区行の 系名具体的に経舗 し. 香ろするじ受性がみどめられ 

る. しかしながら、枚雑多ぶなヨ的セ々にとリキげ、 三れでね 

の立 地の茶作次経済ク条に合 しそ低ﾡ校ﾡを祖み立てるこ二と 

は. 経営者愛工の手ﾡ自でおっても . 差校ﾡをﾡ整する= 

どはならない- 本奇におろ授ﾡししては. かかる複合目的と経 

えず番レっつ -テ杯有ﾡ家の経管ﾡﾡの科色 - とくに 

土地利用ﾡﾡにﾡすろ符色 —— こx< 把卷 L て . 二義すべ さ座産 

ﾡﾡの方行性ﾡよくﾡﾡめるじ受が杉るし方えられる. すなわち 

求ﾡﾡ源の主体である「ﾡ家」 とハラ経きの情をﾡ型せしめる 

安がるる のである。

そのﾡ合. 統的にﾡらかにレたごとつ. ﾡの林地への①»Aど 

におろﾡ矢、拣胞からり® ル-尸” におる諸件. ﾡ公 

に林地の上に予放 されろ® Cシuな./ ク生とハラ 研領域の ﾡ分 

がル受になろラビ 思 ラ.

今ニニて. 二れらの差ﾡﾡﾡ主体の要求を端的に日休的に 

系更すれば、出示ろぞけﾡくのが得がﾡ翔ﾡ=姫放されﾡとセ= 

に、森林資産のﾡﾡﾡえず葛く維刊され、ヨっ勻始的構獎材力

裕も充分であて民 しいが. 反宙必安 な ちばかな り 。vの 好貴 

なﾡ茶生産と着率し な ( ﾡ田内で夜>入 しても工い. というニと= 

装ﾡされよう. ﾡして. これら口集ﾡﾡ言どしての林木のﾡ択で 

あり、 り高及の林地利用ﾡ無への季ギとなろ。

小ﾡ有 ﾡﾡのﾡﾡが日本にちいては. 月ﾡﾡの発属とな って今 

日あらわれているのであるが. 久終のﾡ灰はさ らによ り銀名的林 

ﾡﾡ急にﾡち 能性セも っていろことは、協 走 の上顎 でも明 らひ 

であろラ- レかウロ、かかる象的友のﾡい森ﾡ庄産支式が日本の 

林地利用次術ヒ して兵んされていろだろうか. これが私有林経 

ﾡの改者向ﾡと して、技ﾡﾡﾡ整に ラ ンめろﾡ大の 内窓でおろラ

ズ. 済的翌至にﾡすろ項

小戻求の産におぐては. 帯林産物のﾡﾡはまれにとか 

起せず. しかもこの故登は要的登であろ。 さた、これらの 

林産物改ﾡ して いろいろのﾡ京のちのメﾡ量のものが混合し た引 

の でおる合が多 ハ. さら三また、小ﾡ模所有若=どっ ては.ﾡ 

ホの交呉ﾡ値が支受されろ立木地でには . 区側別ﾡの忘い 

ﾡ庄の辛レい伏ﾡﾡ程でのコストがど要となる. 立木ﾡﾡは林 

産物の市ﾡﾡﾡから、このエラ公不産ﾡなコストを控除したﾡ頼 

とレて 氏定ざれ るのが皆通でお若. し今も照にﾡのﾡ理的なな量 

も ﾡ分に把ﾡされてぐない.

人上のように、小現ﾡ山 林ﾡﾡは林ﾡﾡの原ﾡ こ対いて、東 

ボ悟的にもる済的に も に不和な並更に抱。こきれていろの 

が次ﾡで6る. 日本 の小ﾡﾡ林英が主じして立木ﾡ定の方式を ヒ 

っているのも. このよ ラな不利で案 た.ﾡ域 した立木の お フ南 

街 として の特性一 点ﾡﾡﾡの のなハニヒ R E 再鏤枉 をもつ 

にビ専 —— によって. カバーしェラと意ﾡしていることにほ かな 

らなハ. 天はげ消な的対欠しみられるのである.

したがって、この画に対しては 京を低ﾡﾡ理がどくにど受 

と なろにちがぐない。ﾡ分らかなりﾡれた と=ろに番佳 し、生 

産してい ろ小有有 に対し て . 市局ﾡﾡめ動句、京る される林産 

ての動向、旅差物消質の動ﾡﾡ々セ商速に将ﾡし、巨予測して 

ﾡするこしはまづ一にﾡリ上けろじ受がおる事項である。残 

会ながら、日本の林政ﾡ構こは二のよラな、 マーッティ >ゲー 

- >フォーメイション のﾡﾡは非ﾡに不ﾡかで、恕分 は機能を 発 

消すろ呉ﾡに至って パ な い.

え て 休産物ﾡ通に ﾡすろべが便塩されるとﾡかあろラ- 

経当生達の承絶ﾡﾡである林ﾡ物み 東ﾡを立木ﾡだ式で済り て 

ハろこと自体、非帯に消極的宝なであろしﾡしたが、表家径済 

匸务彼m すヨす機桢が噂 A さ れ とくにそ れらが林木 ク 収 ﾡﾡ当 

のﾡﾡ復ち 担当でさるつなﾡ性を有 して(るものなれなる
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ぞけ——具的には トラッワター オー ト三輪だどは比に放 

ﾡとし て利思されつつある----- 本列用高卒之高めろ見地今ら 

二のﾡ程が意ぶ経普の ﾡ微の十に 入ってくる 町丁能ﾡが寸刈される 

そラでなくても、 ﾡ左帯ごおくれた形ﾡセどっている林定ﾡﾡ 

鷲海z. 所羽着ﾡ毎の共司化=工って近べの新ﾡを呼び地す 

ことラじﾡビなってくるちがいない. 役ﾡにつ"ては 区にﾡ 

れをごとく、森林ﾡ合に っ て .かなりぷ坂』に立た、あ景のおがっ 

て(る地ﾡもﾡ受けられろが ごﾡ分とは云之ない. 以ﾡ理 

にﾡする調整又は共可化が経済的ﾡ整のャニ番百の問ﾡと レて型 

示さ れろ-

さらこ. マーケッティ ンケのポﾡをよリく ﾡ揮べせる手根ど 

レては. 複確多災にわ左ろ林ﾡ物 - とく に小現ﾡ林祭の庄産に 

ﾡろ林ﾡﾡにつハて、形ﾡ舌項と測定すろﾡﾡセﾡ暴 し、普天 

すろル受があろラ- 医綻ﾡな林兼地にちぐては、商習ﾡビ本皮烈 

用に基礎之おぐた. 王確ﾡの高い 町卓な測樹ならざにﾡﾡﾡ付の 

ガ式がそれぞれ為されてぐろ. 新しい 休業出生ﾡの添ﾡ為であろ 

小長棋共茶のﾡ営にこのような面のﾡ整効系はﾡﾡに大さいもの 

とﾡえられろ。

上の ように小犯ﾡ林条に対するﾡﾡ経跡節ﾡ整は太たﾡか区 

差備されていない重委む課環でみる- これ②対レて. 庄産る4 
ﾡﾡ- 各通の融資、補功・ﾡ新ﾡ助ならがに共同池策はﾡ年 

にてべたごしく . 日本にちいては. かな リ行われて いるも ので 

ある のでこ こではﾡれ ない. もっビも、小受模林業セ対象に した

産経済的政脈の体系ど いうものは. ﾡ説い た翌リ 不十ではお 

ろが。 •

o 池取約、ﾡ福的調至

小規本林ﾡは みビリ山 商地域* 山村での 円題のみで はない。 ャ

38表でのべたごピく、 平米村はﾡ論. 日本においてはﾡ域の

ﾡ京に おいても . 林野 有 ナ数はな xおい. このこレ、日本
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Uお つる小現黑が衣河星を取我 ラ協合. そのホ*る誉が左して 

( ろ地域ﾡの向理や、その有右が所量 して いオ地域社会の 西層

だの 同を外すことのでさなぐもの である こどを示して(る.

池域ﾡと してﾡﾡされるべさものは、単区地域ﾡに現虫 レてい 

る小堤様林ﾡ由ﾡの構直のみでなく .このよ ラなﾡﾡに作用して 

。 ろ、ﾡ業この他の経済的ﾡ新件ど のﾡﾡにおいて把ﾡされる必 

受があろうかと方えられろ. 何故ならば、 ヤラ章でべをごとく 

小ポ林業生走のﾡ題は、ほ業るﾡの問ﾡをみ して原云ぐ冬ない 

非ボ区ﾡくの 領政名も っ てぐろからである. 小堤績林業占産に影 

番をあた 之ろﾡﾡ経ごﾡ京紙済の帯このものを指ﾡど すろ契

合 的な地 族性の把碾が必 整ヒ なる ビ方えられる.

=らにまた、 上のごビさ地域的老ﾡのみでは不十分である- 

円一地端の小把ﾡ林ﾡの注産ﾡ塩を とってみても、小さハながら 

も .林地そ老ﾡ模別ﾡ地ﾡﾡ把棋別に店ﾡﾡビいっものもぷ考 

にﾡﾡ=れろ. すなわち、同一地域内にお"ても、小現模ﾡ*の 

ﾡ営向ﾡﾡ騒的に興っているはづであろ。さらにﾡんで. 小 

棋林ﾡの唐ﾡ構京このものが、ﾡぶﾡ来み 地ﾡだを不すﾡでな指 

際となろ場合もあろうし、 その工な場合では、岩福別把梶ヒへ 

ラﾡﾡﾡﾡは、ます式す重斐じなるにちがぐない. <◇xラな蔵 

小におぐて、 小ﾡ績林業向ﾡの地政的時層別老ﾡは。少終よりx
4 向壊をﾡ リ下げろの に大切である.

u 新 しいﾡ来経老ﾡ豊やﾡ次庄活の構ﾡどのﾡﾡ

二こではら伏の敷政が主しして対象と ろ恐業径者 帯皇との実 

際をﾡ単 にゞべてちこう.

その方えられろャー ゆ京は、新しい※系ﾡﾡ構ﾡがも こめる 

力ﾡﾡ桜構ど殺水林ﾡの恐展との調整である. ﾡ田における化せ 

ﾡ料の発、ﾡろが小受横杯孝成立の ーフの基確ﾡとなっをこ 

以はﾡしたが、このこピ像には. 日ネ惑茶が水紹とハう式 

ﾡ作胞と主作目ど し、これに水し いう有域京滞ﾡ源が存在 してい
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た奪奈さ ﾡ虫すわF にコい かない-

しかしながら、愛在のみﾡ水準にちいては」 Aとと学ﾡやを選

に した米作ﾡ系すでにﾡ界に さているしいわれて いろ。深病, 

金層五肥、田ﾡﾡ換ハう新しい径営方式が黒用ごれ、普※され 

かっ これにﾡ意部内が窓長に帯合する 悪ﾡ経営缶ﾡとなった見合 

今ﾡよリも夢量の月求ﾡﾡ公を必要し しょし. た故ﾡﾡ角 

のための 領料や事料炭給地と し ての休野利用がﾡにも ま してﾡ 

求ごれるようになろかモ しれない.

このﾡ合. 桜気経深全からみた土地刈用が門検討されろ必要 

性をﾡﾡしており. このﾡ環、殺駅林挙ク生達方式の在リ方がま 

めて検討されろ二しになるであろラ- ﾡ状のごじさ方式では、こ 

の ような条件安化に即応 しシるとは為えられない.

5 . 本ﾡ利用坂行や起ﾡ肉解の 調

小ﾡﾡ林茶のﾡﾡに伴って、地政会になげかける影寄は、ビ 

くに山南地ﾡになればなろだけ大さい. 桜項用形料ししての野革

塔兼などの&存戻の高い田作ﾡ業地域は引ちろん、ごの他み地 

ﾡでも、ﾡ計上明らかにいたごセく、日本のﾡはこれら林野産 

ﾡにかなリの高いﾡﾡﾡセ示してちろ- これらの林野ﾡ物のﾡ取 
—— 利用には域社会をﾡ位し した旧い林野利用ﾡ行が将レて 

ハろ. したがって、これらの利用点行を点姿するごどさ小ﾡ隣株 

※の発ﾡには、当べﾡくの障さがじもなっであろう-

ほた 不、ﾡ ﾡ林みが伏事業等への地放内の林ﾡ底術南 

ﾡも、山南地域にﾡむほど重受性をちびてくるので、ﾡﾡに均け 

る斉林挙への労ﾡ坂下を促止しx っとすれば. ごのxラな他め林 

※ﾡﾡ の同ﾡセ のx ラにﾡﾡするなが、商題 となってくるにた 

が(ない.
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6 .まとめ

上小ﾡﾡ林ﾡの向ﾡをじしてﾡぎ問ﾡししてとらえ、経営 

の合理ﾡ、調和的かﾡﾡどくう足地から向連点とﾡﾡして示を. 

しかい. これのみが. 小ﾡﾡ林業の向環ではない. よ リマクロ的 

に 産求ﾡ壇のヤにおける小ﾡﾡ林業向題や、小土地加有ﾡとの 

問ﾡにおける小ネ林所有問題ﾡ々のﾡ尽があり ラるが、これらに 

っいては・ 能力のﾡ界外になるので、ﾡ京を省野していろ。
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オ/系 (/) 業 別 回 氏 抗 年 ___(位名)

\ 第/火産茶 回ﾡ 得

•• *星式 小 小 前 ! 小 計 ﾡ、 円

函和 ス4 さ2 ・
・--- ー ・ -* ・ ・-

ス5ス ラズ.5 グズ ミ

-*---------マ-------マ------*マ----

4ラ 475
ス 7 /タタ え〃 .7

マベ・ス ～<さ s<.42
ス ク 4.< <2 え* 三 < ケさ«4
ラ 2 /52 スヨ x.4 ベ<. ク 二so.o1 ～S <4.5x 7 1
ラ / « ? xx スs / と ラス7 aタノ ア= ククタ

5 ス /三5 zz N 〃： タョ ==e!2夕 三 S～タさ2」

(注) / 冬ﾡ企画ﾡ済所所
ズ. ﾡ戻得は 「海外からの も母」 た含なく.

- 151-
ﾡス 表 六別面ﾡ

------------------------ (位/opo町)---- ------- - 7

ほ 令 !

—

総数
ﾡ杯共地

竹称
・

おxの 
条跡地

原野
計 船く痴ボ热K検林 雪3

-- • -----------

総 « j
---------

マ22ラタ .40? スラノB 44さ 4s4
- 

1
84 <ケ

へ王株

入ﾡ求」

一 1、5.7ラ4

- ・6.57i

5./～ヨ

・ /
スノ2 «スタス

マSえ

灵ルス

1

(注］ / 京林省ﾡ計調登部

～ 4塔 5 入の なめ、総数ど内ﾡは一ﾡしかい.

. ﾡ和ラスﾡ8月/日現左

オ/忍(て) 昭和 シン 圧 の本 資 得 総宿 くか

産 ★ 初 一が得
----------------------- , 「• - "「- "---「 --

林 加 得 |
---で----*-------- *--**
が4 (*)

委 茶 /ou3.ヨラ ど= z44 5
次 /3S ミスタ /2o 22
差 *産業 ノクミノさ。 < <x= 6. フ/
*

小 ______ 計 ス/ク*
・ ・ ・ , *** は*は *** .*** * * ニ•クク 4 77 /ス/2

4 ※ 1 1
<S ^ 7< N"/ 4 i o 7

製披業 ～ニョシスシく ! ノおヨ.っクス ベ・ス4
更 扱 堂 ヨダニ アア a2ラノス スくx2
小___計 々.//气ジ>/ : X =. さ 4

三
ﾡﾡ倍公益事 ィ/ョ 4/4 -タア/ aス/

金瞅株決•不物産策 おョ o ラ マ74
次

を
ﾡ 小 化 業 ヘ/ネラス5タ う5 P4< 7<S
ワービス 点 この 他 //x2 xア 7 - /ク. ラ/? タク=

ま
小 -5ズs8S4き 2 S / :

全 、 肝 c524< : S2ふ. 3 ノスク

<注)/ 林ﾡ外の産業におけるはすて同接所将である

ス. 資源ﾡ氷/& 西和ヨ44月og: 日本の森林ﾡ源 PK5 ャノ5/永

(注) / 林野方産課調

ャラ\ 木材の主ﾡ用ﾡ別型内ﾡ賞量***** - * • 〜 * ・ ー. - «s4希澤番や希率。辛やをや希率諸wを。*aマ。や4。や率4基番*。
(単セルルボ>[・ ・

: 総 数 後疑用技 バル
用 本 : 流 太 i ﾡ 木 ごの他

ﾡ お

: 和 s , ヲ3.イラジ /ラぶ75 <./ス7 : 244 1 アテク ノ577

3スラタ4 ノュ。x ◇.4ぷ2 えペ7/ : ■ヂ ノペラタス

1 =。
3.ぶノケ ノ 74 4 ス54 スョタ "ョ / てス2

! ・
4ス52女 /S.24て a.4e7 xムラS ' </ /a 04

・ ノニー ニ 々.“” クsと ・
1• ............ ノ*・ へ /・ブ

/S 2 W

ス. 緊用料は察着工ﾡ積ぶ り 海定 し た.

ラ 坪お文びヨ年戻のパルフ用林〒にはパル用として

入u ごの依他り用に転ﾡさ れたも のを合む.(ラ2坪及 xs5
〒ゲ° 野及44千ハラ)

厶. ﾡネに決ﾡ外のﾡ山に用ﾡされた 求 ジ2& 彳/s 〜 
sg/ 千ス こ合お.
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林野方 計ﾡ課ﾡ

森林計画 のため郡 当府暴ぶ りの報告による.

森林法に現定されてい る森林のみである。 盯
M
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K
 6

太

・三

化. 合音ﾡに 林 の誓ﾡは含なぐ・

s 昭和 3/ 耳三月三/日 J .
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師和ス年月シ 日現左

本林なﾡ部査. 私、有林ﾡ書結系ﾡ髪登(スだ
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(生) / ※称合先調会部

え. 野和ス5ノス月ノ日 部書

, s 本野 の利用 状定 初ﾡ Pズ/ ャ s) (コ)

____________ .

再

総ぶg月ぞのさ

新林

s8部包的用ごの他

・番*番 *マ*®------ *=-®*----------*---ャ-----
2の他ャ
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/222 7ムス てっ夕 oce :
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務
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そ } 総
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(注) / ﾡ林ﾡﾡ林経済ﾡﾡ計萌査部調

/Az 必. 下 /22 4; ◇x/ 4ア/ /・ ピ ]

・ ・* " **"®

・
44 メs

•• ―- • 『
/22 o •

/ 〜 5イ4 /22 o 7ス5 /4.8 みズ <5 ; z4引 スス /2Q2

5 /p イ& * /220 空野 447 /2 2 ス/ : a / /2Q2

〜 ズクイu /e。 o タラダ <え4 /ス2

『
え. o /6.e

1

24 /oae

......

て. 町和ズ?年/ペ月ラ/日現在

s 森林区普部査 私ﾡ林ﾡ結ﾡﾡ (ﾡ和えタム戻)
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オズ/そ 理由別 ※ 生 や
(単位 ②)

、 任ﾡ株呼面不 内 地

ﾡ后別
&u以下

------------ 4.

, _ア
C苗番

/5& • • 
Sヘ/o&w 2〜スクイz

!

総 数 /22. 2 /クQ 2 /222 /20. 2

用
ﾡﾡ不がたから ノノ ふ5 & ラ アノ

自 載 用 病 かルﾡだったから スタグ スス o /72 ヘ?
! 自家業務用本がと受だったから ヘ スタ スラ え〃

税会を支烈っため — っ5 ; 三 2 : —

ﾡ砕緊のため ヘ 52 4

5?
ﾡ☆ﾡべ以不時の賞。 た め

&4 1
ス/ ヌス 7ア

住ﾡをﾡうため 22? 4.2 4S.3 2ラ5

1 -■ * -
の 当 ス 2 -2 亢分

• ; ぬ さ /22.0 /22.。 1 /2o o /222

ネ音不が虫たか ら 一 2 45 !
2 7

包区用ﾡ共の京木ビすろため ■ ス7 ノス / /スス スス 4 j

包安用ﾡﾡ とするため 5o S ◇55 シs «

•炭 流金を天K ラ を め 一 ' < 2 ノラ ス.«

ﾡ算条のため ペ / クN A4 < 7
京寿革祭」染の不西の比学のちめ A4 / ス ネ闫

■

活ﾡこﾡうため 夕 7 /55 <く 7 <夕 <

- - .
そ他 _____ / ラ / < 6 5/

(注, / 監去/力にズ回水上似ﾡし、 ごの保理田が異るとさ 

は、 それらのっち. 伏採戸数の平う多ぐうのの主な理こ 

字>とっごいる。

ス 殺休省ﾡ林ﾡ済局徳計調違部調

さ 田和ス?年/ス月ラノ日現在

x 林社ﾡ部 私ﾡ杯ﾡ公物な要(野スラ野点
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店盾 冠 ン/

円S
「参ャ平マャママ -

北
- ----------"w

座 1
*

あ話化さる もの
凉 
月 
s

そ

のo

_

手

/0

ﾡﾡ火さる 
召夜高と

るちの

もの

:

// -
。 "1
製 ヤ

忌 月・ ・

**

1

A 
s 
盾

I レ /

/ャ ﾡ 別 :

用 和

皆遥ﾡ求材

そ だ

そク他

mT 内

試

ノラS!
2

鬣

N〃：

・ 

夕

S

ラ9

ャ
一

X

U 

た---- 一

"

7;

が

条
/ス

:

安ﾡす 

3る そえ 
——------ 一

•
3 毛

6ス

_ _
・ ・

1

た
s 

j
1

*

万

** •

... L

P

崎

用 枚

昔過薪物朽

王 だ
1

/ス4
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52 ； た

ジS/

炭 ホ Sノ

だ ラ文

才 3

ク三! クく

ニ ラ

シく ラ ノクア/ダき

/4s M /5

/e /eぶの。
(注) /. 意杯省意林径済局ﾡ計調ﾡ部請

ス、 町和<?ノて月ラグヨ 受左

ラ 森林経塔ﾡを 私有林ﾡ4諾環ﾡﾡ(ス年及)

ﾡ林野利用地現別面ﾡ生ﾡャス涙

利 用 地種別 ノム火下 / ～ 5人a 5ヘノ2イx 2ス2&

町 町 町
・/4 ラヨケ45 マタ5タ7

a 数
ノ2の.o 

■
/2ク.2 /22o /◇ク、2

用 a 株 5. s ラ< ラタ/ <o. 5

ヘエ林 スろ 2 夕?

天が林 スs s7 ? ス a. ・

1 ・

炭 林 z4 4 4く / 45ラ

本 スス / /

～4 ス? *。

5 地 ・ 波牧ﾡ s.?
z。 &x

..

そり他與立木地
し - ---- ・----- --- ...--

/ ラ と ジ 2

(注) / 意本省ﾡ林経資局ﾡ計調登託調

ス 商和え?坪 ノス月ヨ/ 日ﾡ正

s 系ﾡ経啓部査 私、有林ﾡ査ﾡ果放受(ﾡ和ス』戻)
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オえるな 作物別准受の生差ろ ダの尺係(あ用度授軍反)

<注) ﾡ野利用ﾡ況ﾡﾡﾡ / 次条財整

地 別

u 同 5.5 名

¥ 山 同 ヲ〃

平 / /

■...- ----------- ---............ くマダ)-------------------- --*-T--------------------- T--" ** - - - - • • I
ﾡス5ﾡ、 水/ リッ トルヤ全ﾡ物
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― - . i..*.......... *
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「•― ー・―[
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一 • - 貝

日 )11 27 5◇2 ク ズ

ﾡﾡ川 ◇25 クク4 M ス ・ :

ﾡ 川 ◇.2S sラ s=

基ﾡ川

__________--

ク.24 227 N。

▼ *
(注) / ﾡﾡ水のと孝 ﾡﾡﾡ尽

ズ. 金浜貝ﾡﾡ ﾡ作の経済ﾡﾡ P ャな

97こメ「な+にて

ﾡ用・
の 
足 立用事例作 の 短 二 ビーわらス子主た

神 生
ァ。ス + ノタラS フ。

水 大 活 ヲゥズ / ス + /ぷo 7
字

_三22 _ "才 + //・

椅 店 ス22 ; s。 /52
1 e 大 活 スス 4 ノスス + /クス / /

井 <7 5 7
崎 里 ス〜< ラ / o

大 大 活 : クタ 44 + / /

詩 さ<2 ス22 + 3
柿
--- 

庄 /ラ2 ス ... ス 7 / 2
小 大 H. /52 とク 一 ラ / /

デ 升1
_____ え字4 ズ/2 十 さ と ク

生! s 4 スタ= + 5/ 7
書 大 活 ' 54 ス52 十 4 ^ /

中 升 三ス2 ; 三52 一 ヨ 2 三

生 ____ 2 一 //2 ス

生 一 /2/ /2/ ス

F 升 一 スS 2 一 5ク ス

、ド 一 <二 え <

条 キ 更 一 スタタ 1.ナ 文ミs

ﾡ鈴ﾡ 主 一 /お三
_

/ふみ

ﾡ ヤ 井 一 <54 4Sく

[- C *-ーィ--

</
* ﾡ 一 クジ

广
T

柿 左 一 二/ 一 ラ

油 3 • 生 一 ス 今 スス=

卜 マ ト - 4/5 — 4 4 :
日 柿 庄 一 i そ2o

〜〜** - -----ャ
<22

(注) / 神奈川ﾡﾡ改ﾡ音協会
え 燃用林にﾡすろ 飼ﾡ P=5 オスシ表

ュ 昭和三分月 ﾡ左
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オマ7ﾡ 人工 生杯、面ﾡの在務 ャス2役 有現株別 へ王ﾡ林互ﾡ(私須本)

\

ヘエﾡ林 会 ﾡ 体司 ヘ エ林面 ﾡ キ

耳 英\ : 面項ﾡ計
総 数 更有林 ・点ﾡ林、: 公友林 私有林

1____________ 1

5
町

; /のズ・2今/

る

/22
力1

/S.ノ

%

/ア/

な

545

ノノ as7 /22 «.4
,

ノ乙.o

/ / /ラ 47ラ /◇o = / // /6. ス 5ラ 7

/ 4 /ジ7747 /22 , 56

4s

/ 7 ラビズee /22 /ペ7 <7 /ふs •生身

て o «ススマ/ ノ。 o

=

/Sス s/s

ラ /◇ラさる7 /22 /
■

/4.= ;

ス < /2o /さ ノnヨ' s z

ス 7 "3 6 ス2ヨ /2ク2 /2 /◇ 7 78

(注) 林ﾡの現状ビ向ﾡ(加ゝ P3 ﾡ5表

T-----------------------

汚ﾡﾡ消 国和力母

1

ズ5年
I __ _ ～ - __

ス4年 ス7年 ス2年

5o町上 (D バタ72 ベ22/ スく ヨョ/ 〜ン 7ラタ スタ/クs ャ
ド

5〜$p町() s.ヲ44 s3.43く s&./ス Aイ/a 3S6o 〜く 7&71 1

sm 不済(

1

クスラズ/ ノ9ス. タ"5 /xo. /夕 /<2 /<ど •夂 ラS /7ラ う夕7

談

計 ()
一.... ...........

5町以上 (み)

ラス ・57 ス/く </e/ スズ、<ズ ヒN sS ス5、ジ53 ラスヌ 5oァ

// 4 /< ラ / o /2< //. <

比

, S〜52H«% ラニP ズ～ 7 xS a ダ= 4 ' ヨク“ ラ=ク

5 可未満«%) 55. 6 とて 2 d4ヲ ・ sス。 5*s

H

計 « /22 /ク 2 /22 / 2o

w マ* *

/22

- 一 ......... .....

/2o

" -一 ――

1 se町以上() / oo /ス7 。. /S/ /S5 ズ4ラ

比

s～5町(%) /22 /スィ /4 /52 スラッ

よ町求ﾡ(%) /2o / 7て ノさ/ : /夕/
I

就 ()

t J______________
/22 /Sズ

! 1

"B； S

1

1

スジァ
j

林、野方林課資料
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ス法 4 に わ丁ろ杯アの合
(%)

耳 戻 て 7
*・

夕 =ク ョ/ ヲス

ﾡ*得ヤの 
ﾡ京所保のﾡ合

2

2ム 2

・- "

•セタ ?イ/ ラズs 2A s Sュク

卒所得* の 
林※ 得の割合 スx s. スタ <シ /スス

動労得+ の 
称業灰席守区の割合 4 /A 7 /22 34 2ズ

ャッ/な、 赤求琴太得のﾡ京比
- - ( %)

田 ス スア e ラ/ ヨス-
__________________--一

用版及び新炭原木 スス 4.x 42ラ 4え3 4夕 4 422

ﾡメび不炭 &タ7 5 sズS 452 «ス

その他 5s 5./ <7 «7 4e

計 /222 /22. o //ク 2 /222 /222 /2 2

() / 林、ﾡ向超調昼事称局ﾡ

て. 林ﾡと林兼政ﾡのﾡ状と向ﾡ Pノタス ャど委

s ﾡ和3α缶 ノス /め日現左

(注) / 恐紙済調書よリ

ズ. ﾡ素ビ林ﾡ政ﾡの現状と向題Ps7 9
s 田和ラ4年ノス月ノク日

オッのﾡ ﾡ茶方将 し恐ﾡの林業所得 の在務

一g 度

•''*二
ズ 7 ___j

奉番 番番 . 澤科 番季率率率-報澤で番ﾡ零  V

スタ : se

___! ョ

ー:! 

ラ/ ラベ

表業ﾡ

-----

/22 2

- - -

/ox 5 バ/2/ /タ バ 7

ﾡ文の杯業所得 /2Q 2 A< /ス7 /え5a ど s,

株* ・求ﾡ /22 P zz /2Z2 ; /ク/<

'

ス5& =S /1

ペ ° 宀 : 夕く. 4 ク三 4

_____

sx&

:________________ 」

( ケ 虹戻 = /A2 >
氷ッて悲、 ﾡぶの 林ﾡﾡ得の区分別番書

•■■耳 炭
茶 一\、 

所巒内尊
ス 7

w・ ・ 一執

ズタ

:_____
スタ o /

・

用本るが新原太 /2A 2 &7o /夕54 ノラ/ /ラハラ スク

, ﾡスど木炎 eoo ス。 ラス7 355 ラョス
卜

ラタ7 '

その他 /22. 2 ■ 2ハ ク5ス 炉ア /o/6
・

/く |

計

••夫<
/ノ2Q o 1
零 ・澤 • *•

バ/ムみな /ク72 ノク/ ス /ズ5く as./ :
. --- ;

(注) /. 林茶岡ﾡ調登事務局調

ス 株求と林ﾡ政ﾡの現状し向題 P/s4 *バ表

3 ﾡ和Sグ4ノズ月ノク日ﾡ在

(注) / ﾡ林径済誘ﾡ太リ

て 林、ﾡし林ﾡ政ﾡのﾡ状しﾡ題 P方s ャえの、
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オラ4涙、 林野保有※ﾡ合 (内地)

面
袭
岡
層
別 

折

丐

机

好

处
根 

取

回
-

後 

車

林 

家

ナ 名 方
/イzy下 /5スS /22. 2

•
5く / < 4s ^ ◇ 1 / 2

族

鉱 

帯

種
r

水
庭
釆®
'

東 

ふ

旗

兼

と

に

び

玉 ; 宏

ﾡ *
☆ s

x/ ス/

ズダ

/5イa i x タ5ス 2e.e 2 さ アス 7 o 24 ◇.o 2 三

5vok 4.a55 /ee o ラス5
■

7夕? ミ 2 ◇. e 0 〃 /7

目 ﾡ産女え類別

/〜Z4& スク /2Q ◇ : ラxs っ5 <4 ○.x o/ 
1 1 ! 1

()

1 総 な 

L..._.

伝有林 

野公 し

■ -林 一おある

総 さ
係月林野面求玄族別ナな 卒

/町示ﾡ 〜5町 S〜o町 、ス2町 スの〜5ク町 50

会世市 /20. 2 , 22s (/2 2) (sマ7) (ララス>

1 -

(スス) (夕4) レカ (25)

※ 水 /eo. 2 4=
</A2 2) (5x4) (ネグ (スs) (7) (<2) <25)

※京卒

し..... ---- ・
szs 3x4 タズ ラ2ラ ラS7 P&7

1 1
24o ラsダ 22/

(注) ﾡ林省ﾡ計ﾡ骨部 ラ/ ﾡ私有林調ﾡﾡ景報告

面
釈
時
層
別 

が

あ

麻

野

・Sア

自せでないもの

そ公 そ 総 i 單 賃

か i・*:- ・n
9 共
の

•肉 "
o 1

1 浜 
動

源

___ L •也• 当」 »

% 力 夕
クス x、ラ /6アイッ」下 S. J20

/5イ& x.p ・x マ s。 Sス ■ ヨク 2.3

5～2位 ララ ◇./ a4 ヌ/ <s 1
1

/ 47

/〜ZA化 2.ズ 25 三 /

»
一

•
^ ヨ！ 25

__ _____

ﾡ面 ﾡ交 狭別林ﾡ為ﾡデ数ﾡ色 向 地)
(%)

才5恐

軒作面 双
総 * 5ﾡ不満

i
S浜〜/町 /RX5Hム5ﾡ、ズ町ス町～ヨ町 可水上

___ ____________________二 1 - ・* * .* 、…….川 ------ [
係月ﾡ家アな /2Q 2 シア ラ" 夕 &x ヨス x。

Aﾡ家に対する 
係月米の ﾡ合 e4s 5<2 7スS i sxs

!______
s=? 3a2

(注) ﾡ林省統計調登新ヨノ 年私有林調査待環ﾡ告

(注) /. 「ﾡﾡ」とはﾡ新ﾡ. 表ﾡ球. 太村ﾡﾡ. 林野副産ﾡ生述 
ﾡ平業ﾡ文び月ﾡ杯セい"い. だ「夕ﾡ女」 にはﾡ造工* 

桜ﾡ番具工ﾡ. 火学工系. ※業. 土石エﾡ. ﾡ工ﾡ. &料 
品工茶. 印刷ﾡ本ﾡ、ﾡ貨ﾡのﾡ舌ﾡﾡ紫等の他に、ﾡ林ま 
不ﾡ品工茶が合まれる。

ズ. 菽 林福里林経咨感 ﾡ計調ﾡも 読
s. ﾡﾡズ2年ノズ月ラノ 日現左
4 森林終 首 弱査 私、ﾡ林ﾡ査結果初ﾡ く田和スア年戻
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ォ34永 .筋 迫.依 冰 併 月求x

• 犯 ﾡ

5町示ﾡ _5〜5ク町 s 2 町 上
*.... - -.----+---. 一 -- -- - - - ・ - - ・-A

5. 7 2

ﾡ地 5反系ﾡ .ズ ノ5.

新地5 ほ以上 <5. / 7夕 今お.ヨ

/2.o 

__________________

/22.2 /2o.o

— 173 —

ャ3涙 池ぶﾡ型ﾡ年落の山林有 ﾡぶ率 (神奈川ﾡ)

(注)「奈川景ﾡﾡ林数」 「調査資料太リ」

ﾡ取高ﾡ集欲経せ政 ・パ ▼同音五通店み者地氏 s
郊黄来経老 地D sラ 中町水田 冬尚 地 政 « 7

狂5角経音地事 4m 山南界求 ・ 表る地は
6ヨ

中岡定ﾡ半- 経ﾡ地武 —

(注) / ﾡ全 「日本の及束とﾡ山村の経済のﾡ正」

ス. 休、集経済/o5マ V/o. r

5 函和3ス坪7月

オラ7表 保有ﾡり利用地ﾡ別ﾡく内地)

用放林 ' 新炭杯 承 野 合 tt

面ﾡ比年 (%) タス/ 5ス4 ハ/ 夕 /の o

んナ当平空の
( 根 < ノ < 4o 22さ 2 スS マ24

放当/ナ当リ 
早用画微 .。 a,4 2 <ス ■

まきの条有会 
ナ枚に対ろるき 72 4 .. スく 三 Sa

一

ﾡ林ﾡ統計調で ヨノ ﾡ私号杯調登ﾡ后

オッタ 伏系ﾡ寿 地型別数で

経面
锲 

し

弊比 

数

α ﾡ林ﾡ司件校比卒

き愛 用 新 卄 そ
店 た 1 に

妹留 ﾡ ホ 炭 の

野別 数 ろ学 林 林 共

ナ
------ 

夕 s $ 方 今
ノイ」下 ス4o 4" xく 三 75.S . 5 〃 —

/ 〜 5イx 557 4a s ラス? 75.2
・。 ノス

S〜 ノクメ< . s 57 . 44s 5さ < o <

/2〜ズdAz /555 4ヨス S4ヨ ラ 2 4

(注) / -世希でスっ上の地ﾡにつへて伏採を行っを母合はそ 

れそれ/と し て計上し、 左数止卒は伏ﾡﾡナ表を

/2o としたものでろる-

< ﾡ 休省展ぶ経ﾡ短ﾡﾡ調査部調

さ 町和ス?年ノ<月=/ヨ更左

z 森麻ﾡ営胡恐 私ﾡ林調査常票要 (太9早ま)
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ャu0森、 周林系採X止るびノト当リ ヨ
、ギ/ケ> 内

/ a
求活 ,・--- -・-------

; s ～
2 町

/ 〜
ズ2可 52 町

S2町

柔有松ンに対する 
依ﾡ行玄に年(ろ え4.7 /S.ヨ ～4.? s火s

1
s2ス

/ 件当り 戸数の スタ o バ/

•
i /ア /SS m/, ク77

」-------

(注) / ﾡ林省を計調登部「ス7坪浜及ﾡ林調ﾡ→ エ リ

て 法人係ﾡが令れてぐる.

s 土ﾡのﾡﾡは令商番それでれの 総衣セ/e2と したのである.

4 本まと株ﾡ政のﾡ状と岡ﾡ

s. ﾡ和 年/ス 月。 日 PZ7 ャム云

--- (内放)
オム/ﾡ 用お林久ﾡ用会別件玄比傘

«
/町本)W : 5 日T 1 5～/2 町 p～ズ町

1________ ;
ス0～50可

*w し ・ ・ ・ r

S2町以上

総な

--- - ---- 1

/ 22. 2 /2oo

------ -

//2 o /20o /222 /222

直 きみ化 とス./ 2ア クム 7 ズ4 6 s/-S sa ラ
されろち の (4ケ万) </4万) ; (/«ふ万) (/< 宮后) くm"石) く/ジタタ5)
女務用に = 々 / ス 2 «.Z /2 ヨ
依区したもの (5<石) (ヨク/后) (スS石) ' ・/のゅ灯) (シ"465)
自求用に s44

— —

x<. ヨ <. o / o ふo
ぼホしをもの (火万) (火E) (4今お) (ア万) (お4万) (ズパえ万)

二nA /S ノス /. / o4 2s 1 os
て * イ

(ダ万) (K"r, 
1________

(<ご万) (力石) (/4万) : <スョス万)

(注) /. ﾡ林省ﾡ計ﾡ衣部「ス年友私月林ﾡ交」 リ

-175-
オルz表 新法林点ﾡ用会別ﾡ数年 ( 内地)-- - ----- - 一

(主) / ﾡﾡ省統計調登部「スタ母ﾡ永有本調書リ

ス. 法人承有が合されていろ.

4 ﾡ卒のﾡは各ﾡ層それそれの 総数をp0とuEおのでおろ」

/ 町 
求 消 e s /2町 ～

て2E
ス2町～

5o 町
S。 町
ム 上

e教 /e2.o 4 /22 2 /222 /22 2
一. 零導w**ャ* 琴零 番幸番番番番 番番-番参率率季

査と部 立不の【
は E J」 った
呂化さ れ

ろもの どってった

__

ss タス 夕5 ヲ2ふ 4&て

ス 2 スス ス4 S4

ﾡ務用にば浜し た /<.2 ス。 2 /夕s /S

自京用にベ孫 レ だ 5ュs <ヌ7 sz7 — ス4

こo他 25 ◇ふ ae os
- --------

◇7i /2

*ムヨﾡ 京木の 台給ﾡ 入風 新炭 圧 差 販を 声 次 比率 (内地
()

(注) 遺ﾡ省統計調ﾡ部「ス年及私有林ﾡ査」 リ

ﾡ 数

_ _____________i
ﾡ給球太のみご 入取木のろ 包給とﾡ入照水に
工ろ生産票 ﾡ

卜*義*帯w 澤番幸橋w澤澤w琴番幸 番 • ** ・番番者

4x.2

ろ生産坂

/222 /。

ズ. ( )ﾡに当ﾡ/当リ 敬

s 本求と 林革政ﾡの長ずと円ﾡ P/47 な5
開和ヨ坪ノ文月/日
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ャム4表 方三別Aな

経営ホ野 
面 視 傷唐刑

ﾡ 六 林

• 者べ その •
客似 1 ごの他

* な

/ イa X 下 /◇o2 52 5 /22 ク 5ss 〃4k

/～ニ イ4 / 22 2 s4 sx /ク2 2 </2 :

5イ4 以工 / クク・ 2 52 S5 ； 

— --------- :

/22 2 ス4

(注) / / 世 で 「宅」し T乏の他」の 百方ぶをとった ﾡ合

はそれで/ど して ﾡ上ごれろ・

ス 長杯ﾡ意林名済馬ﾡ調登部ﾡ

3. ﾡ和スヲノス月ラノ日現左

X 交ﾡ径送調ﾡ 私肩林ﾡﾡ結票ﾡ愛(スﾡﾡ)

オム5表 グ系理司へ戻比

-177-

才%云 円地にお「る径ぎ林野面ﾡﾡ別 経首野からの

杯産物取更ﾡ店ﾡ別ナな (

品 数
5五円

示 浦
-........ --

5万 円 

へスSﾡ
: s め 

〜50万円

5o 5円

～/2o が
ノ20五円

以 上

ラズ.624 ス.ノヨタ ノス47? 4555
・・

ス/イさ

/人& 示 浦 ス7s2 u.3/ラ 文50ス s3ラ クラ ア

/ 5イ4 .9S7 S.74 / <.s4ノ .o5夕 <w4 //

5〜/クイ& S.255 1 254 又/ク/ メ&/ sas "ア

ク 〜ズ2 4 x夕/4 ! 夕/ ラアァ ! クョ 4YS ス5?

P〜50 4 /4// /25 «4P xx? ァ* スタィ

sp&z 上 «a ； さ
.1 4s 夕 /スP "ア

(注) 和ラ/ 耳及私肩旅顔貸ﾡ系本告〔I〕 

ﾡ杯倉統計調登部領

処巻•林野

面種菊南別

三

刀

也
 

次
T

番

6

A

 

•■炭
_

を

解

防

力

|

—
——
—|
 

薪

白

家

由

力

卷 

数 

1

-
-
-
-

 

」

の

他
 

朴

iB
験

 

材
一
雇
徳

帝
力 

角

一

匐

水
均

力 

一

給

教

才 47 ___ グ件当り平均模付置 ﾡ

A 力 方

/イ4下 /220 a夕8 とx7

/〜5 イ /onp 24 5z/

S5～/2 イと

/2 、 ズ イx

/2A2 2% 三 5x。

/eo2 4 &s?

今 タ ・
— xs 22o 勿夕 Se

25 -

27 /A22 24 7 24 &/

/〃 /o.e &4 マス 久“ムタ

～ス ・. /422l2S.o ルタ
:

2s 2 o

______ 1_____

(注) / 送林省ポ林径済局縦計調登部調

て. 面和ス?野ノス月ヲノ日 現在

s 森林ねを調不 私林特初ﾡ(ﾡ和ス坪度)

ﾡ普林野 ー ナ当 ・

平 均

用ボ#ﾡ央六、

杯原地 伐咏芥比

ﾡﾡ地 ﾡ !

। ﾡ地であ 
ったところ ・

この&

/イx以下
ソ ア

◇./ラ P./7
Aa 

◇/
な.

0. バ ?
1

ノ〜5 イ 2ヨxi 2=4 ◇文< スラ
;

P- ス 6 |

5〜/。 4a 243 24ラ A22 a ラク ! ◇ヨニ :

ノのー ズ。 -イ4 2 5 aファ a s= っ ;

1 -•" ・*で* *** * ************** * " * "** ­  • ・.a.. -,. ---
(注) /. ※林省ﾡ林経済続計訴会部調

ス 町和 ス?年/<月 ラ/ 百現在

s 系林ﾡ当調査 予、有林ﾡ査祐項撃(コP出度
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ﾡ萩 /&当 空 粮 不 皴

ノ 4以下

/当 I) 世煮示さ
、・ 渡)

本

3. 7 Z 7

/〜、 -&a

5 メx 上

3〃ク /

ュョタ4

(注) /. 長林ﾡ杯径済馬続ﾡ調登部ﾡ

ス ﾡ和て?部ノス月引/日現在

s 紙営調査 汚有ﾡ調ﾡﾡ票規 (フ坪奨)

才50戻、 疾 用 函 木 刀 ﾡﾡ司 ジ 数 広率

注)

経当林野 
面事ﾡ后飛

. 有
段 コ

------ _---...... ..
天ﾡ生育苗

/イx 以下

/ 5 イ&

5 イ m 上

?4.7

ラ2/

ララ6

三 ラ

・
2 4

ﾡ旅任済局総計調者部調

ﾡ和 て?耳 ノス月ヨノ 日 現左

み林経当ﾡ冬 長月ﾡﾡ者箱率切受 (スァ年族)巨

ャみ表 おﾡ型 ﾡ救本茶 今

経営ﾡ野 

西粳 西蹙 ﾡ

本 数 # た 1二 卒

針東射 ■京樹

名： み 1

/ -イ4 w 下 7厶/ ; xュ フ

/、こ=イc ラ47 i s・

s 44 以 上 254
L _」

(生) /. ﾡ林省ﾡ林経済后統計調査部調

ス. 面和ス?年 /ス月ラノ 日現左

s 森林ﾡﾡ調査 私、有林、調査益環ﾡﾡ (R•耳 皮)

オ5/戻 ﾡ 不>入 方支型 ナ 数

ﾡ台ﾡ野 
葡镇階 ﾡ 別 触 数 aA京し地 

かっ入守し左
地から全 
入りた

*
・** 一 〜 " 一 ― • ― 

夫
/イ&以下 ス 4 与一 スス

・
スクグ

/〜5 イ & <6アズ さ。4 /スクス

sA4上 ◇.767 <a と /P/ラ Wクアク

先 ◇ , s
/イ&以下 / 2o. 2 /ラと ク、ス

/〜5 & / 2 2 /スス /ズく 75 ス

5 イ J K 上 /222 /2/ /5、2
1

7 “•ノ

(注) / ﾡ林省撃林任済ﾡ統計調登部調

x. ﾡ和てヲﾡ/ズ月=/日理左

s 森林ﾡ営ﾡ査 私有林ﾡ査さﾡ(戻)
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・。%新 回 ・ 市町村
名合

: 当木部 そみど ；

/ イ4以下
-- -

ズス4 :
よ

g ス今 /ジア 5 テ

/ ～ s 2 く245 ■ s / 7

5 上 4.夕/」 / - ビx xxs ：
"4 1 /sx|

/ &x下
oc3 <

二-
る 

6/5 : /ス7 |

/ 〜 S ノ4 /o2o / ラ ? 4ス «x | / ；

5 イx 以上 /oa ・ 2= ハni z=」__29
_z」*s」

(注) ( ﾡﾡ省殺林経済局統計調登部調

ス 西和ス?坪ノズ月ラノ日現左 

a 私、有林、調卒ﾡ采ﾡﾡ(ス年及)
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屈村労力種瘦刷广素比率イ火、

経営林、野 
面及時啓型

日家労力のみ • 同 方
----------------------

ﾡ労力のみ

/イ4下
ら

55.5
%

スタ
な

/～与 イ& 7ヌ s ノ率S 4.7

S〜 /。 -&x ス/ ス /

/〜 ズク イa スジ スラ/

送林省桜杯冬 升局 装 苗 観査诉规

ス 野和～?甲ノス月ラノ日左

s 交本ﾡﾡ 私、有ﾡ調本ﾡ票蔵孝

才Sヲﾡ、 ス、告ど作芸法の 一例」

区 分 •伐 ほ 今|害 1 ,
ざ ﾡ林ﾡ x4w日• -.....- -.4.-...----+--..-.----..---...-- -- - ・- -- .....

ヤ55表、 ﾡ付労力え別ﾡ人ﾡ率

人

右

当

り

庐

家

内

4

号
エ
独

展

ズ日

次下芝

平均舒炭 30の2日

書
筆

J

そ

- 三
2ダ そ 総 目 x

嗷 ﾡほ の 劳 労 ;

救 力 力 そだ他

4 % ズ R く ズ ス
注)/ 者ﾡ«りは現吹には当起作 

ﾡセっ て いなぐが衣べと 

の 較の ためく )を付レて 

ﾡ 込ん でおぐさ.

ス 殺 球: 株* 2 経 済分加 ( ゅ 

野仲 = )

ヨ ノ?55坪 3月

a 林事ﾡ験場報占 ォ。»ャ

、 ﾡ野 総
ﾡﾡ者型 第 : 第

_____________ 数2ュ

/ /ル 当 リ /o2o お“ドュ au " S 4 /S /。 : 4く :

/〜5 &4 ppo 77 スu4 ・ 2m ノs ノ文 ふ ク:/o

5 〜/。 プa /2ae

•

475; 2 7 ・.? 24 ス/ /< ズて // /ズ

/の 入ク & /aoe ッタ4 4n4 。 24 o l /ア 4 夕 , / • ヨ
____

()/ ﾡ済統計ﾡﾡ調書部調

ズ 田和ス?坪ノズ月み/日左

s 私有 林、調明者 結票セ (部ﾡxクム・,
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才5ぶ表 未ﾡ力理ﾡ別人具幸

経せ林野 振 した 線た数E 1
----- -------—

西双商名別 ア 条 七するたキ

____________ L
下 刈j

S 打 1
ご R

深 べ
可 バ

o 他

r ※ i A ^ i 勿

/ 1K 下 4夕? 3/ 75.8 ヨx7 < 〃

/〜S /4 ス 4S/ ヨ2 35.4 x2 7 x, •

5〜/。 イ4 a724 クタ 4 宮2 x

1

1 2 o

i

x 4 2&

/2～ズ2イα ス./25 5/ 7 テる. s ! 52 スる /

()/ /世帯でス型ﾡ上の ﾡ方 を行っ乏合これそれ /件と 

して上して巧る. はた 比卒はﾡ号 したア数を20 L したも 

のでるる.

ス. 経済局統部登部部

ジ ﾡ和ス? /ズ月=/ 目現在

4 ﾡ林経ﾡ調ﾡ 私、有林調査お果ﾡ受 (ﾡ和ス坪次)

キ57表 ﾡ号労力ﾡ須別ナ数比卒

優営»野 
面不き番別 ﾡ5労かのみ 丙 方 種術ﾡ力のみ

/ イ& 以 下

夕 !

ク% 三

s 

ダ

/ 〜ケ イ& aイタ ? s

S～/oAa 677 2 ? /n.〃

/2～ ス。 A& s? xと.7 夕<

経営林招 

面ﾡﾡゐ別

運 人

総 な 自友中カ ﾡﾡ考が
位の交枚 

と して他人 
こﾡんざ

その也

な

/ イ4以下 /2o. ク アズ・ 6 ス ラ A / —

/ ～5 -イ& /222 7夕4 夕7 as a7

5 / イ& /eae !
<&s ヨX 4 «

/ 2 〜ズク -イa /22.2 5o/ x3S os 2 6

経営階留
一 件 当

総 な ﾡ家労力
. 労広の交ﾡ 

ガカ といてや人

を ﾡんだ

その他

人 ス ス ヘ

ノメ&以下 7 7 & / —.

ノ〜5 イ& ^ s / /3 /o ク

5～/。 イa ス 4 <4 7 ススi

/へ ズ2 イx w m / ノ /3

(注) / 米林省殺林在済ﾡﾡ計調登部調

. ﾡ和て?圧ノス月ヨノ日 現左

s 森林紙当調査 私耳ﾡﾡﾡ特承ﾡ要 (話和ス与族)

(注) / ﾡ林ﾡﾡ林ﾡ計調ﾡ部調

て. ﾡ和ス?圧ノス月ヨノ曰 現左

s 私ﾡ林調公特票凝要 (ヌタ坪灰>
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5ス 有ﾡの 香通当バ上令級別ﾡ浜呑

、位 面ﾡメ4 ﾡﾡ々のnり

合 « 5 項
高 x・* ゲー

計 案 a
: 本 葉 g

a 茨 S ババ テく 4

1

三2ス 752

1

4? </5

-------------------------

ス5S /さ

ス < 455 ア ワ

三 5o ラク7 Nヲクス ス三ク

u ス573/ ～5.Sタ/ ^s夕/

5 <x4.82/ e ク/ア -4 ヲヌ タタ/

"# ヨ5ス ラA xく ア / =2xx4

7 スえ /3分 / /47 /マ ◇x/

8 x. </ ヨク 22/ /*. 24e

? ノタ ラタ s ク<? - /スく ラ34

/ o ズアズ 2く 7 42./5ラ 5 ◇5x /x 5o /

// 5. < /e /ス /ズ5 — ズぶクマ

ス <5./s4 / 5クス SPアさ NSクタ

ノラ /5. ヨクス マクスタ < <8ワ

/グ ス5/4 4 ケラダ マノタ4 ス5to

/5 / ス7 g5く x夕/ 57a5 N4 s

/ 4 /ス ス77 । ヌタ5 バノ7タ え<7さ

/ 7 ララ2 , マスョ <5

/夕 /、Sヘ5 ラ スタく

/ラ e /s イ /

スク マ7 5 <ク/ < SaS

その他 23S. 2< 2 アオ /v 2ク <5.25」

<注) ( 杯 野方 前 ・ 派通

て. 存旅ﾡのためﾡ存祭よリの報告にXる.
s 本林法 に堤されていろ 森林 のものは合なぐ.
. 級は/全ﾡ5Hである.
5. ﾡ和ラバ 圧ジ月ヨ/ 日ﾡ左.
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*と0表 氏写林の 普通林皇校示消令報別資源本

(位 面行人 普ぶ/ 2a。 ィタ)
]

2 級 :

面 不

蓄 無 ________

計 まﾡ 玄茶基

/ ズノ7夕= <4a 5e2 スタ 45 /sく、3S

/ 4 oeく. ス5夕 272 S

ス /53 </7 «スァラ B. ダ5

< ク35、ラ75 < o. . A ス2 4Sス 4 クツ,

4 / ジラてズSョ 72 Pテア シ. <es </ ラタ/

5 22 ss2 テ 7ee
•
",ね /2. ラス3

& </5 シス 7ふ ス4S 2 夕/2 NQS

7 ラ/S. /oジ 52 クラx «4 7夕 ヨアデ*

s ク文、22o 3式 ◇2ララ a5ス/く る夕/ ～

45 2se Sマ7S スョ>4 Pタx

/o /2 247 スス/マタ 52さo /〜2Pア

(注) / 旅野方新面課調

x 森林計画の をめ ﾡ整荷駅よ りの報占こ文る.

s 森林法に麦定 されてい ろ森林以 外クものは会さなぐ.

4 Kは. /A役5坪である-

s. ﾡ和ヨノ 三月ヨ/ 日現左正.
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オ&/ 衣 お

球回ﾡ 時 みだ ぶ »

----------ﾡ 兄
__ - __ ___ _ <5*送 : . ― ス型」 ス～ヨ町 ;

課ﾡナ数
ーデ 

/夕2ジ
*

ど5S
ア

・ラ/4
!____________男___________ 」 ヘ <

ヨ 2イ : '

____________基___________ 」 シZ _ _ョxS」 一士/乙 Sス

株 計 _ 4..S ! と :
4S 1

-------------

・空z :

林 ﾡ 3 X x乙 < 2三 =

T ▼ ― ・

ズノス!

.. .. .
uX5

ﾡ 他面浜
1 ---- ----- " 

_/スク ク :

林 4/ガ
- -- .. 

夕222 ・</2
業 ﾡスみ不炭 243e パKマクラ j

-- ----- ...J

2/2 ;

收 そ o 他 以 入 ク ノa3s

入 ________計 _/552
1 1

ス5536 i 242

+一
本太 逢4め気 /2イ

-.........--.-+-44-  T

6” <x/
林

ﾡ求3型京 ス4

： i

_イタ

----- 一 

5S
尔

・
さ ﾡﾡ-

</44 2ラ, xx?4-------------------- 1
そ 2 他支 当一 _ 三s4

r- ・ -- 一 
・

ム 針-
<44 < ；4セタ

j

3くふ2

_杯素 祝ﾡ ﾡ将 _ ; /スタョ4 424= ョョタタ

幸 w### 帝 T
<242 1

___杯 *ﾡ 労長 ヨ女4 ヨ4空 _ョペ2

e _ _ 訪計 /4352 x2Z4

1---------- 1

<<424

家茨玄計長 マクス254 シ2ノイ ; シ9イ774 : シ222
_X求加得 ス2ZとS ススくラ2と ススネSタバ

ﾡ 本 ﾡ年 a254/? シペタ540 ョ5s?

ﾡ税公 諸f型 くス今 スススく シズ244
—

ジうダこ

自本、.本*が幼日 本 __ 三ジ

セ家が*め偽 日数 2 _ S ____こ
ﾡ買がンな

4ス スス zc 1 //• う

氷バ調査ﾡ果夜ﾡ (景林省ﾡ計調査部)-----------------------\ ラ2. /2. /5 ノ

牧女______ . < 本茶ﾡ入ﾡﾡﾡにみた林渋よ文

町以上 工 _均
p ア? 2?

/五日求ﾡ 1 /ガへ刘円

スンンチ1-ラ
ズぶ～5 1 55可上

--テ ーノ
平 均 

ョン//や ピゲ
: ラバ今 22 ヨダ へ

ョ 1 ミスS え24 5-- - Sス で

4.4z <.x/ s夕く <5
!

& クズ < <
「-ン

‘W __  えク スxく え55 /石/

2 4

ス? _____2 ノx、2
L _.

44 4ヨ _スク
さ542ダ 一冃 戸

____ 25
戸 

_<SZ スSネバ ジ2.5/ 2・2
_スZ 223x & .キタ々 <スさ～

- ___ <4ク =ラ三 5x4 _ スs 夂5ノ <

5～2S5 Sイク _火 xーー : ス s ス32*S :

血.
・* *- 下-- -マ- ・*・ー 

__ ____ タ ラ 1 NS4 ～5ど i
_____2

Sラ5 45 マ32 sz4 ら一

2 <222 文S4 ____Q* <422 ' xP4 : <222

52 5e <ケス--- 、 *

- TT 

タケ : マ5e

さク2 ジス
.― T TT T

</7ク
..、. ....... .. ^

sこ 42 <z42 <2パラこ ノ心.：
....__ _ 」

s4s4 マィ/ 2クx ◇ス7 i ラタ三
- -7..ャ..-.*～-*.

2

53/e5 シ22_ &/タ 3o?く ; クェZ2 ! ーベア'

' - <夕Z 々827A5
•

ヌ5<ア | ラス2/4夕 1 2シざS ヨ/4夕7 :

2< ク2夕 ～/SっS。 1 〜父」

---------- 1

ざ・ラズ •

a2ビ -2夕 文242ニえ
----------- 1 

aマ2お ・

-- *5.AS夕 ～く35く i 2Sタタ2 ;
--- 「- ' -t
№3 ；

二 zプ
百

三
-- 
三 i ラー日 一 ;・ 

ア '
ノズ 2 < / / ? - .. ンi

二,/ seク
******* "w#

1
・w～ ・ wi •～ 雑

■
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4<云 出- 次 」 示 折 チ：

許ラ点
り

;

許可量 (c) る

配<4年
(4ギ羽 <<.5/ズ

今 
n //4 </ラ

ス ダ

ス7 クx文ョo a/252 <2〜Sス

さ /2S.ズSス グズ.シン ; Sa4S s? 3 <ク

ベ //5・ どラS 7ペ7フs :
ss テタ4 4 ノ 5e Ss

ヲo ノズマ タスス ク/スx i 〜."イ ・ 7 5 52

/ /ラ2 5タラ <タラ5 62 4/7
s '

xグ s・

x 7ふ. // スラ s82シ タア s^

2255 ダラ三2S sSz24 __=s ― ッ4 5=

林ﾡテ 話幌べ

才4る 及立木ﾡ材ﾡ _ 整位422ビ)_

耳 ま 総 数 (c)
ﾡ 列 林 () 氏有杯

似採材ﾡ ! _(/o) ホ _(o)

田和/7 ・2x. 224 1

--------------- t 

スえ. ノS/ ズズ 72 ク4ラ 7 ダ

/8 /27 5 てグタタシ タて. ク/ア ； 77

/ア 24て29 x4 4 ;
1 

ズ ク 272 1 75

ス2 " /夕/ « S7= ～ ? y<. ラ/s ～ /

ス/ <2254 ノ.<ミス ～< xx 4

ズス s夕=g S お金 4 4ラ.3さS 74

スジ 55/5 夕 皆ジ x< sス<z4 i 4

48.x4/ /夕 /イ= ス ク ヌ. ラさ ク=

ズタ 4S. <a/ ィイ <s/ F 7se s ス

て4 7S 4Q /ズ 7<2 / 6 65 sas 5 4

マ7 <2./ズ / SSご 文ク s Seラ : 5 2

x夕 ク4、るタス /夕<5? <<2x 今ス

スア 7イ 24x / 4x4 ス/ 右オカ7 • クラ

3ク 7/テタ /5 Sタ s< m" ' クタ

ヲ 7く.22ぷ /Z8s ソ 1 s3.夕 7<

ラス ク6.22x /タ 44< 5 s4 75

ャム4表 ﾡﾡ々ノ坪ﾡのな移

a 反
系 面

総なの,回可が

ﾡ ()

K互本く(紛

人工虹杯の笹 ( ﾡ式に(5)

ﾡ数ん回イ K所45 2 ② %

話 和 
て/年

アョ4と7" ス44Ks

1
1
ペマズS <5 4x224 ; < 4e4? タア 44 S7

スス 48くSスス <4イ" 7e 8&2re ! /456# 
|

ス5x4 ss 
:

/さク 4.e

ス s 4453x2lzoxsxd 4&x5Xs 72 パェク® 么"K S ss /Sお 8s

78ラ73 〜52477 524?4 厶〃 /*” =4mr /7Sペス クス スス2 Ss

ス5 7552d xxョ/ 5osuxs y&xxx 3スge4 ス43み4 ss 〃nさ 55

ス4 sw ス xxss S5マス7 <? aマxラ7vi
■

ラタ23S え夕2a ss am

&7x?F ス*855? *ママ7夕 : <4 ク4マ .シ シcx夕7 s7 /2

<s 475? 22ぷK3 5xKs&i ア5 ヨ824ゼス 一招; 5 Sダ ;

425さ e28i S<45 ク交 az<Sx| アジ SS37 S? <x5 7n4

so

1

722クラ。
1

xx2タス sxxne 77 4x4K 24.72こ a24s&r x, MN

・

1

7ダ774、5アこ/アス

1 1

77 sx7ヌ? Saパ77 シスタバス

V

7 i

•

28= a.4
・

ス々ど75 なx4sx SSタペ2 -で5ス?| ダ4x スく

....... ..

sx
__ i

S7 

... .....-

1 

ーミー ・ 
______ i

<注) 本野方画課ﾡ

(注) / □有林のススﾡ」人ﾡはス肝林ﾡ任前宰更に文る.え3ム以アは田ﾡ林ﾡ甘書による。

る. 氏ﾡ林の ・ ◇ ス5ほ以母は林野方計通師、a.

ヨ. ﾡ5入のため総枚し内ﾡは一ﾡしない.
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氷と5系

( 位 K )
氏有杯杯当平芸バ領云

・率 ﾡ動
み , 公団林

------- ・-- ---*- → 一

ﾡ資杯ﾡ ュ部 zの他
---------- 

計
一

» 更

西羽ス4 — 今ジ 2 6x 文542

• て ア /557 gとラ s夕～
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